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ﾡ放ぽ「夕ﾡす る。 く こ ペイラの成のE す る=基ﾡ回子ロ 

X 0 後 り。

/ <空にミら季、 自由8°吸まに許す=と。 

2夕さのド約 •

? 1分8 ﾡ択 ﾡの分最

ﾡ案のべﾡ

ペプラは得ﾡ*&味う。 *4は洞び室温する保岡と8る。 ・のポ 

め水位の部い士坂では育不可能さ ある。 し いし ・がら水べゃたく 

文す緊町ミ 派水バさ りﾡワ下試系下区んでい $と(っ下系ﾡ 

下でほ. ポアラに-時的8冠水ドほく討スるものでるる。 *の時日 

水 民よる或 極 の 有野を 効果 &受ワる 乳べろ い。 但し 生育ﾡ向ﾡe.
*位は立ﾡる働から系さ 5o(～ 6oい の呉以E に上昇 しこ ほ不可であ 

み, 阪下水位がﾡ下地まくバ有る8らぼ. 立ﾡをふJすめしR"。
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ミけ多く の辺が地での手例5の マある。

■ク氏給

ミ あ 同M m 輙 宏陽朝 周夕/巡 分 を 通 が て 台気谷生Tるものでろ 

リ. *々的5高い下水位が存在7るるかづり、 =っの効色 

今けウろ。 カーの 鬼 台 ヒは. 永ス的な畑下*戸ゲ存任しクいの. 

ﾡ多に日下*位べ*ﾡも下▼ろ陽合でみ って ・ ◇おっ8ピョロ 

ポプラロも いで地F水の代給2従系通り Rそ編ﾡ規@で受入川るミ 

とゲでミoい。 ミの」っ6帰合ぶい、ら 救ﾡ程ポプラはﾡ下* 

のﾡ求凌が品い下めの次のﾡ性国2 も っ工ほ下かい マの系678 
cみうう。非常下深く.保力&びュロイ ド自下ﾡ.. 5ヶ祭くﾡ 

ﾡす8ミ じみささる認いﾡ造をもっ土ﾡが*るみる。 ミ成 

怖土ﾡで梅曲と次く (氏L 正組み銀ﾡ&示1もので 町ﾡFベ理 

日) 敵ﾡ8土なは不島であ り. ペプラのおﾡびる季ゲでミ テ 

&水性の不足の尺め2よの甲水 もﾡ透は すﾡﾡし、ﾡ失するめS 
み◇。 の らg士夕季のﾡ場がな問しい s ャニの場合日永へ 

約旭下水戸クﾡ任才る場合«あろ。 二の帰合の向ﾡヒレマら、 季 

ク 他下水位ゲ十か寄く (2〜367 I ぼ 9ら9い ・ ニ5毛 

ﾡﾡ紀像下 り樹木&後いをけるゐミのっ て • 地下水司かり。 モド 

ﾡﾡ象の最のﾡさ甘. ﾡ士ﾡあいて日約/ でめみ=と日さ 

弟し てさ い。 ニは沖土ぶウ るﾡの 多 く の 胖 プラ 坏 分％ 長 

手例8のである。 このﾡ保みら レてﾡ利アの6在S強ﾡは"ぼ6う 

め。 *ほ水のそ細Y上昇を#Mし. ペでラの叔は岡R*s 
#系し問6いのド。 ﾡ則と ・て の神アの母ゞはﾡ下水位の勲はい 

ル ) 上めっ て 30 ～ &oot以 上マ不可である。 細士の写いアゲﾡ利 

アの上得在する9ら そ畑巨ﾡ象下さ ②ﾡ下水の吸牧がﾡ詞A 
平普で下としてシ丹らこ卜えらる。 成長ﾡらからるが: モﾡ® 

タリ fくりネら下予ﾡ水」" 合はてﾡ木ら生きつゞけらハ 

る ・

抵機k分

ポラ塩しR土次はﾡい保水カ と品基交央ﾡ力 . ﾡ司すハ▼ 

段生で8いミピを年事 る。 派ﾡのぶﾡはPる〜?の と 三 ろで・ 

PHゲSム下ではﾡ界である。 字約するr. ポアラ救店下ついて西 

けるべミ»とは. 非ﾡ下殺ﾡるﾡ土ﾡ土ﾡであり. 角ﾡ水の母ﾡ 

るる所であリ、 主ﾡの沢さが十分でgいか 系さが十分でめっても 

そ可ﾡ上昇ﾡ合のわう ・地Fても っ商でめ り 道浜不可能のﾡぷ地 

であろ,地下*位ゲ非ﾡﾡいﾡB、 ﾡへよりﾡ程ほ: 次悟&ﾡ 

和ることゲミミる。 ﾡべ士麻ふIて5ﾡべFがで面Nβ缶すろ 

aら下アの土ﾡとかミきぜるのが目である。 ﾡ炭アが写けば空

下ミらして風化5企進させるRめ、ﾡ付ﾡ下ﾡ炭Fをﾡへすヅ 

ﾡべある。ミりるら次の事は銘ﾡすべミ百。 あ3 りFも母"ﾡﾡ 

辺ダFはボラ救方の商宅こa る。 行下 そがﾡ雰下ﾡ塚する今ら 

ビ。ﾡじ非ﾡ下畑い索ﾡ下おu < ほ. Rと之ぼポー川ﾡﾡパラナ 

川 ブル タで ロ 島 イ 駿族 にも 不 均. «チ約 東&問ていう。 *ミミにﾡい 

ﾡ炭Fをか8 り)の系さ反歌する 号ら 干にいろのでめる。

C 分としてのポラﾡ施

「 価意ﾡ岡

州5耐え その場ﾡのﾡ的ﾡ下さ く 適合するなSえらんド 

sらげ・ Pニのﾡﾡ8商温ロポパラﾡ永口面しR尚砕Eと2ミとで 

あろ・種商ﾡほ救ﾡ力ﾡ. 代朝そ しく不ﾡの収ﾡE ﾡ良、 品個 

行&求足1る。 予索・ ﾡ秘の健全ふる示求はﾡ永同RRﾡβしてい 

ろ. 向ﾡ日堀ボ型式のお性、 ﾡ林目ﾡ. 出長来者. tmﾡ件 (t 

5侯)Iﾡ化 ろ。 こらのミヒ がな両岡下田動するミ ヒ み理 

d< る。 同明べ喫す ら 風亜 日. F しなにJべての他所のポラ長 

g者の回多く2論野5起起しトゲ. 理学かすび意新与の両に伊 

より足る8らぶそ ニ 下メ型の -致 しR産盤べ足世さﾡる。 自 您喧 

ペイラゲﾡく主本ﾡであることと示レ マいる。 天ぶポアラﾡ分はﾡ 

K系ﾡしている が=u d花プラ が’十分テ比有望期 w 夕方と d るから 

マ»リニのミとは起て ほGゝめ生型的因チぶ必る。 gるﾡ武は 

段感の区民逆比ﾡする杯冷おい、A用づべさるある。 呉きる 3
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Sゥド分が涙ﾡて み涙合々 早く 伝倒せっ跡ふらな。 酒長民し 

て5ポでラを支認7る生型団送訓8塚堤するミYSミ&い,月調 

' 探 B小 径木る得るのみる 二が十分み市感ﾡをも っ ミ い6us 
ら =の合のスラﾡ段に経汚的乳ﾡ:g いの下. 中 戏の国 歳 迷 段

5ﾡﾡよ り もﾡ固の話い不務ﾡ生産し得るゲ. を リ を も 差 出 W れ

-13一

3経級5矢あろ。 ニに訳し てない店岡のﾡ救に合板. 娯 氏

不ﾡ・ マッテエ未 

可る二とがささる 

二代ら法第落から

・ パ ル 7※ぶ

・ ざ して 装仁:

のもの でそはは

どないﾡ団 利 

そ あ i ボプラﾡ 

天名不の部い 羽

用ぶミる&走! 

不ﾡ早のス部分同 

合z學してus。

ﾡﾡは. 日令し て 諫 福 か 林分 E し こでれ b 初明•はル 讣ては 收慶 次

ﾡびタいが、一足令*商でほ立ﾡ茶I 英るゲーﾡ迫ﾡし 

て浜林分百ご牧ﾡﾡﾡが多く 8る。 プラ Zﾡえていろ主ﾡﾡ

でのりﾡいﾡ祭. 墨桜五度全くﾡの力 テゴリ・区分さ t
るY2示して いろ。

』 初ﾡ福税ほゲ例介として f。 当り /020 本 (うLメラ2のミとも 
• ・

あるべん ヨ( $20&超える宏ほが稀である方。

乙. ﾡﾡﾡの起ら. そミでら初期ﾡﾡﾡ戻ん 当り/の00本8振5 
ミとも しし呼ある。

次に石干のﾡ型的郵例て品々 ◇地方から とり あげて思 るミヒR引る。 

そこ でほポペラ飛ﾡ日ﾡ零さ師分をしめ てかり. ﾡ数海ﾡっいて 

も多くの注島るあ尺えて いるのであろ ・ ﾡ救さﾡ市ﾡ派はケく 

こもﾡ宏ﾡで8" 方に欧ﾡ田ド-仮ﾡ8 ものさ あs。 4tm力 

以下 くの$〜火みロ方ゝ の 同 陽& もつ 杯 分 を 超 在 後. 中ﾡとはﾡﾡ向 

ﾡ$～7・ ないﾡ磁町限ヒは7上のもの sミ 。 孫長店 

の方突将救ﾡより 多いドイ ッマに. 時とL くﾡﾡが孫用ミuろ Z 
こ あ 3 ・
(&) イーL・ ゲ=ュープﾡﾡで日/ 25o 年左Bポアラのヲハ*う 

t声汚ﾡ救がgミ山R狙付後, 引年生のポ◇ラにっいてJﾡﾡﾡ県

はヌの重リ。

i)&a当り本ム//6年 3* 
i) /う年目下ふけるﾡ存ホ放と 

ﾡヒしてのﾡ小和甲任 (?o) 
i) 突ﾡ的喫ﾡるちの$80本、 

らている。

以上見るくﾡ救不のﾡ日竹石君 

のﾡ句ヒしてポアラに"$の*" 

てふり帰大73*7 t商1岡の狙意 

) コローニュI辺のﾡﾡFでQ
として空ﾡさ峠Rゆ. ポアラ 

のR乱ﾡオヒ して »ら て いる 

rなっミﾡﾡ代さる っ. 

示さているの である。

<レミーEゲラモそンrある ユ=

の女ほゲとめらいる。 /タラ/

が (うス$0～4a) 用いら尺 

P は sか $o～ 4に大し/ ?4 
陽へもどっ下。 品種おロアスタﾡ 

年をっ ロブスタ紀林用と し て 

今日きでこの 商ﾡがとらてい る 

ットからﾡら山Rﾡ料下も と. ゴ、I 
の教制のらは $～以下の向限で 

zも8の向岡がの送きしい。 7 
商 ﾡ「めりるﾡ救よりも信親性が 

3g乱動の自由てあほえる。 ニの 

r似ﾡヒ ミ It て ・ ろ 20〜年の 林 

Fガレー時 的にで 日あるが市帰ﾡ駅 

あらめuる次の瞬ﾡ3 で延期さ

う 

/ 

バ

底

る 

2 

メ

3

才 

以 

a 

ゲ

の 

7

て 

は 

t

3

X 2
6ホ・ そのT、 g0キBパル° 

さら至して いgい。

の中の so。 本日ﾡ木として取云

利ﾡこもRら して い召い。 品 

s。 点ﾡ最するまうらって示 

ら試らつゝあろﾡ*であろ。 

5年ﾡらﾡ夕/ E除五しﾡ所 

劣化しR土地を回慨でるﾡ" 

そ ミでは利甲可ﾡのスミミ

* 引 aの品8びﾡに り石

ン. ァルメテール辻(マッテエ 

上のﾡ式例の8か。ロﾡる問 口 

,,?ラ2 年にロ非新下ﾡG 
シ93 3年〜/?425ほ日同 

年～/ ? u 6年には日び彼い向

5甲いて いる。 球ﾡヘ ラ4? 
n* 7み店岡の回段がザ甲さ 

二の ことはﾡっR"ンアルアロ 

8ミ下ものミある。 孝英・ こ 

不+分であると思わろ。すく 

以上のﾡ岡ふけるﾡ武日次い 

sし 条林ﾡ型ﾡR対しても大 

とを際部へ言ふと、 キ レー成 

で そのﾡ分いらべ域されﾡﾡﾡ 

αいとせよ。 出日市岡守の 

ばgらgいゲ. かかる合ない
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ﾡ減直ﾡ8ばミぷラ さ生的号条件の中存紀し () 長初から /0年目 ま で ﾡﾡ区の 万が枚種がシ L ゲ /0 に時

正しく緊、 置、 

次い店岡ではミの

fﾡ の 三 用 す そ ろ っﾡ加 てっ ゞける至るの戸. ﾡ区麻店区 も Iに KA 当Iﾡ巨 約 200 ?1う ヒ S 3

よ う I は り か め> 中 小 径 木 里を日的とするﾡ市 ロ) 2年目 S る と 派植区 のﾡ枯 ら ﾡ 題 区 の & ﾡ か し ぐ。

1は、 土ほ条件点 も ざ る び 7/t 6«示 は 7 礼

0年～2年 で期ﾡし 件 る 5 と し か ゝ

X 7 商限ク番デ 

るﾡ成が乱早し

ハ) バ年目 I 8 る ビ 孫ﾡ込の林ﾡ 応 /0 耳 目 の 才承 の ﾡ ゝ 上 YG3.

非生経ﾡる と ゲ 乙 る

ニ)ル 目

ホ)ﾡ虹

に

か と .II

ラ ン ズ 同 お いてほ云 30 向 あ る 地 ﾡ の 救ﾡ者 らﾡ □ プ ス ア 程 ﾡﾡ区の と 心 K 比

を名ﾡ し て t るが( 7 S ウえ $ 1)
であつ そ の 経ﾡ的ﾡ 0 沢 の 空 K よ あ る o 収 ビ ワ ズ

ろ二

※植こ(J
マ駅求け

5

の 夕ﾡご 年 生 の 以 ﾡ比に敦 で、 -の パロッ 卜 B$x /0野 ﾡ

$ﾡﾡ向ﾡ f。 当 00 本 他の コ ・ゾ 卜 は

れ久当い 202 本 とし戸 プ ロ ツ 高段じ ん

7※
である

7 かﾡ /5年 校

とﾡ /8与ﾡ

の

るよﾡの う

し て位に

3ヌ%であ ろ

O 本 ﾡ)の 称分収属

/?3
2テﾡう

$82 みtう

0

あ

び

耳 目 の) の) 3う
価

/8
べ 二

年目

マ

Iに お

の め る 割色は

示 3
2037. 000 リラ

¥7 25.200リラ

く62テ.

では

3コ80
7880

/0.どco

I て

0%で

ドル

ドル

ドル

でえら

あ る o

ほ 40o 本で は 吹ﾡﾡ忍 /?wじで ど0万 フラ ン ( /7$0ドル) 20ス 今 ミ こi は /0 S耳 の S 年 向 I 2. 4 ﾡ の 收 入 犯 0年 〜/8ﾡの S 耳

で は 0o w で /o万 フラン ($000 ドル) で あ 六 。 不ﾡのﾡ阻ﾡら武 ﾡ 3倍 の 收 入 酒加こ ﾡ る と & 示 して い ろ.次に メA 当 t ス0

的想大ぐ さ ﾡ的さ 幅 加も入 い も の だ

臣ぶみ林 金 フ 須 内ポ* ラ

6か示ほ7X 7 t 同ﾡ人 上 0)ﾡ萩 lx
今会 

対して

ん

の

ろ。 こいえ 当 I)
末森林げ有名らら

200 
、3

本

I)
? 分; で・さえ も ﾡ便あ る も 0

る

K

ス 田 お

べ

不 利 で

品ﾡは

合名

ロ ッ 卜

そ の ﾡ

いl

あ

I)
F 山

て ば .

グ' ?

乙 見

② -

a 当

果 . 氏

ナ

い

の
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ット&&r、
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牙期で /73ネう、 
・
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/847.000 十
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收 入
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/64 7 000(/
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～ク代期. し ﾡ日2ク〜り0 耳 でら く る 。 さ か 三 川 ら の品型らコ

ラメリカナ系 8い。 イラ ク おﾡ店向 0 O 列 间 ノ め0ヒレ・

ヤはﾡこ ( る 。 自料去に I 速成 さ III ほ る ある。8ヨ

て探的店 & 行 い. 主メ区 2 /S ﾡ ミ く ・ ﾡ初の名段にん

当 り ノ4oo。 本 20000 本 で み る が ﾡﾡ ぼ 42o6本 〜 8.い00本 と 分 る。

- ヘ $ でﾡﾡ怪20 ス20M I; 達 マ ミ ぼポラ こ点ミ

くﾡゐ し の しl o そ Iく S ※法 運送法 も原ﾡ5 G あ

あ る ポ ア ラ応長 は 年 平 咫 I) 40w3と な つ て い ち: ミ

シ マ の 福救向陽 け 旭 2 方 ) う

あ ろ イン の ア7 ダル シ 夕 時 I8 〜 ?て 円I ¥

ヴス ﾡ // へ /3 同 Sr デ ェ 纯方 ロ うへS 常L 問 商 用 弃

例 で あ 工 ププ □ 河 仄 けR 巨ﾡ の 口 m. 面 商 ふってい

る ビマ ほ ヒ 部ﾡ域 工 デ デ 同 ズ 采の品 府 が お ち

え040 本番と S い ろ ゲ 合引な 結 る。ﾡの 詞 6 号 こ

スなァラ の 先細な た 品 電 & 吊 い て 、 ろ の 天. 数 がダ , 上

の品さ ﾡ 究 い 抵 の 他 万 4快 & て・ あ と ベ / か\

と 思 う そ 日 た 強強烈 て あ ﾡ K ﾡ系甲さ

f. 栄細 の 形 し た 品 程 用 / ﾡ メ 下 の足代 行

このこ 夕 く も部分的 6 、 生学的見地 よ リ ﾡ こポラ政

ﾡが矢 敗 し レ 理 田 &証明 る こIら 裙 更 政 木 ス 式 え ﾡﾡの

同代 寸 有 す る ﾡ 用 ﾡ が = IlL . 冬上

あ に 速 の ユ コ" ビ て の 例 は オア の 不 足 ゲ ほ ど ひ ビく

な い ナ 方 ﾡ 張 の 犬 さ ポ 0 ラ 品理る 甲 二 と の 天 京

も の さ 位 登 可 る マ ケ ド マ tu 方 木 レ

で ﾡ 羽 冠 の 孤 い 品 種 夕 早期裸 レ 利 用 い1 中 ﾡ ビ い対

ビ メ 打 ﾡ 用 さてか I) そ は な い こ も ﾡﾡ

な い ﾡ生同目 こ ﾡし て存在し い な で 又、 怪

存任 し ﾡ いl. ﾡ冠の河い品種をな回ﾡ X 救 1 ろ 形 式 の) 卜 び ・ ゆ 山

団回の ﾡ っR各ﾡ径紙のﾡ示を供ﾡ し う る の で あ る ・ 極長商ﾡの 一

ﾡ的組論ヒ して 時次のﾡく べろ 三 と が さ う ・

終

六

祭約救で ポラ 13 林栄谷肥 のミ甲長 いがでミ ﾡい ・ 大任

nのヵがﾡ海岡ﾡと時 つ 語ﾡでロ・ ﾡ初から べ探時下 ふワると司

秋の迫裁固時 &ヒるべ ミ マるろ。 そのﾡで小 があるなっ

笈留とクリ、 三の時ら ポ プラの成長平期人が みら尺 ③ら向氏&

了る。

ﾡﾡ商弱のﾡ型因す ヒ しては. 次のものが あげら 111 9。5民(

1分る光綱ヒ 還).土 ほ のﾡ天度所ﾡﾡ. ポ ポラの利 用形示・ ﾡ

ヒﾡの万 式。ﾡい 区 保 と良ﾡる土ﾡのﾡ rら・和 ﾡの方 がJ

い, -般Iポ ラ/本 当 ・ の占有面忍て担致 ﾡ度を分 預万れ守 •

苗 居 版</oゲ ム下) 額 a く2ダ?ム下"ﾡ 面 (s ?へ 3ペ > •

犯～特邻 ) 孫福 (#ゲ〜め0?) ﾡ浜書 く &。 ペ上 )

と6る。

前ﾡ下ざ る ウッペイ は ﾡ科密戻の因子と与 8らぬﾡ回の 壁eよ り

生下ﾡの設合 3 公ら二の弓が筆字国 うと6ろ o
上の 乳 頂 ド もヒブミ ・ ポラ に正市彩ﾡ短 形ﾡ、 五 本ﾡと る。

utら.の うらる E本ﾡ研 ・ わる干品砲、 正 形ﾡ表 の兵 :汇

/ 本重えﾡも の>がポプア ラ r貸上の点浜条件 5あ卜え る。こほ

気や日光の制 用が1分 で みる少らF。 研許 が 不向ﾡヒ sるゲベ な

ことは5u。 等ﾡ同ﾡ 秘 の断で も ﾡﾡﾡの ﾡ下ﾡた方

のほ 天ミ い ・

IRん 当 ・ ﾡ桜本故て示す。

王方形ホB短 形通税の ﾡ 合

ﾡ救同同 / 本 当 り 日得ﾡﾡ んへ りﾡ烈ホ

6t*5 t 3 4 23 コ 7 ワ 本

4〜*7ス 4 2 ? コ 3 & 午

4～*8 8 2 0 & 本

7*?か " ? ?e 2 o u 本

ク**84 $ 6 ?い / 7 8 不

7*?t 4 3 / $ 8 不

gnxE 8 4 n1 , s 2 不



-18- -19 -

千意 (交乙) ﾡﾡのﾡ合

三留形辺長 列回距艦 /本当 り 日有面戦 え0当 リﾡ桜本じ
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7.oo 4.082 $5 2う今
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2.0o 6.628 ss s s /80

&.5o .?34/ 42.$0 /60

202 779? 4223 /43
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ポアラ お甲独ﾡﾡさ it ることが多いが. 地中海ﾡ更"並ﾡ8
度ﾡ ヒのﾡ合緊約ポ ラ救窓の=零αﾡ柱を形成レ c いろ。

のm. 他の林業ﾡﾡと況合 して もﾡ付けら ろ。

こ

デ

林茶樹とめ混合式ﾡ

ハ\ ン

ア 7
ﾡ 大

キ

の

せ

/L

上 の

列向

て

時 3 ろ の で

卜 虫区除の

は かぎら

ル デ エネラ

て 維埼

ラ の 下に

土燃型に町

放牧区では

«あっ。

胞ﾡﾡﾡ /.

本 ・ て 当

タ区等 し

ﾡﾡ

ﾡ付

ムスの

る 。 ハ\

も っ

け ら

里

昆吸ボ群集

向ﾡ師方云と

い び

タ ﾡ

し. 汝

祖

ア

株

次

I
い

乙

收

乙

す

も

る

の

る

8

レ

の

る

次〜 例 こ

救 こ

ﾡ の

牧 更

と 7
オア ﾡ

微 的 あ

の

て

ﾡ

才

dL

卜

の

がﾡ高

8*/0
がﾡ行

下 。

と も

ド さよ

ポ 70

6

店向］ 岡

ご f
放

専

牧区

し く

売ﾡ

は ﾡ部

?1
うヒなろ

が/48

も

ポ

•It

本

火

。 え久 当り /0o0本め ﾡ

忍が土&平の.多系な

土
ロ ポ

不 ﾡ

ジ 7-
ベ

ﾡ付

の ギ

の

当

レ

I

粉

分

勿ﾡポ
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の

ギ
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う昼

一の

& ﾡ栽5与目よ

結

烟

・ 試ﾡ地

は , 色 ハ

く

の 半

ラ ゲ ﾡ 付 け

甲扱い し 同］

のドゲハン ノ キ の

丸.

、良ﾡ力

72? 年 代

は
キパポ

て いる.

行っR、

方ゲﾡN
利用ﾡﾡ5、 平

当 平均存ﾡ

ハン/ キ区の

/本当り平

/ 3 6 ?じで本製う

次プラほ耐岳GK
均ﾡ./7S

本攻53$な、 fa 当(事ス722でゐ、っ。

司いく ベル ギー ではポプラ てス ペルー スと ※下ﾡ付ける例があり 

クリスマスッリー甲である。 く分の係ﾡべ十の8こころでは、 E 

3ボてラの成長を阻ﾡすらと ほひい. 但レスアルースEペ。 

ラの下木といて永久的ﾡ氏事る = と5土ほかうあき り rも多くの 

水かを得うのでふすすめマミめ・ どの位ペペラ段ﾡの初ﾡド・ 列商 

の旦地をポプラ、 もしくら他のﾡ木急成のﾡめ下ﾡ甲する三ヒゲあ 

ろ ・

ﾡﾡ的ホは屋ﾡ的作ビのﾡ合桜ﾡ

品欧でBペペラ成ﾡび牧ﾡと絶合可あミとﾡシく、 ポプまが 果 苗 

のﾡEうワぬ迎民きで成浜 し同後. ポプラ » 裁定内 で 牧苗の一険 

ﾡがﾡ行さる。 ポプラ救ﾡの初ﾡで 日食ﾡ&うけるのG政牧はす 

次卓は刈取らること6る。 二r反しﾡ中ﾡﾡ回ではﾡﾡるS 
天的回ﾡ的低ﾡがポプラ救店と結eさIていろ。 枚※ふける起ﾡ 

m広8ボプラのﾡ及下思ﾡをあらえ. ポペラもな邸ﾡﾡて保ぬぶる 

数目&緊る。 ポプラド対3 ◇初期ﾡﾡB ・ 何ほわR るﾡﾡ次 

ﾡる少くとりﾡ分的は相 桜さﾡ るものである。 に品イタリーマさ 

&系ら集やホアラ飛培と 一ﾡをg。

ポアラはW祖さK. ﾡ初の2～/0年司口列下思ﾡが突ﾡミいる。 

戦初う〜"ﾡ向のﾡにより戻茶の可められ. き※討とﾡ全る 

ﾡの後トウモロコシ・ ビート・ シマゲィをが付けら小、 〒3 
～ャ4目は小す. ラ1列・ カラスﾡと8り. さリベクロパーの 

っ5飼料ﾡ布とるろ・ 但しムラサキウマヤシs良くない. =の商

の忍天のもつE欧るさよゝ「せめとポパラの8がﾡ息するぶ* 

みる。布場影件・ 案ゲ月利8ら. ﾡﾡ&ﾡ付ける=とパ 

っとものそきしい ・ ポプラのは浜く ひろら場向がある 

ので 8とさり一そっ探く伸硬はしめ. ※F師下みる上ほな会E 
全利用せしめるﾡめ・ 士ﾡの系ﾡ欠星零であろ。 施ﾡ区思ﾡのﾡ 

けゅ「行い. ﾡ岡堂R土ﾡ型"夏作ﾡバって tﾡなるびア-If 
の常吾でほ選地戦石 Soo～ /oe。 ドタ- ﾡな 25o 〜 o。 K8. 曲 七 加
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里250～4○0K程度である。 勿ﾡ二の肥料はﾡ知ンポペラ 

と8る・

文冷レて該庄の土8さ 過ﾡﾡ石ﾡのりに品基ﾡの使来を起甲 

し. 時下より石戻の十ﾡg民用と早ぶろ-とも»る。ポ-W=ネ 

氏の軽く て"せR士ほ下ﾡ料な し で 百っRポでっ休ロ. ルでE 
向星ﾡ"5ok、 同→場ﾡ町でﾡﾡし向しRポアラ内ほ・ /3でF 
円ﾡ重 /3o。Ky以上でみっ下。並県. 主こレてシリマSロ・ボラ 

※ﾡほ主Rﾡ近ミIR堺密やかﾡとﾡ合し て みり 時々古さポ 

ペラとﾡ所ﾡえる二ともある。 百 プラ 代ﾡ役ド穴させろ。 

ド。

3.
ポアラ報ﾡにみいてﾡﾡふﾡ利益こも「ら3ふの尺ゲ・ 番ﾡは一

糸プラが忍ﾡゃ飼料ﾡと組色さろ と ミ Ki ミ ケ ス 行 ご：ハ3 " 
s 多<の合. 冷引Kﾡ武穴ﾡ戸けにある。ﾡ総定がﾡだG 
み百かバさ ・りだ森レ緊って く ろ・ いっも 系ﾡる+ﾡら全5ﾡﾡ 
S通いて下水Fが6Eし 一時 阳 を ある が 光水 らか-る. そ こ ? 

&ﾡは作付 に ミT研京夕甲 とﾡ合Rボプラﾡ活び有利戸。て 

專ヒして な aびこらﾡﾡを-域す々=とミ. 三いっは今を邸5
ろことﾡしポアラY&合る。 選早下河るア防場目5ﾡﾡ 

さ )も良14ﾡ果て生しにﾡわ小る。 二 の 旭 • 神水工手*ﾡ浜も

Gら矢ﾡする。 こ t らゲポっ 点後ﾡ次をり ら超のモか 

の质工w 6 る。 協還でゐりかっ 地下水位ほ生育ﾡ向中下ﾡめらa 
る深、 さで伯下7ろ土地. 二こさほ度ﾡﾡとのﾡ色のﾡめ悔な的 

6地務べeミハs. オチ m株 を 福 ぼや し ほ し 自茶生E定全時 

乱する。 下穴で凹Sﾡめて水呼ﾡる。 ﾡしﾡ堀該置の"日 

その笑回気レて平に &83べさ戸。 に深い別遠が5こらnハ 

可称"ﾡの祭り &ﾡ去し 工2ゃわらげろ・ ニIほ冬ら合にかr
行う. この深料とﾡ付Yの長いﾡびかかAfヒミは. 内 た

有ﾡ8自ズﾡ生がﾡ生して く るのる. 数回の段い中料がぶふ こgビ』
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る。 易ほﾡ用がかゝ るが商作ﾡの収ﾡにり その甲区相波ささ 

るものだ。 しなレ 地池写が6さ叫てもポラﾡ欠戸8注ﾡ天く行り 

らぼ8らのである。

4. 墨 穴 通

ﾡ久の天Sでほ. 堀 

dと6"ﾡ風性5骨 守 

0.5〜/ﾡの探での砕 

?〜80ミめる。ﾡ穴 

み甲こめば、大は / 

こeんがためなのF。 

ぬ回方) がﾡのとﾡわ 

土ほミい系さはぬの以 

るミらる。 時々用 

問し、系いﾡるっく っ 

がる。 地下水仰グあ 

&過り. ﾡ次の中冊 

行法54? り -のべネ 

ロ ※さのe計が25 
6昭系&ﾡ付はﾡへ 

の系さの土ほら水 

-常西不がえ庄9レ 

g系&も っ零がみ 

こともある。系の民 

?52年気さ卜 

土な翌より ﾡるびぬ 

Bに7ンモニマさよ

北さL=ふ. そ 

りsっ土で6 くﾡ沿さ 

ろことの大のであろ。

17

新ﾡ8土ほア

る。 ポ

め深さ
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ほ ﾡ小

IIT 440 〜00団 下可で

以く

l(
が. る。

リ) fs け の)

ア7 JE の Bエ

8o
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ヒして

(.の系

おﾡﾡﾡ 浜 /00

/00

1-j
リ ・

ぶ。

ﾡﾡ

ﾡ尺の 系さ

ts

矢系列S

さ/00

頃し

げよ

け.

土Gう 土へ 面ﾡづろつ

土次昭料5ﾡ く おめ

みの透ﾡは圧ﾡ果をあゥ わし

3 よ ﾡ

Qう l( 7 ラ口る ご め て あ

た 埠 る

の さ 小万 ド あ る。

も 3笊 学 土 な 尸 にに

%•ダダ ～)反に 性 い 穴 (土 欣 は

ﾡ ﾡd( る 江 超 ヤ喝い 合 あ

0上 なせ る 前さ 面ﾡと モ び

い 以 万 法 U ゥあ ら プ ラダか

"ポ 7 ガお ミ そ の思央 く る

。こき た

ﾡ穴近や

イ 方 さ 突 ﾡ さ 、て

?t 3 示 さ ※ I K か よ上 に し み

面 1か 也と か さし て 于せ

ク る e利 大 が あ

TIs ﾡで セ ﾡ 全 づ る ろ

る ﾡ ﾡ ほ 遵 系 めいS 円 て 行

用 例 ベ レ ギ の

eの ミ 田入の 五 着 % み

ナ あ「力 コ て 孔

ろ 々た

の» ろ B め も ど ず も

ど d oめ し 二 の と



欧北をっくうチ〜/ グの 土ほ&るめ、 2～3の土ほるほﾡ 

る。 塚区像. 士※びわすか下ﾡ下してからﾡﾡ下かゝろのに"、 

桜及後の土ばらﾡで各易ﾡ頃グで ミろ。 ﾡし 函税ﾡﾡはR来のほ 

問Ns っ、子しも軽ﾡでミるもので分く. そのﾡ引ﾡﾡの頃六 

・切-のﾡﾡるムて 通ﾡの抑徴のﾡ合ﾡしダ〜4ﾡのるﾡめ工 

ﾡ5ﾡﾡしﾡ攻する ことべでミるここ・ 反が足り ﾡっと足川ら 

労にカスﾡR河&ぶミ るニYのニタにめる。 何の目的のめ桜 

ミR各えﾡ派. 覇ﾡg7タッチ* ニ ト 8 とり っa=と。" 

R"すく ﾡﾡ久回署K甲ﾡり ででろ・ 台動カルチータ-のフレー 

&に7クッテ* ンF&ヒ"つm"ば・ 成六へ担る(メカ=カルオ 

-の一)こ々ろし. 収岡. 王切り用のテエーンソウ甲そーターE 
ittか. ﾡ 混 &ﾡﾡろそ- ターと4ろ. *ﾡ起ﾡﾡ5*Gえほ 

トラクラ-ﾡ合る新殊8 & 恐もみる。 ﾡをﾡ甲甲のオーゲー 

ロA径の〜?のに怪し . oのの 深さ ほで欠試でさろ・.オーゲーG 
ﾡ日型ﾡ手が行い. 助号ﾡ欠の位乱ﾡ足ﾡすろ行をとろ。 イ 

タリーの天制るは久型fﾡは/日 6o。 〜200便で二IE々〜ル^ 

のウ合矢団 よ ろ / 日は争最rCゆするものである。 本去「 

り通与拡数下不可欠8る仕手のスごード アッ アが®ら・ 岡ﾡキ: 

悠コス トて仕ﾡび めらるの戸。

5 ポでラの堀救

司-区ﾡ向でも土ﾡ: 気保べ疑っている-とゲめる少、 ﾡ上o 
型付季面&式尽Jるﾡにα. ミさﾡ戸けその土如での経ﾡ&生"

さミめち 。画一的Sめ ろべさGはさい。 U多の明ﾡさﾡ方でo 
酒何岡5本少ら早香かけ こ である ・ 秋砲と して B"/月グもっヒ t 
-い. ヒの理出ぼ田木ﾡがっいていな"ゲ・ ﾡ口ﾡから&ほウ 

て未ドすい下成& しうる◇らである。 土ﾡはﾡ系の岡圏にﾡい

5っ て く る。 * し、品下は&の疑さよ って伊くさらこI「土さ 

忍を恐 ・ 成&岡像伝さってﾡバ沼ﾡ互日じめるのミある。 合 

に8しぜかかるﾡ不区収ﾡにスタ - 卜さ る。 し冬期下ふいてﾡ水 

3るところで日日たがつざく 風当 も基ビしけAぼ根が長弱しﾡﾡ 

するミとtある。 少る前でほ状ﾡ8渡ウるべミデ。 ガロカ. 写 看 

※里. ﾡ不氏約ふど少ら足こ. もっとも自通ﾡﾡが突行、るの

冬(ﾡ冬、課ﾡ呼Sのるくゝ きさあり. ﾡの例によﾡ5早せ 

夕くともﾡ系ﾡ下ほﾡ木の五為S見8くてU4う々となう。 =のみ 

合. でアラの系徒によりﾡ緊湖べ興るミと&知るSである。遅法 

その間の迅付3にのﾡﾡ作茶中下ﾡをﾡﾡへら保顔するﾡめ「ﾡ々 

の手区&ﾡすさである。 はじめアアラの根をﾡ土の選ﾡ、 午a 
*ふど下い「すことら. 石効8のF。 ﾡ木&風取って忍付ワるきで 

の時回ら出示月る限"最絶るべさであり、 二の向らﾡ木「とり も 

っとも&欧8状ﾡ「ミらさハて い る ニと 下gる 。 とFからﾡ付尺 

当?こﾡ、 力. 時る ﾡ 風時ぶ のﾡ&醒けろさう下はよ. ホ: トラ 

ック・ 6早いの運送手ﾡ下よる場帰合にもﾡ木にクーS"る 

二こ&零すろ。 柴ﾡホ*ラ救ﾡホ侯用さ III る及ポアラ交座ﾡにぶべ 

、 鈴かうﾡ性さ根をﾡ根する性ﾡがゐるので、 他のぶ不のう 

当木のﾡ師 (ﾡとﾡのﾡ界) でる工にうテのる ヒもう =こ&零 

とせす. 商茶は. ﾡ床にあっﾡ状態よりも. もっと沢くﾡきる 

そヵﾡべの深ご日臣深めっ た時さ 1) 少く ヒも ～50のﾡく 3ミ 

E. 円ゲネス系ﾡ戸ドするﾡめr. どん8に深く<もよいかうﾡ 

ゲﾡ穴のﾡ内専する &客ら とヨ うgう. ・も っ ヒﾡく ﾡ木&二 

多中来めぼでらない。 どうして 二ﾡﾡﾡﾡぼﾡうぬのい?. 

そほポアララﾡゲ大ぐ. 頭"その他の魚因でりり動かぶiる至 

ゲタく、 二にが予.防のため ﾡ入ほ レ っかり とﾡ付けうt同なら 

めからで. 特百木が4付ワ らて 同 も g品にa. ﾡﾡるる と 

ロAﾡ"ﾡﾡ下対して 苗木&ゆっs ▼くレ、 ﾡ科&秘ヶ"事く マ 

ろもの戸。兵庄を用いテレ て動かめよう汚治させる ミとロﾡ字公ミ 

zてあろ ・ざGらぼヌ任の仕引ﾡ日ﾡgﾡびレ ぼレぼ*、 ﾡコ 

ストﾡとなり緊ﾡ9ものマあるから である。 あるm方<は店付の防 

R. 下下ﾡめる師分の馴面でﾡ及「ﾡして 二っのﾡいﾡがワリ ヒ 

らIろ'. 三山Lほ不足想、 印ら切り取っRと ころからﾡえﾡﾡの
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促す 后 め行う の さ. の 不 定 根 ﾡ ど から ﾡ生しもの リ

強 ガ ろ 。垣ら ﾡ県ﾡで 后 あ る ゲド ※地"H下 水 位 の 言

い 土 みすめ 活 書 易 耐風椎てﾡ入 度G

室点 こ 防 ぐ 。f型は ﾡ土 ふ ぞ の) 上 木 さ の 日

が. か ろ ﾡ竹排こ 学 才 と シ 11 の ぐ、非 工 小 出 た

土 S 土 候用でミ る そ の ほ グ の 紀こ 速ヾ J 為 バ い

い 百 木 こ 逅 ろボさほ の> が い 二 ﾡﾡ ぐ る 潔

3。 の 後 六 が5DCの 高 に 理 上 「 dく 近 び) わ S任

5? M 上 リ 土 あ o 沢 IX の 付 グ ﾡ 合 還 べる。

ﾡ穴 ろ I 当 、ﾡﾡ気 ﾡ 土 下 戸 土 の分

尺 爪 き ケ ﾡ み T め 。铉ッ

昭料 ほ そ の ﾡ 合 と が る だ 料 玄 穴 入

ほ 穴 の こ を 土 そ の 上 中 ぎ に リ» 上 げ

る は が 文 の ひ が ろ I と の» 配ﾡ あ 。

ほ 通 え く 行 打 ろ o ﾡ 木 の が じ 、 今 ろ 「

小 品 ス こ 三 寸 ぐ もら.シ / 人 グ ﾡL K づ 応 ビ

め)累上の こ S. 戸 い さろ ﾡネ- 冬 も か 以

でい リP 尺 gゲら し ど) て フ の と 西 X S
く 引 げ て 忍 の) 间穴 土 が 入 ゆ く の こ け の 不 あ み c

坦 め ら く 段 I) フ I づ う ニ ﾡ ら ヴ ら ﾡる 入

た め 戸 俊 ﾡの柄こ 甲 い て 土 バ 軽く も め ご t ろ 35
起 め 川 「. 、比燥 帰 T て, ロ ﾡ K 一 杯不 の) く & そ ぐ ゲ

の ﾡ 合 はﾡ«の与 ロ 次 の B 塵 ど) る の で め る 。 自 気L下 (

を 考し は地表ﾡさよ 尚 く そ 軽 く IS め し ど で

う

肥 料

ﾡ合ﾡﾡ みけろた プ 流肥 の 特麻例 ロ . す で-

の

こでい一 紙協る況ﾡ 汽 〒 る とる o 施 所 は ﾡ付ﾡ K さ III
でみるが. ﾡ料はﾡ の> 座 め) ど し ト 便用 し 「 土か浜 ﾡﾡ布
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ミエY長Tる。 ﾡ昭はﾡ付ﾡ&年同. 百不ド対してふこな"ろ 

ミともある。 =の迫昭村るﾡ果げ未に所課風であるび、 各回 

の所界ほdで ・ 若木の向の追ﾡべ利益ても Rらる そヒ&話し て 

いる。勿果的な木アラ我磨 にほ底長の早 い迷坂品ﾡが侯用さIて か 

リ・ そのﾡ果として ・ ニらポプラは入食いぶあってﾡ長のﾡめ 

ら十分下して起切「沈祀さI尺土なをﾡ求するのに。 若いﾡﾡい 

R長率ょもっ尺ﾡ木ほ. 帝ﾡ氏の成長を保らっゞワ. 枚耳早く焼 

涙可ﾡの入Sさ違し ﾡる。ﾡ昭量ほ土のﾡ示点により 呉なるべ 

/本当" oo 8 〜 /$o。 $ でのる。 但長の時、 ホBﾡ長ﾡ下全ﾡこ一 

度 代 価用するハ• $208 づっ3回にわウて施用していろ。 祀与 

のNSほ士の店成ま り異8り. 学分にs りヌﾡさろ・ ポ 

プラ叔尺分の分ハば、 加里ﾡ酸己ﾡの谷有量が六ある 五 

型Tるﾡけ・ ペプラは=レ&際いてほもっとも犬ミい。ﾡぼ 

「河るﾡえは向でく*/位である。 室条は球店予ﾡ也"土ょバ 

T分なﾡが今住する ミと タいゲ. ﾡ成ナ トI ウムか路験后示る / 

本当 リ 各/。。3 • 初年ﾡみよのKﾡ度にﾡ用 3 a ウお台の生骨名 

&早め • ﾡﾡうみ向府ﾡと tgる。一叔下細ﾡで料へ係ﾡA 
m 願 用 d る の E か. ﾡﾡ区良いﾡ料とﾡえよっ。 ニtは2»%の 

ﾡは7 リ そ8〜70%の別で含行する。ﾡﾡﾡ定が叔百ﾡふる 

手に話ける"さであろ。 tしﾡﾡ否ﾡ科ゲﾡ穴を埋めるのR民Fミ 

1る土と浸合さハろ& うば. 昭料ら根と画ﾡふい合う上とﾡ合し 

てほい"ない・ ﾡクも通の汚法けﾡ久EっめもどレR良. 除6 
同田「町らしく士を及ﾡしそ ミへﾡﾡする。 *=は般べﾡるところ 

らの日・ 2年3野こﾡけてﾡﾡするﾡめほ. ﾡから十分なキﾡN 
上のゐミ ととって ﾡ地 し. あうかじめそのこﾡをHﾡし てふか8び 

今っ%。石ﾡ加用財・ ﾡ付尻・ ﾡ付後下矢可ﾡでみっても 一ﾡ 

rﾡ付ﾡ「突さる。 垣付と司時下ﾡﾡする とさﾡﾡべを うめも 

ビ すん民甲事る土と 混合可 る ぴ. ﾡとﾡす る Fのエとほ来和して 

5い『8"。 +※べﾡ際"加星にTかﾡくでいるふらα. 有み質 

ﾡﾡる用いる。 初ﾡﾡノ本当り / Kみ. 2日度3年度には/本当
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・2 kの割合で欠然准ﾡ&用す るのであろ。 昭料ぼﾡの固団、 公 向こやせして 刊用 可 f の 時期、 利甲可ﾡの任報に到 1

土の上rふか4. りづかふ土で・ 示除去し 

こよりﾡ工さる。 有ﾡ領ﾡ料ほﾡ付の 

st。 配合受料の加用に阜出さあ っこも- 

であっても. ※り&施ここうリポプラ 

sものY堀ゆる.

Rﾡが土をもヒにふく三 

Dに個ﾡの中r5"ても 

ﾡﾡ配料&味しﾡもの 

の細根の生ﾡをま得「T

戸。
あ る

云 し

7 ﾡ ﾡ (神ﾡ)

さ

ごん宮

み

の

も の

し て

ぬ。

そ4ざから向代ら

今透すべ さで

Rﾡゲ即時市

向1用は存在しﾡ

ﾡは天ﾡﾡ. ﾡ合7
べき及ﾡある

あ

次 の

う フ

是出

・.ﾡ住ﾡえ

地方ﾡレ ての

。 小住不ﾡﾡ

す ど ・ ポプラ

と

砲 ﾡ

て (l ろ

ﾡ記すべ

*. ﾡ係

在すう

ﾡ約救ﾡ

林応伝戮々

旅、分単一

と 今

W ill
ﾡ1方
で ビ

る べミで

ﾡを株

火 的向

ど対レての み保系ﾡ

ンかう Rみ忠

注逸して

だ。Rと
超付 け て

ﾡ部から

あフ

も し ロ し 「 ﾡ え え ろ 三 ﾡ 學

ﾡ的ﾡ救係8 の 

ﾡ長ほのてあり林不 p
林分 日向ほ. 夕 く の林示の 組然的

と の 位質 さ 沢 足さ川る。 ラゲg

S つ

か 雨 ；14 て 単 く か ら生 生 ら不の可べ て そ の容 あ える。 の> ﾡﾡ、ﾡ分ば

ﾡ え ﾡ と て ほ ろ 二とも易り 件 ろ o 生 理 ﾡ、よ び経ﾡ の

ﾡﾡ ゲ時季 を 夫ヒ卞 バﾡら 苗木 と も 行 く ら ある: 東初 多本垣え す ざ ﾡ時 予度に期

え払分店丁 か K ぐ 8 い t に ﾡ 首 用 ﾡ 不 ビ ミ 法 ﾡ ラ る兵め、 中 自 牧硬物 と 何 本 か ﾡ向代除去

JR百木の ぶ 長 バ 選 ﾡ K 追 い 「 車 す ろ の) で

も試くﾡﾡ しも の)をﾡ印

旦経. おぼ&も 

*二ﾡ目にﾡ橋

っ木い くら

Y .が も つ

ﾡ百はﾡ疎で あ I).
ろ乱木じ ﾡ健 で よ

町今ﾡ 神 し R
I；

あ ろ

下& 

程ﾡﾡ

む 1 全

の

げ

よ 全 生

ﾡ 才 る

s うに注気

イ ラ 3
少保昭

の 亡 め> 百床に ほ

ﾡ初

• 常 良ミ

し て ふ か ね ば さ う ね ﾡ付ﾡ

が 有

い

よ 石示が ア ラ 年 目 に 至ボケ

ずる. 生理的見地 ら店伐がﾡ 手 ミ nt ろ べ

ゲふ小 川 合 う

。品型

以 前 突行 寸さ で、あ る ・ か く く

ろ が向代の効ﾡとと も K

品面か ゥ 方ﾡJ 
ミﾡみ み木E '

$s遠&祖長右

3 ド。 商代ほ7ロ 

ると血べのﾡが 

かなり)ぶする。ミ

4年目以商と

く 成の定ま

百示ばい

初

ﾡ期向を有利

8向

る

の)

与

も

。 そ

し /u
を の

突行

殿 所

栄約ポプラ桜略の 合 

夫 同区初ﾡﾡﾡﾡ彦 

方風さる。 ポアラがな

玲

と

さ

寸

ど

G1 し

る

丘

川 ぼみ オ

木と

長

ろ 少

と し

べ ご

めク ・

がか

. ま

3 め

く 川

林分

ミ め,かよ 7'.

Fハうﾡ桜

もし※※ ド あ I)
号状ﾡ息ら が

向伐パﾡ期さ t
あ期

る 合 ら

せ U
彼 に

の) 他 の)

に だ

さ

Q
ら総ので

氏協とも

杯木の生

け消戸。 浦

ヴ こ

径示

行こ

<汚名

ﾡこ よ <

る。町ら

全く行わ

でらゆﾡ個

4ていろ。

選速な成反

そ 、

ﾡほ刈益の殺得 

マ 目的ﾡ京の

に あ

E め

ﾡ失ャﾡ救為の

は、

と

3

ろ

も

で・

す

の 5 二「

と天行 

み不 日 ¥ 

ら お運曲

の

に

沢きな相ﾡ

つ針ロさ

もらい

2の
ゝ む べ

と 生、ず・ る の だ 。際 店 電な 小

木広帝寺の

二とだ、

め.ペアラ

ミである。

あ る

ポ

々 にふ

ラﾡ約球ﾡ

ﾡﾡ者は運ﾡﾡ

の)

のみ

目的

代希典

ロ

よ りな経ﾡが入ﾡ秋

神ﾡ ほ秋ﾡをす >

. 向が経ﾡ的«みる

A 当 ・) 400 本以上の 

い成長 声 くﾡ 5o >

め る。

ニとはﾡであろ。5
ﾡ分「の? ての・

& 占有Jるなう呼、

をﾡ求み回々

欠ﾡデー 9 に見

に め

ら 川 る

て

と

も 自1 区をﾡﾡる

みりで・ イタリマ

円るい。 ミのミとビ

「あろカザーレモン

次 の

ラート 肝試弊で 

//耳生のポァラ ぐあ

/. ャ/ﾡ騎はう

の ﾡﾡﾡである。 試ﾡ区はりっあ 、t べ て

②

う 向岡ﾡ殺、 無向似で//ﾡ快のﾡ



ﾡ持さ る。

え. ア2試繁区Bう※3?点商ﾡ萩・ 号目百7る。このと

3 お重ﾡﾡﾡゲ4* 4 2tとなるよ うス列の6かマ/列が昧ヨ 

さハる・

3. ャ3試ﾡ区Pュラ* りカ ナﾡ台包を0w*$ﾡアR伝»、ﾡ 

ﾡさ ・系点べで 維将 寸 る。

4 ャ"ぶﾡ区ら才うぶ累こと戸じ同ﾡと用い. &ﾡi-2/" 
を用 い。

三のﾡ施ら次のよ うであろ。

) ﾡ画の方等. ﾡ 牧入Yもバヨい。

り 6目の別初ﾡら. ヨ初から砕出してく況合よりﾡ?卜 

ﾡﾡる示す。

C) 品足の民甲ほは. 入よ け ﾡ、常刊であろ。

上の展福に喰汚の経ﾡ色'し て 今え 55うじらかミ

らその箝果テ百幼である。 ニハら"ﾡ同ﾡﾡZマロ船の1: 
のF。 う別「Jる も こレっﾡﾡハうっ <. 名回ら点代団函っい 

てのﾡ回"たﾡ的ﾡ武解え沢ﾡす ろ"とﾡべみる・ とのﾡめにロ 

自目の市号印琴ﾡ方嵐して夏率Sっく り. そにもヒづロて西ボ 

ﾡ払の紀果を比戦す さ ミ あっ っ。

4列 代 載 ﾡ

/& 函

二のﾡ救形云の基本型日ﾡホ口列次である ・ -成/〜2列ピ 

Tる。古くハオラ>. ベルギイ 面ﾡでポアラクﾡ約ﾡとも 

え ほミ の列状ﾡ6ハ= こであっにの戸。 本「式ら前のﾡ回下ネ目 

六 たく 実 福 で M て あ、り、 そのulA. 伊 スイス. そして山中"☆ 

ﾡﾡもなく方こ夕わさ uる。 のべRﾡ約救点の町とﾡS 
リ列状ﾡではペプラ&一7Mにハミのてﾡえるの ミけな. =a 
は系の界ﾡ分にかけるも のと喫っ <いるとﾡっ= xではな\ 

のて、 不ﾡ&. 味約ェ他郡用 ﾡ下ふ3ﾡいﾡで.^=\
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「っミペアラ段の品ﾡ牲こ っよめるﾡめ、 = の形べが ヒらハるの 

マある。 ポラ列状ぶ席でB開置にあRへるポラの 影習はﾡ下強 

ﾡしRい。 ポプラロ主Y してﾡ次で飛が正しい列をっくってﾡら 

. そのﾡ5. 安で□よ場やﾡﾡミヒりか二»、 ﾡ欧下日農ﾡ 

・五年布ﾡ料『郷を区画し. 受通路・ 画刃そ○他7べてのmS株 

双 りし て い る. 二ほ早内ﾡ木灰資ﾡでのるにかりでるく・ 息 楽 

小最ﾡの彼5象さ っ< り 出 レて 就ほ&みﾡし. 工利用ぽド 

ﾡめるものらこあろ。 休分とレて みポパラ科近E取扱っ不品の 

-あで呼 ペアラ表こ ﾡ有の戻糸しの岡角在3ろ盤ﾡの絶合べ 

すで兄らて いる。 夕へﾡ約ポラ救の目1&木校生ﾡ「う" 

Rヒレマも よく談ﾡ記昼こ同保設ﾡとレてつ辺県もスﾡでミ"。 

一桜下ﾡ太8士ﾡふよびﾡ生対す る風宅E義滅し. 強ﾡのn州日 

たヘゥ野A物2保渡して. 作物のく I- 82 0 画 正せ &俅道 して 

みく 二とぶってそ合ﾡ3促進すう。=のニヒロホ、水ﾡ系、水の 

組古・ 系べをﾡ叫1◇ちのヴ。 保護ぶ吊5有てる叩区の戻ﾡと、 

=そスく 唯区の因R物を吸すぼよの=ヒ べこ>。っ a 
より区Z引で4Rﾡは生ﾡ2億下しめること^く ・ ﾡ沢とﾡの 

商岡司のベランスゲﾡﾡるろ 町ほ. ﾡへのﾡ在がﾡネ生近2助" 

? ミビ dみあ。 ミのベラ ンズを創日でる仕季-と血は人ﾡが意派系 

より成し去 っ「自ぶ好筋 ﾡ津るa呼 う-こ もあるゲーロタ 

<の回でﾡ行中である。 *の典型的5例 し ポ-WIえげ5あろ 

=とがでさる・ ポ-川I両師諾州ほ土旭ﾡﾡがも →こも うんてる 

パ そこでは主と してポアラヘらﾡうﾡ木の例ﾡ長べﾡﾡ5ﾡ2 
つくっている。 ダマスカスあろ石るらゴータ そロ入言からペア 

@概討問Yﾡ茶Yのﾡ合べ欠行で. なﾡしRﾡ長の桜ﾡ経汚寄 

テし ていろのマるる。 今日のボラ5状救ﾡ料不とﾡ羽このﾡ生 

Kﾡす。も っとも石8ﾡﾡ的経汚的方法なのでめろ。 そでt. 
こポペラ景旧はご方で も 同1ﾡ点ﾡ運さEのnで な< • 

ﾡ反けポアラの入下取ﾡを示い. 流ﾡを守る、Yもなしばしぼさ 

bっ尺。 こrして、 "*合ﾡの主張可ろ不利益ロポラﾡほにﾡ
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圧 しふいし. もし存任しとしても戻ゃド

和

益

し得るのボ。 笑ミの 二 とほ全体とし て 

&も下らす" ヒﾡ店してﾡﾡさせ尺ので 

い の経汚的利益は点区右の店でﾡにも

見に

み み
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月

村る

ほっマてL

る

している の

. ﾡ写の序ド佐って評岡と支 

敵ぶほ息ﾡへら来Rもので. 二 

う か で単にポラ &土逸ﾡし 

点。同び理由て隣ﾡ他の屯ﾡも

々

ﾡ救長ﾡ才 ? て交 

ﾡ合. *の血方司 

。 ポメラの次ボS 

代ろものゲふり.ﾡ

t 9 0

1 に

の

ボプラ

にﾡの

示ﾡ & し

字定しRﾡ系にﾡ成す うも のYり、 列段のﾡ果ビ して ﾡ区こ

ポラ ﾡ状料 

ゲロ主の手

ﾡ学ﾡと8

やP し 尺。その

電Rポラ 

つてﾡ2 

ﾡかY水る

列］状救に い て 各種の非ﾡダせらて 1l ろ

ﾡする。ﾡ&委って樹不の列の「めみ 

吸する。峰性ポアラのﾡヤ来がﾡﾡの上ヒ

,盾*区 

土ほへゥ 

びKI.

系名阻止の君な里めてしきう。 第々。 しかしさゲっポペラ江ギレ 

R他用へら問らる化いでB. nくﾡR地常ゲペイラりバ 

ﾡ系件べ改&さ tろのさ、 *-ヘうﾡ ら うﾡ入しR吹ﾡはって 

岸爲 1 る：ヒ デマ,さること こ足てほ8っぬ。 ポアラ艦付ヨのFほ. 

ﾡ彦ほ1て の夕下っ u て有烈である。 ボアラ 日風カる し・ t 

の造果とし上ほ最度保将炎立っ。 = こ と かり 取る•煎母 で•口系 

字aっ < も知方で3駆与YG ・全体とし て 見れば 旧役 , れ る もの 

下・か、 記ﾡ下さるﾡ次としてあケRもの日各種の方乏さ 決 

写さptしめ日ろもゅ であ". *。尺め択い谷冠をもっ下ドアラ 

の番長、 ﾡ日向百ﾡ$べいL1ろミと・昭科の限甲 できる E け

&高比方ﾡ下マる:ヒ. なビﾡ行、いる. ﾡに。固報"ら反ﾡ 

ﾡ果をﾡへし. 日mのもっともるい明、ほ富のRめ八ﾡ&ろ. 

確性ペでラ&ﾡえMばﾡがとぶ=ヒ tsい。 ドイ ッ K & っ て 0 ぶ ア 

ラとKﾡのﾡ界ﾡに日ﾡ量の昭洲び甲さ"ている。 そ"卜よ? 

て. 料アラロﾡ&ひつげるﾡ囲S小ヒTる ことが可ﾡでみ2。 緊 

Fィツでの足ﾡ』Iば. ポアラの禁日区ミﾡ料で、 二 册 を 瓜ミ 保 

聂 して 得代 ベターら独自 か 伏手 風昧W宙 り • かっ、 ﾡでもタﾡし^ 

いヒもう. ﾡHヒネペラ救Yの天各あってQ、 思我扬mロ技仃

釈の潟K有効に候甲てさろ。 ポアラ炊生産ほ及ﾡと? て、入の

8っRﾡ分&ふごるう の 

分的「U息削株をっく り 

約烈26リ: 土出岐入E 

¥ って 一ﾡのﾡS銀行 E

でみろ。 思夫はポ 

出マ。 -Itは 裏尿 r 

ﾡ加させる及と6 

理炭 し. 彼みすのた

ものこみろ。 タくのﾡ方でほ.

ﾡ付「虫らりしがあろ。

ラ&保該Y8し・ 卵 

ﾡ零8ﾡ料. 甲なクﾡ 

る。列次ﾡ救ら小ほ下 

め ﾡみ金互用ﾡす ろ

子ゲるう fびポ?の一列

国追 沿っRﾡﾡ用のﾡ教樹足と し ポ

プラほ最通で自ﾡ保将上も っンも ﾡゲい。

の40くであるゲ、 もっこもﾡ着的救店する

ﾡする5とすろ.

列女題教の用通口氏深

にほ以下のところ 位・

公 水の術、ﾡっ水ﾡ. ﾡ河・ Nl・ ﾡ、 ﾡ ﾡ凝通タビのご 

ハィワエイ "迫ﾡの用. ﾡ科計!他のﾡと)ﾡ内のか二い用.

C 保ﾡﾡ甲こして。

2. のﾡでのﾡ戦

の近くでBポラゲ理型的る恩をﾡろ琴が多。 8不ラ 

の8と回じ高ぶ卜ﾡ置して況 家表金ﾡ絶さるとミ、 ポプラの 

28ぶ浜1面欠のる主零因すヒ9ろ。=のﾡ球形式のﾡ受日 や 

a. 高の各ﾡの 入運河 ・恩東る ポで ラ の注へg列の中下ﾡさろ, 

4ワリーマらペーﾡﾡある河. ﾡﾡ為、 血ﾡでBマスス 

r水S係給するバラダとめくうﾡ救例与ビゲ=のタィア下星寸ろ。

防上のポラ救例仏回のポワ ト ウ 泳战椿 K 更 う k 台, xミ S

3 耳 N 5o.0o。 a3 かよぶ木校を産し ・ 出方 校 余 ベニス余をな 

っていっ0下。5oofa もの ネワトウﾡ地ﾡは0せﾡX後も 

みかゆりて い下のである。 所請ツェートマルシエ山とにﾡ水ミ

LRX切下村はし て 呼來さる立ﾡF*/a /Soo。fa Fも星l 

てかIﾡ全5ポアラ用地こなろ。 運河ﾡと系生しR排水若ほ・ -の 

ﾡﾡ市を採の頃Y野米ﾡ分例る。 *ミマポァアラは重河名: 排 

*犯の&占台し. 状へらるの終り逸ﾡっﾡい呼の陽下ﾡﾡしﾡ水 

g全地成をﾡする.。 科アラはんQ 9り45 本ﾡぶ. ﾡ※マは
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約 67$00o 本・ %の ?例永でヴ 

本ﾡにﾡで ﾡﾡ同団/ムo～
セ

て と

で の

リ が

L が

よ

い

が

ナ ド・ ポワ ト ウ足ある, 

。 伝袋的車不条ﾡよ

行. 経ﾡのﾡ向ﾡのﾡ全な理係を

の向ﾡ5当初原ﾡ討すべミし 力

ﾡ生さ

の)であ

せ

る

ろ も

・・

のであ

とえば
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つ て. 上ﾡ

. 風の通リ

い R
ポア

あ ろ

あ う

ア す

夕

い

ろ

8 く

す

最並ほ育成 し

ラ救は

。呉防上

秋宅ゲク

な

ラ

ポ

ホ°

て

8

が ろ

色

7 ラ

プラ

土

る っ

か ら

に ロ

の)

は

ﾡﾡ化

じウレ

の ポ プ

い , な

で・ある

ドき木

しっゝ あ

7 河

ラ救だ 

なら

・ の る

主風田 ﾡ

Io くウ振く

X付
で・ﾡ太&

は

候用

そい

ﾡ品ﾡから

冬限 の成お

ﾡみ

め る 号 グ ぐ

伝向があり の忍屯ﾡ ﾡにっ!ても、 すべて ﾡ解を 求合 して考 た べ さであ って. 侯 譲

I
s 行i

20 Kw

思ぽは将地

混 防 日 けﾡ.よ

ﾡの 例) ヒ し、ほN

と そへ

\

へ

の 界

で・ ほ

ミ

気 製 て

?

箧汾

I-
の)

J
0

彌

b よ バ 不 7ラ重萩

ﾡﾡのKは彼召 

天ﾡﾡ5 家来寸るt
土茨学為. し

て ﾡ黙天 冬孫林ﾡの

の だ。保設肘ﾡの談立 ﾡﾡほ合 ﾡ の 久ﾡ5
ﾡ桜

の 冗

品 の

く の

め) lx

※く

も界

上 に

ﾡ表 さ

ﾡえみ

を L

よ

小

ﾡ:L

グ>

T /S 典 え ろ ベ

ﾡ!昭!

ヴベ

ﾡ ﾡい 土な .<

び個人の利益ふK表 丁 み づって 実 行 + IL る べ ミ で・ あ ろ ・

ﾡでﾡのポラ 列次ﾡﾡ

17み。早ﾡﾡ積

ドイ ツ「ぷ( て ら

ウほ加 ぶ税

みるず、 二 の 明

ろ栃ﾡ

ものであ

ろ が•. も

ぐ め

自 際X ﾡﾡ化の ﾡ区 っ め よ う み

院

の)-→

誕がと

ミ ろ

の

の

龍

で"

ゆ ポ 70 は

示、風生

o 栽

ズ

上ラ

で Iて

保設ﾡﾡの

ア ラ ほ 二 列

\ そ ウ せ

尺

P
ホウ 70
ゲ 十

付

ラ

ポ7ラ
ﾡ』

ダ で、

る e

ほ 保場ヒ レ て ﾡし 客C

分

ど の

他

が 郎 。保ﾡ店照

勺 ど

で あ い同 ヒi
ﾡ所 5ﾡ成T

ハ

fc 時 は 保設株能ら ボ了 ■J

程戻) な ら . 商

と 田 中向 ハ\ を 盡

う 発ﾡのﾡ試・ﾡ

この ﾡ武ﾡ式けは恵ﾡ 

ﾡさものとみ" 

少く8い。 ﾡ木rよる 

を星L . R数カ ¥g 
自零. 石.本ﾡ的な番 

か う 条 めう (11 分と 

てもポラょ い成長

&びﾡ山 

の夕対ヒ 

+ 他至 戻 

緑取り 日

り.西業 

gのドゲ 

その他の 

こあRえ

の) 禄 W
不©こまく ミヒがﾡいが. ポ*ラ 

の通あ多因子とGって い今回もふ 

笑 と 收入の 減そ历 る。 そ4ら人臣 

の諸早素2保愛し 夕くの油力で5 
気象 上 の 初 炭 がハ て••ある,nﾡ&国 

な分は. 千ﾡ当存糸件の下かい

ヤ の 5 の
r沖22み

5. ﾡ

列リ

13

付 F
a 付

u /5

旧

ﾡ パ入怪るあ

国 迫 るい I ﾡ 付

水ほけがよ く

終

耳

・2

。ポ 7 の 代 ﾡ 0昇こ み ら k . ﾡ M テ は

S年 目 に ﾡ 付 う 限 ろ の 沖 / の 5 仇 ぷ氏

ﾡ
50よ i)
X上

ろ 時.

る 扑 原 G・

ﾡ報店向ﾡ

この ﾡ

あ

へ

陌

13

る

7

は

10

ﾡ あ る 。 別ﾡ料 ﾡの巨

以下 U 千 あ ろ,

寸 る がよ 追の

ﾡ所有出 ほ 対す る そ ﾡ ペ の ゲ 添ハ

4.保ﾡ州桁

ペプラ並木ほ不ﾡ生ﾡY し て 

つものミある。 岩不えレいか 

の っね反よけはﾡﾡが入であ 

いをこも「ら1 ものでるク。 

はポプラほ名曲方「山 して ﾡ名

せしめら川る 効 果 が あ る o 時 て / 以 下 の ﾡ も あ る 小 任

の数ﾡ「へて 風よけとし ても彼 

. 全く森休る次く思*血用:ロ、 ミ 

・. *の如力の重可ﾡ住の上G 
しハし・ ﾡ効果ﾡさうしめろﾡ 

的ﾡえろべミマあろ。 =I2ぷﾡ

寄みがあ

ある。 #栄

げ別

で・ 13
の)て。あろ。 迫昭.

アゲﾡ用ろ。

ﾡせゅばなぬ。

で あ

木 0
ﾡ 也

畑 次

るが二

ラ枕

K
凡

る

喙

ズ、

経清的

担 萩 列 と

生 ﾡ的卜にも 誤 フ 低 ヨ て

伊用 さ I. しハ も 高ﾡ

時は. 同-のﾡ枚回

幫彼M値我列が橋飾3 時次 二 ヒ 注を
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り. 条支の程田下り用た市同粗えろここがﾡみしい.

P. 討向、 列海&なくとち=と。二らﾡ"殺物の上少Jワ7 
ﾡを氏するクミあう。 ﾡ秋列はﾡス刑り京ろべ、 そのチ 

向距ﾡロ少く ¥も ～w零し7以下 ミら不司であろ.

C. 列バ平行してたる土地のﾡ流ﾡこ27べミミあろ。

ランゲ. ド・イッの早地てポパラ制状救けﾡんへ 当り方〜 

ﾡ本ﾡをﾡﾡu"らぼ承きでめる 二とが誕めういていろ。 ムロ 

土&の性祭R って もろ. 病世で nんへ 当り 5本・ 中Aﾡなう 

免本. ﾡ天tふら本ま付けてﾡい込さわる。 にの本数な ・
母らろ不内のtあい。 ボアラの 記望 a 7 べ て の六向ロー咲に 

し、再ﾡﾡミあるか・ ふ、ら通救列』m市とリ. 列1向距継ヌへ 

w. 樹向距ﾡ/のしoとする方去が探甲さて いろ。

3る。 巨型ヒ て は ポ 7ラﾡえの周囲室 、 あ る 住で時々反ﾡﾡ和

る

引を

で ・

料「

ゲよ。

«あろ目

て.灰&

めヒ次ﾡ

杯し

然 tt ん

の

乎 号 タ ゥ →ﾡ水るる ﾡ打 ほ 特に注ﾡ せ。不幸

マ Iに か t 知って L る か ﾡ 知 氏 づ るのか ﾡﾡのﾡﾡ

ご 尺 けﾡ ﾡ し II 二 さ、 ﾡ号ﾡ良

の) な () 消 か なr の と 保 め I. ク ゝるﾡ&

L の 旅ほ 年 行 ﾡ 0 に う てﾡさ ろクが常

ﾡ合&

て か

か そ M て

行 あ

「7

K 出
ラ の

る の

蔭 ﾡX ﾡ を制限し 、条ﾡの飼

うダ校区 ﾡﾡの

2 こ ろ か 不定 ﾡ 生 さ せ ﾡ と つくる こ の ﾡう

ヤ も X( ﾡﾡ惑 な パ ル 工紫 で・ ミ えﾡ甲さ山 代 な の で

る,ﾡ

ら.と しほ

ポ プ?

ﾡ没

不 うこと は 不た &

分ぶﾡ

と ﾡ

と

万

] ﾡ万

と る

正産に 行さ t は

差入互 a ﾡ

ﾡ ﾡ を t ち ミとドﾡ ろ o
6. 世も. 付 管理

地ﾡ月ポイラ列状求が報取り &Tろ土地40回「よﾡ2・ 列* 

栽 后 R 便 用 さな る 土 型 な ﾡ 枚場化 し六休束ク ミと$いグ刑に 

のミこもある。 *し 、所利地向のﾡ付距ﾡを垣定しているな共のボ 

卿場百5守らめgない。 祖次診吹で巨くﾡしR土ぱヴ 

ミろFn9く アイラ に争 えられる よ う R料ﾡJべミ ミめる。 そm下 

から 列状 砲 裁 ねお 您 Q 队 小.. u 土ﾡで呼不成ﾡ裕るここゲ®い, 

ポプラ の株 & 取除 いR時: あこﾡっ入8の程救のﾡ「田び用 

ミミろゲ. ポアラのﾡりる1て ﾡ云せﾡば砂らめ・ ニの9ロ 

意え応さ っ て高さる零多く、 ﾡ号はポペラのﾡ物をﾡﾡヒ1ろ。 

ﾡ物除去の核. ﾡ次ちﾡく反ﾡさIR土でﾡめらげ. 遣昭信のら刑 

さのらR枚片で仕上げらる。 Rﾡ耕ﾡ ろ土後の求さは/ペ 

ﾡ零Yし 久のは上ﾡ伝より相ﾡすみゲ土ゲ呈必であろ私 次

スく さ である。ﾡ付の方汚法は前記のポプラ杯分のﾡ合と同様 

でめる ゲ十分 強ﾡでﾡ力 あるﾡのﾡ甲がダ駅で あろ ・ ポでラは込

ホで、 函ﾡﾡ下RﾡKさらミるからド. 同じ型由でポラロ系

ﾡえし. めもど3閲合土はﾡ次の中しっかと押しこと&ﾡ

7ﾡの西ポ化

この次矢ら特下ﾡ求式ﾡrﾡし こ音通見らaる もミPろ・ 砕 

分Lしての段ﾡも、 初令期にほこの欠尺が長わるものド: 騎ゲ千 

墜砂とﾡるﾡ因こしては. たの切一なうぶろ分ﾡ. と』因の不ﾡ 

お 通 何1日性ﾡ1地桂のﾡ作rもヒすくﾡ出曲Gビがあげら』ていろ

ら脂因子ら沢プラの品足、 立t. 列のﾡ置、 ﾡ同距ﾡ下ぶしR
5示す・ と政、 最大ﾡ径口呼子しも列とﾡ角の方ﾡへﾡ«山る 

とn限らT. ﾡ-のﾡﾡ列のげでも 話因すのﾡ習は工«下るtのが 

ゅみ, 三山ほﾡ頃の不向一ﾡべよ ろ もクマ必ろ ・ ﾡ救ﾡがﾡの情四 

に6いい不ﾡ『に2ぐﾡめ取 ﾡる手段は限らて みり 品ﾡY
回ﾡをﾡのず る位のもので しかない。 一般点次の ニヒがるい

2 ・
A 同-&星回下みいてほ. ﾡﾡﾡﾡをﾡ加す多下ﾡって回経千 

S行のﾡ合を私了る。

P. 号司月ドﾡﾡしRﾡ合、 ポプラバ兵互で円ﾡ形&して ・るほ 

ビ不向ﾡの少\。
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不ピﾡは々こ天 不•啮 大寸る。
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にのほ白る示唆して ( る yﾡわハろ 。

e- 経ﾡ部是印

/ ﾡ 田 一ﾡ下ﾡ長ﾡ議Y代畑ﾡレて-

二にら支べようヒふるポラ救ﾡの-ﾡ的果則口 ビ=Rか・ 

ても牧天計易の基 ﾡ的 gおえ方こしレ て日く あ てはまるも.のミ»ろ・ 

しかレ Gがら比がﾡ上の秘ﾡ力三〜座足し尺も のは未Eないの 

あって ポパラﾡ約長ﾡは市場G字の指ヨ. uみﾡ. 各型の生ﾡ 

ふ林宿ﾡ、 良求通ﾡ.ポアラの項起なコほとの 組合 のほ色モ 

々にたじてその得天5胸すべミ ものミみけ品- ガるミこロミミ 

b。 しかしﾡ秋ﾡ盤と代期の〜般的労習こ本:ﾡいかミマこヒ : 

系をでにるう 引u 。t し 人 / な 機 投 後で ち,カ 感 朝五 次 灵マ る たいペ 

一ぶ下生育しRホアラの政貝成張当奈5iヨ可る53F・ チ ト： 

ワ戻愛由祭*星日成長量田ﾡが一該Tる会日ﾡ祖で2ル〜2・ R 
西区ミロ2年以上で約ゝ6〜27年と々る こと &見出であみウ。 二 六

平同成長置極大分次であり 代期ら理湾上=、に決足ミろ。 ミ 

のがらポ7ラﾡ香の迫求7る もの 口平向ﾡふ監座への"ﾡ:P2 
ミと応少く.承ﾡの平ﾡﾡ協ﾡもつﾡめ&問るべﾡ: ﾡへな会S 
ﾡろ生産ﾡのﾡ大ﾡSネめて いろほゲ多い。 ポでラ式 方名 ク 次 に ・ 

ﾡみ甲途へﾡしRﾡ物をﾡしうる代期。 ﾡ所的有刊みはﾡ 

あり: 突貴用と収入のニっ&号ﾡしたべ期 土ほよりﾡべ^刊会 

こ引出代ﾡRある。 ミミ R祖付距離にﾡ"ﾡﾡと経落。ﾡ申当 

から※定さろことを説明しグ、 *Sﾡび: ミマﾡ起して次 

い. 工報ゲ局ﾡにTる型 大径木ﾡ需ﾡ レ・ 際ﾡ長代ﾡと62"G 
ゲある。 ポー川を成の例るのげよゝ。 ポプラﾡﾡが比に的沢メ ・s 
下ネ常では入経ﾡの工系的号ゲクく ・小怪木て月刊に刊甲7う 

匚茶グ建在し, そのため密ﾡ (こ百っても上i転下黙して。ぶ 

戸") と公る。 =I(R対レ ポー m上ネ々阪で下ﾡ地ﾡいてR 
ﾡﾡ代ﾡでめろ。 ミこにほポアラ救らの お い 仏 地 ガ历リ 局ほ「そ建 

しR工茶が大経校をﾡ界 し こ ( る。 次の政はﾡ一IﾡてJ工\

中累ﾡ目では工ﾡの灰合も公く. ﾡ岡早が小怪水ふるRめ

区 アプウ3当リ馅付本牧 バ探不平向里語 たA 当リ卿内 弊 硬

ボ-M 上 表氏 246本 224 キンレ /46キンタ" 釣/&n
Fー M 中系ﾡ う45ﾡ 条 72 〒:夕 /ラ& +*? 約 /?

ポ-M 下 ﾡ ラタ/本 z sr F:タ〜 / o P3・約 /6w

ペラ私の目的もホ小怪不ﾡあ り、 ﾡﾡと足ﾡを伴っ て い 

る。 二の方に土地の生ﾡﾡﾡらもﾡﾡさ骨う。 フランス、 

ルギー. オラ>ケで同工茶が高歳発産し. mﾡ臣跡もべさく、 

類も長い。 ミほ生ﾡ的条牛のでるく. 市ﾡﾡ字下よるものマ 

ミう話回でら小優木のﾡ甲は同任は7へほ木の寄ぼがﾡ"・ 4 5 
り-とューず一の布場条件ほ、 二らﾡ極論のﾡ向ﾡ1う。 三i 
G西試密段と代ﾡまミめろ。 そ し こホﾡ栽新ﾡこ翻日常生短ﾡ 

にこ示るペペラ成ﾡ置ﾡだでは党甲べっか. 下族係して 

チにJろ論題の 便号佳 &成明すろﾡめにほﾡR 社ﾡ的ﾡA ゆ 

tてレかろべミぶ必ろう。 ドゲ・ 市めはペアラ最ほ下肉し各ﾡみ判 

成&戻すみもゅであるが、 その制ﾡのﾡ町沢にふいマほ 部方師呂 

6展の解スべス術的へ5ﾡである。 ミ。 ため名地K商さの ドF 
ゲ零このに地里的商制隠因子を矛終すやでるろう。 矢約ポアラ 

飛6の日的け経ﾡ測益ﾡ大下あ ・ =のめ各方 ・みう のラKる零1 
る"らであろ。 終り 下ペアラ祭約獄ﾡの-桜的宮刊益にっいて汝 

よう。 二ほ経芳のﾡ産・ 選ﾡﾡ話・ 氏緑の状廷にぶり炎にすうゲ 

の琴浜がポプラ救ほのも Rらる可益と思め4る。 ※歴系下Ht引る 

烈木の氏給 ﾡ甲ﾡ公のﾡ入・、 そいて土地の無府的刊ﾡ、*の起果 

二ら同関保する任べの由活句上。 .

2. -般的ﾡ則 ^

ﾡ約村ﾡの顔み式はずで下ﾡ甲しR4く、 良ﾡ物がﾡ學な後ﾡE 
ﾡしていろ公百へによ "分堀さハる・ S系目tからほ-下ﾡ外さ 

tマ いろ土町の 上に立っォー形式の沢ラ救ﾡ呼. 人畑属互牧や
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長ﾡヒ列ﾡ下不のみ5是し以ﾡとら白ﾡ的Nﾡらするﾡけで5 
り・ *= でguっもロい労ウ7 &分5合っ ている ・ メ上に司政F欧 

力請え浜下ﾡろな入るペアラﾡ球へ存す 3 予式 6 あろ。 ミの上は 

忍ﾡすろこと$く. 2 のRﾡ※にﾡ不ﾡ台ら場所らのでるろ。 

沖二形式の救8は面有の 炭系部該ﾡさA. ﾡ付当初区属物と・ 

その後ら次早Y名マ結合じて ﾡ五のﾡ盗2生*出 して息糸起通ヒ不 

同分ちもの下なる。 ﾡ物の-例分ヒ8っポプラﾡﾡ 地だ 

そレて ﾡ茶の下め下救入さハ下ﾡ向のﾡﾡをうける 二とグマミろ・ 

ペアラは入卜いす41のﾡ利及ﾡS t 言成可ﾡマあり. 及場の回"目 

迫、重河をいつくらろ、ともめる。ﾡ失と紙びっいRﾡﾡち式 

はﾡ区多い。 ポプ。ラ桜ﾡロこら両ﾡﾡの中ﾡあり ﾡ系「ﾡ 

名てらR・零性に縦ってあるいほダ糸経ﾡと今 ﾡなメﾡe 
とa3。 ポアラ桜ﾡは不&生歴7 9上ら見小ﾡ太経ﾡF6る 

ゲほ系. 商肥. 保ﾡのﾡ用&うウるとこみからぷ崇とも即わろ, 

夕くの目々下ポアラの小成校ﾡ税がﾡﾡでヘバル ー7ヒ して タ行 

ていろが二Iほ見放しﾡ夕い うのミみろ。 いくっ小でもミハラ 

B日話の一形式での?で . 銀行の飛ﾡよ" t 石測子生登Rであ2, 
二のヶース では神不ﾡは&R負ﾡのﾡ如"らﾡう・ 島保により畑 

付けゥ. 長肉ﾡのﾡ入ょうけ. 物席レへﾡ料をヒり入42。 

係ドﾡ頑ら政レ ても そ3な殺の ﾡ で.か ご a P ハ.ードら0下不 

アラﾡの回ﾡ的8販ﾡ牧入 そ の ﾡ負べい % 堂ﾡ5利合と気 

ﾡうるものであろ。 二の利をほ予み金. 販たﾡ甲. 数ﾡのく千ﾡ 

ク家え出Sた足ぶはろこと がでミ ろ。 吹ポでラ救ほのほ糸るで 

ﾡ間ﾡ成の日すYして きて いるもの &るてかく。

/、 ポペラ長はﾡ系ﾡ動であろ二とゲ多u。=Iほ次行さろ町 

の懇頃: 方ま ﾡ甲ﾡ町、 骐求て入 る 较俏的 知法なビから たり？ 

なく ボプラ我席の虽J る 経ﾡ組名からの理田 も るものこめ? 

ミ. ポアラお培な 見ろ とさにﾡK及経汚の一忍ヒして 月ゃば 

gらぬ。

ス. ポプラ救ﾡの安を見る当 って同軍終生産物の利用をみぬせ
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s 山はﾡﾡ向題である ヒ共起ﾡﾡであろ。

ヤ・酿タ. 忠糸の各甲途ても つっゲ. ﾡの灰益があ

同途のﾡ通性が歌人とgるよう. もっごも信殺5
が得ウろょう\. 保木仕向たの

6ら-均ﾡを保っ

生産は で りる べマ

つ、 生産ﾡ占め

&最入利甲すろ 

沼付を成刀、せる

俊こヌ込ってﾡ保

ある。 しかして 

て可能N、Iる も

ぐ あ

ろ 労

ボアラ材区二

る ぶ

ミ ち

、不ﾡ

合ﾡの ﾡ

ﾡ早がある

ろう。)

らのﾡ合は

が.

は.

し得る

この

の・る
ゆ、 ﾡﾡ本っいて

5ヒして ﾡさパ*の土

子争担ﾡし

ﾡ入にって

め。 派でき ろ

5昭ﾡし た

ラ救互 をﾡ成

によって没う

土

ﾡ用可

ﾡ 互

m FT 有

う.

ポ>入

修

る

て望宰身

もﾡgる

ごﾡﾡ

り

が

で,あ

・利子

不可登

◇央付
入体、

三甲京し て.

っの用盗ド

ﾡ S
労 竹

若 r
ﾡ 果

ミ III
ろ o

の ﾡバ

の失がい

円各成殺ﾡ・ 

地ﾡン内店.

打. ﾡ級と排水、 ﾡ虫宮ﾡ. a探

く、 こ

る名K
ﾡを任乱
し

ポ プ

ろ ・

入さ

て、 毛

話らし

め

匕

ラ株ﾡの

二 の

世

け H

入

く

ろﾡのﾡ

ﾡのﾡ切力

依号していうe
ﾡ期 至ヨち
て 可ﾡ行三ダ ニ 

ポプラ戒ﾡにJっ

設定のﾡ称示の

有なﾡ土ﾡの缶田、 烈

利子ﾡ堀は計ﾡの方系型とﾡ

3日'け正確<ガ算でれわは；ら

せﾡぱなら。 三じ

ﾡYミ に但学とびろ。

崇ﾡ彦合、 ﾡ作ﾡ光の

ﾡ付. 裏作条、.

及び利用与

ニムうク緊行以ヘカ 甲 府チ ラの白め下特別 

ﾡ甲してふし とのらlろ。 探と利所け外節の 

ものマある。 どのようなﾡﾡ形式であっても .

経 ﾡ キ

約ポ

神ﾡ

どから成立って い

っﾡ料及び振質S 
契約右下ﾡ圧3 み 

段府町ﾡお存条

下 で戻未引の力 かよびﾡ糸用ﾡ盛ﾡのﾡ助ﾡ 得る rﾡﾡg時亭r 受

行3?ヒミ・ ポプラ救ﾡほもっと も 

上式のﾡ行円きﾡし 愛下ﾡ申 お る 

阪打. べ孫及び利用の 各ﾡ汚当 り

用ふれる 勺うの、及術. 経ﾡの町面

経ﾡ的にさ しと『らきものデ。

と・ﾡ将: 条ﾡ・ﾡ付・ﾡﾡ 

営甲押のﾡめ刀ヒほ茶合がグ選

り丹るし い結照とgる。 上の

目る欠行可 ろ 当 7 て はﾡ作茶 の ﾡ和の 上下ﾡﾡで ミ ろ もの ド
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こ白うこと&知るべミマあろ 。 三は示通野のもり配分上よもﾡ引 

であろっ。ポアラ失約秘ﾡとﾡ合しR宮ﾡの央行に. ﾡ用5ﾡに 

さはろがﾡ艦もﾡ入する。 その土ﾡゲる s度ﾡﾡﾡち=に客ﾡ 

gミ とざ。 ポアラ段ﾡの宮ﾡし翼素のそ〜S別々「ﾡ定す る 三 

とほざハレ いが・ ミのﾡ合口 防的庶の歴欠バるる ものでみろ 

流ﾡとﾡﾡり. ポプラ下レても. 度物対しても刊盗Sもﾡら 

・ ポ- 方でﾡﾡ物と結合ごRポアラﾡでぼ当年向& 

入さ八ﾡの効ﾡとして 岐ﾡ校ﾡり2 8となる。 但し ポアラドた 

当S起ﾡのﾡ用る宮ﾡのそとC別ﾡ 1 e =こ8全社 

みろ。 ﾡ迎へついて見ろ・ 上手ﾡワっi「怪河"ﾡの西べマこ 

ﾡをしこ いる方にカ ポゲラﾡﾡが海ﾡ下引ミ合うとき? 

ゆが多。 表狂はポプラ成長5加ぶせるがビ ﾡにほ洞怪2あ下 

える。 立ス対レ旧々訓々Rをﾡするこ とt 5ミるゲコストﾡとG 
リー般的さなu。 及Fもポアラt 試いﾡﾡいネに字定田ﾡで 

あろ。 秀虫当のﾡ京はﾡ穴物のﾡめよ りもポプラみためヒってﾡ 

舉® あ る。枚理㈤ クロー ンﾡﾡるお知ﾡいこヒ知っていろが 

こっﾡ島この キ考 s お負ﾡ除が不戸めﾡ ヒぶてuる。柄 

ﾡ営区除では単ﾡの所有地で次ﾡ可 るビで8不十分であリ・ ビ> 

してもﾡい地成&カパーし て.い< っの竹有地にう下ゲって至麻 

を5申はや呼5う。 ﾡキシロフアギ星正 くカ ミ キり ャコウモ 

I) ヴア 覆) ※乗病ついて8ﾡ団内麻べよるべミ巨。 妖ぷボラ 

救臣がﾡ茶と紙合する場合. 款府ス播成す ろ &央行病自 ﾡらﾡﾡ 

中Hﾡピロー通のつなグリ を待ら・ ミ? ろ は用S彦作物こ不 

ペラケけﾡ々別々ド推ﾡる2 ニとみむかしく・ 吊R一体にして 

推定して岐刻侯る製すろを駅する。 そのﾡめ、 牧受表Fﾡ下ち? 

マはメ下の語目るﾡ名レ て寝行べさであろう。

系ゅ

Q 山ぷ ・ ﾡ次ﾡのめ甲

P. 臣水ベ

c (反がﾡﾡのﾡ甲

«、・ ﾡﾡのﾡ行こﾡ打点ﾡ可ろﾡ甲

f 病虫きﾡ味ﾡ甲

f ポでラ母用ﾡ具べぶするﾡﾡ倍和ﾡタびﾡボ長

み 巨ﾡ・ 秋行..ﾡﾡ*の他ﾡﾡ甲

• 屋 ・

ヘ 息産切衣 、

P 区U.商代久う思う小下ﾡﾡめﾡにゝ

C 主ゝ. で3頃下の甲途別バその倒うるあ合5示す 

こヒ。=アﾡ・ﾡﾡ用な・ マッテ パルペﾡ・小工茶m 
(場内. 木そ. 床坂 不め. 通貝sどゝ ﾡﾡが。

上率の項目ついて収ﾡ表を作り ・ *IKって不アラ段ﾡﾡじ 

長呂砂式のKとﾡ3項の ヌ尽5行い 价 ろ。

3 請回の次例

回ほボアラ手同会事高島へ堤出さi R各画のボアラ救后ほえるE 
名介する-

オランダ

G・ ヘクトザーガー政長にﾡﾡポプラをﾡ会バ百料S促出レ てい 

2が. =はに系田ﾡち列状ﾡ下肉7るものであり. 本砂ぶほ 

スラングでのﾡも型署なものこある . ※奪協ﾡご基辛数ﾡ表てもこ 

レて生産ﾡ&計算し、 ﾡ甲みくさR全編目は. ・2$5の 

石も-スの上立って推ﾡさi、 政年ﾡの価ﾡ平均へﾡる tのさ 

い, ﾡ材ﾡ運が有利げ着寺さるﾡめ=の造置は正 し"to 
とミろ,客全上. 土ﾡに系ﾡの双ぶる為&R入ハて、 林系刊ﾡこ 

レて回ﾡ (う2$%>よりも位い利う字のう%がえらばてふり. 便 

烈日があさ Iて い ろ。

スペィン

TラTﾡZアュニイ ル川の曜で行わI下ポアラ救ﾡﾡ科が ・ 

みポアラ4目会ﾡへ回業らﾡSuて いる。 ミのポﾡラロﾡせ紀 

もの回・ 同地自生し・ 土ほの改良rﾡ麻レて 未Kもの下。ﾡ救は
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※ﾡ戸の上実さ小. 主こしてランキロ. デ・ ゲラナダ星とそ

グリ トの両Eーンよ リで示さろ。 ポでラ ほ&～め の ﾡ代ぽ

有成ミ・ 当初2年向は展Kﾡと組合さ山ろ。 九八夕び物点品の 

市ﾡﾡ甲の4同「さり 期口短ﾡホ口ﾡ長する。も っとも長いﾡ 

ミほペアラ みA径は以〜8の5ろ。ﾡ翻の場色はス 8s% . 製 

内景木ケ%. 浜朝の合rられふ%・ ﾡﾡﾡ木あ%を坂歴くミ 

る。 ジョービ・ ローテマﾡは土ﾡから最ﾡ収益Eみワハ5明8 
※足してい みが のる匠候商下ﾡる両格ﾡについマは5:淡甲 

がるい。 卜北入、日ﾡ在非多くの希率がみり. ﾡべ用下句>ぱ句 

さえうる。 .

フランス

フ ラ ンスにﾡのペアラﾡ昭口ﾡえとﾡ合し救ﾡﾡK5とってい 

い8い・ ペプヲﾡ昭らﾡ系とﾡﾡ切「桁ひっく ホ1さす バブラ と

▽の合ほ主にヘカﾡ智し て いう。 トロワ市の公証ヘシマト 

-R回内ぷアラﾡ目会の* ンベーマ見みべ. ﾡﾡ同W沢&^ 

柔らろ試ﾡ反で区ﾡに秋ぶﾡる突ﾡしていら。 /明っ向卒s* 
gm派ほ9*? b ウァージニア+砲50甲しR二みぶﾡの話尽。 

とこ・ 日ﾡベニアﾡ示・ ﾡ区ﾡ木のﾡﾡ締べG在するヒ=つマロ 

品期同ﾡごち怪級のﾡﾡﾡでゞう日頃の土&にﾡFワる= 

このが経汚的9ペペラ段ﾡである ヒ深レ 円らミYがわヘっ下, 

ィタリー

ィ タリーでらアアラ秘ﾡべ非尼八告尽し. 主にア-ﾡみにか吊 

しこみり. ど作宛と谷合していう. カヴレモンフエラートにﾡろぷ 

プペラﾡ町昌ピク ロ-ロ ・ ベッカロ -ネ版べは報占首さなして II
・ その円でベルッティ Aはポペラﾡﾡ長ﾡのほえの行って 

いる。 ぽ「ﾡにほ販ﾡこん 当り収近&ﾡ定していろゲ. =の試除に

G 25. 3ユ2 ズいの 忠耕はこ、 コラ リ ガ ナポ7ラが5んいﾡ付りら.

当初ﾡ向は及物と結合し. X男は/2年とな ごい1み,
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改タ良系ポラの成長 Q

都 ・
樹 柄成 長 u 砲G目径成E〜

が成長皇 平 占ぶ長・ ﾡ庶長 ② 里年派で型
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地 ______「 三 婚

A*々 ・4". 依入- 
(A

ヌ 出
) A * co4"
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= /uulユ25 リラ = 282 /42 II ラ

注)

名の女田 中 く 

は前る。なタる 

資ﾡヒ-ﾡしさい 

ものらあら=ゝ 

てにﾡなの 夂图三 

そハ 引ゝのdる ミ 

こにし。

フランス入のﾡたイ ク リ ーボブラ救ﾡ

H・メスニル

武孫ポラを下会常町会合ば. ィ タ ッ 丁女府主催て科イ タリ 

一て前かれた-ﾡﾡ次行の状に パ *部会 ゲジェ=ス. 才=リ ンて 

fわれたが そのﾡﾡ故行の添に. 各画が求着にちは. ヅェォす〜 

ゲェスケャゲュ ッアンズ-ロ - レ デイ. ビェモン ト. こ念ﾡ を調並しつ、 光 

ダ』タ9 "2ﾡからﾡへと通りすﾡて行ったのてあった- あげば& 

A2ポ立をほけ。 こハがため ¥=ェ名番が長・ ガ川 及フォン ティ 

スビ. ともにﾡくﾡﾡさせられたのてﾡる. 匠お*=ェ*は団深ボ 

プラを※会の創立てあリ フ ティ ヌKは ノタ 今キ ※ポ 国

S財会の学帝成長&つとめている。こ 会合 ク立役意 シ ルダア 

ノKケ-彼の個へ約才 能と指*かて共会をぶのにきつ ・みった 

E,イクリーボプラ栽培の秋质ピッカD-p救僕は穴/着王まにし 

C有ﾡ講故2行った。 シマルグァノのやガ意として, ペ々はカ 

レキェブル社のネペ社長つ名るあげね広るまい。 二れは バゴ 

ラボ捨2E"ec (欲セルv - ズ会固ﾡ会。 )クﾡぶクたウに1 

クリーて多くの本ギる天した教条会社てある。 7ラン スノ大和身 

マ#方にﾡされる治は . 終べに ィy・- て承所さた朱的 

にして合ﾡのボプヲ救席に言 している。かか る 事約 に し て 合理 

対女ボブチ 我 •府は, 波あ牧を年/な。当りユ。-α。w 多あたえ 

ろが, この成米は以下の特性にしとづくものなのてある。

(すした別究) ビカー-ロ救授子のもと. ッザーレ モン 

7ェラートﾡ死ﾡて育登跡がす ・められてさた。二のmﾡはﾡ 

就 東港 に よ って該立, がされているものてある。ﾡﾡ内は大ﾡの 

受低材と立者T ﾡ動とそ広え. 多く0*生 ﾡの皮桜を可ﾡな ら レ 

0こいる。 えらびぬかれろ幼部はノ 。。。*つずからタネ下にし 

かすぎぬ・

(大面積苗固) ﾡ野は ・ た上みり・消x. 遂立ﾡの 
花手そろった土の上に試置され. 考古や救指の火がなされ 

よくﾡったﾡ雄な»年生油る生ﾡする。 .
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(されたクローンの◆率) ヶ年粒科之れるポプラク』初は 

この0ﾡこれたか故クローンてある- この 今ﾡは研ﾡ所*EdCC 

が行い. ﾡ動の冷に常にをに分ほとれ。無償交付の尋も多い,

( ﾡ本. &件う 救浩) こ の件についてはﾡに説ずするまて 

もなく 有効てろろ う ・

(桜系) 存いポイラのﾡ区。 受季のﾡ下水ﾡにレて水平に系 

る- このたの戻いが盾にﾡがﾡリ。 次ﾡを王のかれさせろ。

( ※令救意) 遂地て当烈攻年同 ( レ～4)及作物そ水る=と 

はポイラに#ど#ﾡの利をを受けさt。 貴所は&示"に十»わざ 

なわれるものてある。

( 中材 と希史書艇除) これはﾡの全ﾡ膚を通じてﾡﾡされる.

(ﾡ季のﾡﾡ) この効系は言 う土てもない(よ〜,zの近べ 

ﾡば致) このﾡ前の力とて約ノz 木科が行られる。

(価* ) イクリーのポ プラ生え有ﾡ酬ば ・ 平カレて フランスの 

ゞﾡに当る。これﾡﾡのﾡいためてない。 物財ﾡ*ﾡ対ﾡは 

較できるものであ り. タタッ -土新て労子労坊に従すろなら, 

ﾡ会に広っている又解とはXり。 アルス。 西例】 ては社会的 

用 に 差かない こヒを頰る で あろ っ。

さ て 会回 の 用 発旅行 の 主言ﾡは・ メ下ク3ﾡの土ﾡに番之られた 

ボプラケ パ ○年前に示す生済般をﾡる こ V であっ た•

a. 教ボ土。承限 に 改区レて疑集所 姫 になった もので, こクキ 

の上にボゲラ以ての王まな手浜 ゲ営み られていろ ・

b. ◆通だ系土資 こ、てはﾡ表のﾡにも・ 依にあ, ﾡ用"かゝ 

るギ内的な平が受求るれている。

c E※広ﾡﾡされにX不ル

メ上ョ 夜○土来の ギ . 各団代友者た 5 が訪ﾡ し ニボー川 子ルクだ 

ご改賞土東の上にﾡされたボプラについて。短い祝期ながら,次 

々はな介するっもリだ. かかる改X土にわけるボプみ*に持父 

&の部rにんするからってあろ ・

« ノービリ. =ケッティﾡ地ク火プラ救»
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所有をたろの各をﾡしたこの所有才ば・ シェニスの剤・ 吉ずり 

ァ-ノ塔の中なるアリTーノ・ ポレデーオ付に杉左し, ロンイ ゴ九 
区にxする、この1は. ボーﾡ一のヌﾡポーケラ>デ・ と第,, 

*北ポーラゴロのアにある- ﾡ有ﾡﾡ称ビノム . アドリ アﾡ 

よのﾡユチベ ・茨せ記所に盗であった。 ・ ク世名になっ 

て. 遊算 に 単行 な 動立 か らﾡがてき. なくて恐ク多い悠ばゲ・ の 

ェうにレてZ列これた。 4o 乙.ほどの土ﾡの上に. 卜々はタ・ 

小チ トウモロコラなと. 当ﾡの思い意ﾡ2ﾡけていた- ボアラヤ 

マナ*のﾡがそのまはり 2 とりかこんでいた. 今せセのク当わからや 

pられた土改資野ﾡはて ・ア - ノ ﾡのﾡ和に影額をうよしに・ 

/ y。4年に終った衆一次平木ては o ベm り済そ形り. 2。 

の科だ2点したのてある。このﾡのﾡﾡ不,人々は殺な様ﾡ 

Jて砂立2笠するのにつとてﾡたべ. その結平として得らたに 

理在, 工 咸利用 は；ズか如く ぞある.

/・ 生なク段府にめるボアラ科ﾡ

(ﾡ午成浜ﾡがすてに派大に住しているもの /よすイ

z, ﾡ置のみ諾にあろボプラ被科ﾡ

(E年成長ﾡが未 お系 大にし分さるもの)よ。 ん

ジ,Xボだ オッ イ

*鈴季営林 z*&
.その他 (亚舜,港など) ノェん

針〃六/ム

小予はX用ビのず てもっとも」いボ所 &しめておリ. ん当り 

xx* クルのXﾡをあげる。帝作形べてはﾡ税に ・ ▽モロ =シY 

さ手の0ﾡ が杯 問とれ。 そのあとにムラ*▽マゴマシがﾡく-だ

は向によ リE 々にる も の が•あ る が,ー 筋 に 力 ﾡ改 貸の締ﾡとして前 

午された土ガﾡ沢てわる. これはボ預ﾡのﾡ減ﾡにしYづくもの 

て, ポーlのもたらしたﾡ土なのてある。ﾡがなく. ボーlがﾡ 

dの平を行しCいたmにその逆土は江ﾡしたにもクなのだ- かよ 

うな土がXﾡYなっているろ. さて. 古いﾡをﾡ刀てほらし
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こ狩られた土ボがポプラ にえら ばれたが. 砂女はﾡﾡに優5のﾡを 

系したってあったに。これはかか る改ア士透の立く ゲ水ﾡにYいため 

に. 新守な土ごわったハらである。シェルダー ・枚求は士攻所支 

をつゞけた命ﾡ 次の ニ ¥ ゲわかっ た。W5- この士区はﾡく王え 

にさらとれ, 多性ごある。ﾡ所ゲフムスにふGほ ごﾡ性は十人 

てい・ ﾡ人府や有磁活てだ化したビニろへ 板系かとこにて 

も術かくあ連している. シッルダー ・女は土炊ﾡ否○査をした 

こどがちるゲ。 タチ生のボ プマ林-ついてが いﾡ&しら 

べたところ,深こ7。 -r。 ール のと こ ろ で忠 矩.刃 用 に.めたった. 

こはﾡ炊つaかく てﾡﾡなセの で Qの 中に - 根加* 裁に 区かく さ

していろ ・ ﾡ公は年平片えﾡ と しっとしないノFテガぶ 

○ しっどもﾡい用zル・〜・/ 千向のXガは崎平バ ス = 

々のて4 P 2 ,節向吹く ・ 無 ﾡは ノよノﾡ府てある。 /タ・ 

から /クッぷまてク 平ﾡ汚ﾡほ 府 ・イジ～・

万 ノ2«*477&Po

汚置"x夕:7 サ ダア ケ ダジ ア メ c レ 44

汚天の千引数は府 ～ロ ・ パ /ボ 〜2iにはレばしばﾡる" 

差生す る .

t 下水ﾡにする ﾡ»

紐ﾡ的に使用さているこク手法は. モレルり氏によって 

系に報告2れた千段てある。 ・ク 年に プ ラク ー群"P士2 
上 に認y られた- いぶかろ人 が近づいて工 く ﾡれば, な しと そは 

ﾡの移動を防上レてくのﾡを 保誠 ヲ■る た か に 小作人 が 曲り 中 ヽ；： 

ち以んだ枕てあった. ポプラ の 抗から 耳 を 吹いた のた. X千#in 

ため. 砂をンり のぞいた らの下部経 う。c の#求ﾡと"り 

そニから短く て大 いﾡが走 り ・ ﾡﾡは下水ﾡ へゝんていた・ヘ 

々はXい払したのてわる. 小、卜人がボプラ頭木作ボから力り貿って 

たス～ 年生の若校 をﾡどしたこビを。小係 人 は若枝の 先珀 エ h 

ってとがら七・ ﾡの中へ木ﾡて無理にうちこんだ- そして土りホﾡ 

からノﾡさ亡ていた。 この方ﾡは, ボー)デルダの任尺たちに 
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よって ※の店』に木2ﾡころにめに 伝ほ品に 歳耐とれて采 た ので 

めった. 在天2っくる ためにﾡﾡが有効にﾡ府これていたのぞある 

か, これエリーそう一規討の ﾡ歩したに方法ケ方長さるに至った。 

それ ﾡ2微用してﾡ下水ﾡにﾡ止するをあけ. ﾡのないボ 

ラ若木2 ガけ るもの ご る . エ ず;砂止1: 旭な らしして 平域に す る. 

その上にラセ>ボのﾡてﾡさをあけてのく。性は立任/e ・tク次 

リスクリュ"をﾡけてあり軽く て取ﾡは め :。 作ﾡ受は ベ表

ﾡたちの府て. その笠をパ用してみた。 乙くクボ沢により 

4。cx4e c*よ。ctの次が先 づ通 られる , 次 に そり/つ 

ず英にﾡをﾡ刑してﾡをあけてゆく ・ それは型ったべﾡこﾡに引 

上られるてをくがそはルにも正する深さ だ ろ. こク住号

/とか前っ ・< が妖欲した作策班らノ呼前にジの系こク点 

ノ。ﾡをつくるこビがごたる。 この場合. 前もってぶをあけるニビ 

なくレ 工投ば 正威I 二操作 Hれ る。 このニケッティ所方ﾡては。 九下 

# 奇の派こに底じてﾡすの派2も にRー .～xとまろちてある, 

近く てはﾡ下 水アの深 とゲ7クﾡ所 かあるが ず尚に れば 

ﾡめ技なと レてはこの2が炭戻だど言う。仲所される若いボイ 

3 は。神木済と して/ﾡ。 そ後京苗 とレてz年前求されたにも 

クてあろ。置ﾡには ボプラは 系から上&ガリ 木 o形に 

m ろ ・ 死根の 原 に画 度 ク蒸形をさけるため. *プヲは先ﾡを麻2全 

ャり校を切リつめる。植穴 に神木をおいたあYで. 木の朴をﾡて

卜の*わりに土をわしっける- ﾡ求ﾡ用は 、/x. 協けﾡu烈 

からﾡにかけててﾡる- 植『す の前 に 土 揚 ば あらかじめcの 

系さに#ちレてちかわばならない. だ#についてりし』う ・ 把科 

と レては房欲塩定件2 /ネ当リノ火才す. z。。;は立権に加穴 

のヤヘ・ よ。・スはボブラの別出にほどこょれるがこ の施ﾡ去に つ 

いてショ t ゲー '枚は 妥督 &立て ・ わ効Kゲ少いという , ※ 

ﾡ協付なﾡ" 川 にってから. 施レただ料ケそのェ、のなてカニっ 

ているこじ2ているのて. 示さみ。cクところに, ゞさナ 

c n 形件こ 土をﾡﾡしたﾡあつ、るりがよいとﾡﾡしているの
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だ・ /才+イoのボプラ 救の な かでノケ。イは, ※茶 をすろ 

に ビがﾡなのてXﾡとﾡする こ とはせずに え司. 碎土炭か 

ロータベーターを通すだけにしている。 二 れは機横予ﾡであ り. こ 

れﾡﾡﾡと神除するのが言的てなく 健卒の緊茂をふせぞ 跳道 

しを貢くするためなのてある. ﾡ余の ケイ はﾡ天なのて. 当み 

4年房は ボみの下に深多. 大多 マズすをつくる. このとさ 

はそ。当り 迫ﾡ惑 o ・ 々 &土と形和する・ 枝打 は冬年少•しづ、 

夫行るれ, ﾡてﾡのないiかは写回・デシノートルブつ高くなる, 

非 弟に 建 膏 した 技な 切り みい. 不支ﾡ除去する。 7月にﾡは 

ﾡﾡの父のあさて ﾡにﾡした頃に ダ の新るにツ桜を上 

げるの ご力 る ・

c 桜系i査 >

E o © のﾡE . アバンゾ・ 店じくC ズカラムーシのﾡ氏は 

カケレモンフェラート の○投mS メイ Rとﾡ力しCザ系所丘2天 

抱 した. その結系はﾡのﾡく受ざされる。成込系 ﾡ示に受波 

された都分から発生し, 第一段の桜系ﾡは平方況友。c・ の◆ 

から茶生する。この桜は径/。～ ノグ ^ の ・ ﾡﾡ的, 非市に 

長いものて. ﾡはかに分以レ・ﾡ科に対レ道角に ﾡう面に水 

平に仲しる- この浜月にﾡﾡしたﾡ系の下には. わずかにだ生しに 

授のついた部分があり. このﾡ所のﾡの長とはﾡ大てょ。cを運 

えら. この概は, 示くるにつれて数がふえ. 逆土の多い フムス 

ゃ形に名しだﾡ炭層の初分と 一政すれば・ 第=ク校系ﾡが定生 

る. 木のﾡﾡはﾡ下水のへﾡめられて, そこにはﾡいﾡがつい 

ている. こク桜に毛細桜がなく概の歳ﾡ表ﾡﾡ抜げるにめに 視” 

長番は独くて歯りくねっている。初野ﾡ に払永たﾡは毎いろゲ? 

てゅくケ 水子にひろがるのてめって. 系くみろがるっとけない・ 

他下部の直後 は, はじめの 年所は地上都の資名 と釣合 うこYなく 

メ納の郵部の太さ にﾡ合 うもの てあ ろが, 年を経る と浜く なるにつ 

れて何くなる.

資径

ク・02クて 之ノ・ジ ©

ノよ・ノ cL

o. ア タm ノケ cL

/・ ノ"L よ" Ct

z.4ナ ル . 先 cL

表層ﾡﾡ系および派Xﾡのﾡ示ﾡﾡの洲化ﾡK作用 をいとなむ 

ものと晋われるが。 表ﾡ部ﾡ系は束ﾡかを吸レ, 探層笫根毛は水 

り補総を施贤にし,特に深造部根系ば植我徐の孜年周,跡のTてボ 

アラ水長クY受五糸を席にする. s メィ校断ク番求多情りろ 

なら, ・ボイラ表ﾡて食い. 系層てﾡむ "0である-

( 络果」

ポラは樹令 / ・年て女度される が. 係し た ノ o本を計期レた 

と二み平隣ﾡ(ﾡﾡぶﾡか? > は パ o cx. 平が樹高 /ケの・ 

¥水*ﾡ子4. 94*>アル・ こればノの"河てある。

»*>クルがノク と悪えばよい・ ボプラはヤ> ダル 当り/グ クク 

ッ ラ てﾡ却とれる ・ ニれビル当り約。。Wフランにさる。反木 

件材は製め*。Z • ﾡ«:。 * ・ ベ=ャ=*:。 ス とな 

っている- 次にﾡﾡに丹られ刑定価を示そう.

ノ年生ボプラゼ救ﾡ I-z/グ型

非術新地, ﾡ深及 グ.ﾡ付店ﾡケx»

/ 6 イ

¥水面ﾡ 3 o n

全本亭 よ:z本

な 当り本救 ッ本

乎力H感•’ ノ / C

平部 3?o

z午生ボプラ植救逆 Iースノﾡ

だﾡ・ ポー1によりえ的にﾡ水・ メ府は小歩科作地・ ﾡ付派 

及 n.. 前所 タ * ど



グ.。 イ
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番示

軍木面積 ジ o ビ

全本牧 4 本

そ 当 り ネ家 ッップ 本

平均岡届 / ? ct
平ガ沼 7 t
;年生* ゲラ拉救光 チルトイ デ ス 理

支リやすい 住ﾡ の土ﾡ ・ 普源ル。 極同瞬ダ*7n
4 イa

平木コ和 ダ ケ

会本故 /フ,と 本 •

イ当り本 数 z>&
フ7ムくによ 行に沢化 し/に土ﾡては

平子河周田 ろ 4 C/と

平方高 4ケハ

も っぱらﾡてﾡ立っ土ては

平刑田 /?c"

子部

P年生ポプみゼ桜光 ・

秀. ﾡ付示友 S ﾡ付ﾡR , e * プ

( デル トイ デスﾡ)

研稿 釣 タ以

単木ﾡﾡ 。

全本数 #ノ?。。本

メ台リホ* ッッタ本

平均用 画 ナ。。

平名 ス先ナct

初 乙ス～L

支径 ,。 。ヶに至ろまての幹の寄さ /5

ん当予登 zナタンタル
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(I-乙/ 社 )

面ﾡ #ノイ

¥木乱 o

&当り数 ;ホ

チ周国 • クze..

千座 z c..
千ガ* zケx

立社。cLIつ至る工てりﾡのこ / 〜ル

イヨ ノ7クぷンル

&¥木の平立逆はデルトイ デスゲッPナ: ルI 一z,グ 

ﾡべ ケ4。千 ン ル・ そのデル ト イ テスは木ﾡのﾡを うけヤい 

oて 今Fてはボ ブラ不の,朝 は1 -z,ﾡてある. テルト 

イデス連ロ早 急に 邑捨てられるであろう. 受にﾡﾡ, ュラメ リガ ナ 

I *チーケノﾡが用されようとしている。 二れはカザレモシフェ 

ラートﾡﾡ河が育成しT-研T交配預て 非前によい成休る示すもクY 

岡され ている。

〔 終 に 2

ﾡ下水ﾡてすろ系神, pのタい. 浜法性 の穴 な 条次 り名度 

P用に有ﾡて力る。生ﾡ的に。 経ﾡ的にﾡるために この方去区者 

z/回( ファンス) のすべてのﾡﾡにおきかえられるものてなく. 

ィ7リーo、には うまくゆくことはないとﾡう。 さこりなから木 

方法は.海ﾡﾡ立・ 河の又すてらたよ旭. ﾡ戒なこ土力, チがﾡ 

てTいと ニろ・ ワ下木位ケ系と 务加 以下 に 下る と 二ろにボ入 

2値あリと危ずろ- この部"クmu. チ今よ年以不ﾡﾡさ 

て糸て万リ, ランドﾡカゾアンカ-ユゴボプ ラﾡ光て, イ 

タ リー所ﾡの呼チ結米ゲ得らている。こは※の旭下*書にI - z 

ノグﾡをけるこンによって付られたも刀uのざある。
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イタ リヤ人の兄た フラ ンスボプラ救 

ミケーーレ・ セガヴィン

/ ケァ年タガにバりて方ﾡされにボプラタ謀の後て. 研ﾡ 

が予ﾡこれ, 私ﾡも参加するﾡを1に。 巡税したに力はフマンスの 

ﾡ西部. フランス斉部. シャンパーニっ・ パリ金 ノルマ>ディ 

のﾡ方てめった。旅行ばールーズの町から場工ったゲ: 委加ﾡ 

ゲゴ的に到着 したとこ, ボーえﾡの平呼を 知る人«は, ボー干 

野yがロ ンヌ来接の& が部似 していることﾡづいたのてある。 

ブドガをﾡしたゆる やかなと 天 しい古・ それゲポ プラにﾡら 

れた平件 & 函優す る. ロンヌの ※ を緣取ってながろ系 プラ m 

を. オビっールからﾡ王すれば。 さながらイ クリークバレンッァ 

新せに左ろかのがく感われる。 ないポプラﾡ称にはボーIにし在る 

ゴレアリイ ( ゴレナ yている ・lのﾡヤ恥の中にﾡﾡさ 

れたに千邦の ことてある。) ゲみろがる ・ 似て い る のはﾡ彩だけては 

ない ※ﾡもﾡ似する. ﾡが的におニるヂ水・ その彩響そうけろ 

天い 沖積を . 平均降水そu >。oa.- 冬の求秀とﾡ浦 平力気込 

ノス〜,～C夏の夕立とﾡしいﾡ, これらはボ-川 を資 にもLられ 

るしのだ. Fが経済ﾡ虎ば イタり 一とば非術にﾡっていろ- フラン 

スにふけるポブヲラ※びを論じ・ イグリ -0救と比ﾡするﾡに 

ﾡブこの系に注ﾡてねげならめ. 生ﾡ貴・ 材ﾡ, そしてポプラ X悭 

合可ﾡのめなどにﾡし経清求ﾡのﾡ量2ﾡﾡすべとてろう・ ゲ 

ロンヌ下ﾡ乙さすら乙. 私ﾡはマルマ ン ドゼ汚バリアス島ににとリ 

っく, 耳やェクスベール氏の初有ﾡだ・ こクボプラ直☆はビフ 

ミ ッ ドボプフで占められてあり。 話ﾡは系ボプラが"か。>ヌロ' 

・ ロンヌ条 ・. ユみメッツデてu"ロスク ・モv+・ 

ルサニネラ - ・ ーシィルデ=アーナ ・ チル H 1デス系てビ-ガ 

ロラ>・ ニの氏ﾡは枠は及いが放長がおそい. 接表前ﾡは一城に 

x9か y / 九. ポブラの下のﾡはﾡﾡのたにのに利所されこお
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リ. 牧ﾡのKﾡなこと千型外 ごある ・ これはz。午生のポラね 

区形てセ戸様α諾果を示す。I -z◆ﾡの 4年生』ﾡ*ﾡﾡ司 

の 飼展により. ﾡだしくﾡるうけているが成長の板は並てめ 

る. 土煖に対する我孔•は, その土ﾡが深く. 橋弦もすぐれているこ 

と2ごめるケ。 すぐれたと長べ期の刻には火当 り 年ぶ浜ﾡ

#/z〜 4ズ'と来外にすく ない。これせ永長のおそいクロー 

ン2ﾡ所レていること,料ﾡケ十かてある手などによろ。 ノ年 

生ロ プス ,ポ ブラ ﾡ科ﾡの例によれ ば, 土の-ﾡのを 当砂攻午前 

料笈レ. mは活のェ ・ わいたのてあるか。 / タタ/年の刊定では 

子勝目はﾡﾡg + cn . ﾡﾡ料 xr,すcてめっに。 フは 

フランスボプ?武内をﾡ会の報告によるものて, これか ら#おのす 

要性が強風もれろ 二 と になろ. 彼用されたクロ ー>クドごば.レ 

ナェネラータがも っ ど もすぐれ. その一つはﾡ?ロ -ンとレて営ﾡ 

刑に次 されている。 ﾡﾡや 関 理 の好影 薯 は クフララ4氏所及のゴ 

アスグ癌武ﾡのすに浮ﾡされる. それ ロで ▽サック耐のがロ う て 

#※に処」レ・ そこてはイ当り スタ 本協のがﾡてあ ろ か 7受H 

-メ*当り 平月成長ﾡ ・ィにした.*いてそ▽"ッ ?の寄 

リエ 用を訪同 した が.. 全なェ野激術ン合ﾡ的ラ新認ぼは就付 

ても一次製材動は形ﾡ不てあっ た。 その系木が太く ・ そのクﾡはﾡ 

い材評とﾡ朽 した初分を有するからてある。 ブールレ耐立にある 

がロンヌゼ汚ポラ試験場て. わづかにゞ年生てはあるがイ タッリー 

送ﾡボゲラ・ 消にI -z, ・ﾡのすぐれたぶ長ぶリ が とめらた 

ろ, このクローンは な炭長とすぐれた巨ﾡ力によりムﾡﾡホ 

ロク岩 に 珍更すろと二る. ヒフラ>スても. 品をのの北ﾡだに 

当 ろの どガ南仏 と用 怪 に尊空 工*(て いる. 多く争例は・ ﾡ私のポ 

ﾡがこの ク e →ンのすばら しいﾡﾡ力 によ り ﾡ易にﾡ殺され得る 

こYを誕呼している。後述 するがI -x, ・程は耐将在 から 

し,もっともすぐ札れに品ﾡの一つンしてめられているのだ。 , /
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り一系諾クローンをフラ> スて楽ﾡし. 前出の加きぁ放係がバられ 

ているのてあるが。 こらロール テﾡ浜に よって解税さ北ている. 

F枚授はこの府ﾡ行の花末着てあり. 経倫の塚内着, ア之を 

二のて, この所ﾡに従ﾡした人々を ﾡ誠 したのてあった.ツ-ル- 

ての公ぷ2衣にあ店 して ••タヌ / クロに脚浜着-アは=ムへと» 

さして列ﾡにのリ. その翌覇には-ヌクへと到ﾡした。これ上 

り小型だ動営対に素りWを※る。 ビレット書のポゲラを tブ ろ 

たのてある。こ、てはﾡﾡ町行われ, イ&台り平長並は 

/〃 ヘ てあろ- し裂材立*のみて訓ﾡﾡは計界していない. 食 

求は小ﾡの上てひらかれた。ﾡからのミ ス トラル(ﾡム特項の 

, )はわれわれのサン Fィ ッチャコップを等み求らんばかリて 

った・ その#て人αはﾡいWにそって. ポラのﾡ立するﾡの0なか 

をアゾィ=ョンへと下って行くのだ- ボプラの大部かは=グラー 

ルバの甘生程てある。 アィ =ヨンH王クﾡ,力われ 

はその を に っにﾡ ・&行列平てバ りへく。 金中 . =-x 

ぞひにりダン・ソースと 並み ながら われわはスいボプラ九ﾡに

してある脳ﾡをどのることかてを-- t の校術的造林約广 更w 

性 ゲ非桁に救式 しているﾡﾡにも不. そこにボプラビラ、アリ 

スの大分布が行在している。 ﾡ N/8, バりをﾡれ, ロワ-ルゥ 

ﾡてイロワのく Iにあるァ ンシ ーユ回立ボプフ試ﾡガるたプィ 

た. ここには多枚ク7ロー ンをあっめて小ケループ短にﾡ者してい 

た. ケル-プの 午令 し 各種 あり, その士地し#ﾡとﾡﾡに分る。 

そのためX種クロ -ン可の長ﾡﾡをこ こて立ﾡに行 う ことはてこ 

ゃか, 生地学に責工広ﾡ示をろたにえるこYがてさ. フローンa 

用の多株をa立てるこどし可徒であろ。 本試ﾡ場ﾡポプラ. ・レ 

ムラボプラのコレクラ ・ンレﾡﾡしている。 武ﾡクギに一にし 

た小区 制 があ り. これけ十分な放旅にしにﾡにﾡ長忙ﾡをがコ 

なうものてめろ。わか1 -ス ・ 型はH狂広 友及 をしてお り 

特に#て年生て平均周ゴﾡ長ﾡ 4 e～が録これてあり 

ﾡ去林官これを展示ﾡと し ている. 桜歌ルの 前五に岳ﾡケみリ
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試験用薪 クロ ーンはこ こ でﾡされる・ ﾡ木生たのため夕株を所 

するあ支ゲどられていろが. これはイグ・ーてすてにすてられた 

方示てりる。 さりながら. フランスにおいては. てほご不新合ては 

のろまい, なゼならイ グ り -よ リもフっ >スの方がﾡﾡﾡが少いの 

てある・ﾡﾡが平すざたにめか, べりリ博士のか送な訓査にもかかわ 

ら す. 河ﾡ の 4 要性 を辍否 する こと がで きなかった. 別 のボプラ 

xﾡ旭ケシ"ンボー tltに誠ぁ されているが. こ、ては市土ﾡ士 

て下水盾は「かに逐い。ﾡﾡのところ. このﾡﾡﾡの木ては 

クロー ンの月生力がﾡ認される だけてある。 ここてボプフ理生ガ 

ず査法2, プールチ・ ナニルバン西大に前く こにする。西氏ク式 

によれば, も レ 周囲 か'/. 尸 c.t b しく はそれメ上の空増を示す 

"ら炭功力は席ﾡてめり, /c.ならL込がみろが, ».c2 

えよければダメ てあろうどの こYてある. 事立えて. おがい『 

王のﾡがシャンボーレをみとなう。引 瀆き行われた ハルマンディ

行は ・ 全系をサ ンピェー レ., ス-ル. ディ ブIにみ ちびいた- ここ 

ゥ ・イ <場てはポプフベマヤ"らﾡﾡにエ リ ナ-ス箱&ﾡ」する 

が戦協 &要送 す ろ孫の小 ﾡし戸一八ェ場てつくられるのだ。M すは 

レめに 人々広ﾡ用及木の放質さを認めに, K木の大ﾡかは アレ 

マ>ス,シイモ ン舌のﾡ主ﾡ合経せの次験林か らもたらされた 

ものてあった・ そこてつよくにをラっしのは. ﾡ救の支全び所ウと 

いうこどでめった. 作土は 4。-チ。 c～にお工 排水 源の例はﾡ 

F&可ﾡにする, これ がぶ 功の武うてある。 人々 口を意レて マドリ 

*y治を 行す るが。 これはボプラ林に大ﾡをみたこるものだ. 

用品種 は、、ロプ スダ”" ゼロ ナナ. F・ シャンパーュ"てどちら 

力 務足 な話果をあたえて いる. その他イタ りマ系クロー ンも々と 

ﾡホヤﾡ い林ﾡにみ とめられろようになった。パリ 東部施区 へ の 

所ﾡ放行が前4されたのは会ﾡさJ接てある. こは? ズ会とふ 

くのたマルヌセィヌの各ﾡ, シヤンバーニュと呼 ばれ る区をﾡ 

適する. ヴィエンノー プレグヤ ンﾡ役有等の符別ﾡ行はﾡ物新ﾡ学す 

によってﾡ放され. バリ金のシェブリェール左ﾡ問した. そこ
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で山バ とェ ルサイ ユの哀米研ﾡﾡゲメﾡから途区試勲をﾡ施し 

ていた. 歩ﾡされた砲ばすてにﾡﾡされにもつのヤておそるべをﾡ 

源体てあ り). ドキチーゾボプレア *ト スボラ り ソ スペルマ,7 

ザリウムアベナクムその他てあっ た。 番木はひどい状態になってい 

た. 新生斎の生予勝ﾡと意ﾡ糸に フいこ秘"された以外にち倉 

は環境,対民 クロ-ンゲ新著に友示すろつとをﾡﾡした・ボッ? 

の派浜がﾡ生破らば耐新性と所に系名ﾡ蔵するものてみり ボ 

兵を証区ならしのら回う府記のﾡ・ ﾡお, ワローンとてみる. 

私たちはいように芳え夕.I -ス,«置のす、ポ に京性と舌 うも 

のは, はのボプ引火ﾡ敬告書から又ても その生青の呼径るに及ゴ 

がある ﾡわれ る o - こ の 法除は ベルスlのとり・ /▽イョン 

の4て※行された。永ﾡ学着/た ろゲシニアリェールる防期 レてい 

るHに.の 前 はブマリェールの愛ぶに駐く。 そこてはくッチェ 

系用原木としてボプラ著の形六さているのてあろ・ ▼:ンに 

あるセィアのマチェルどその哲木の訪ﾡば, コンピ=ーニにカ 

ろ予会いら政供されたﾡﾡら しい 食•中で终アした. (ヒ'夕,5月 

iァ4. クバコマツチェボ前ﾡ鳥 ノタ 年設立 ・ )ﾡにﾡえ 

らたボプラナ滞をすぎて. ヘ々はラ>メに到着する。 ここの則向 

えはシ ・ ベン製位の矢と* な ゴチ ック寺究 及は石ア式る 

ﾡくえぐっにものr. メルフては下水会がみリ・ これはランス 

の下水 浮 をうけもつ。 ・タスク年のXﾡ所ﾡべ笑してから,f 

会は ボブラ 擁 板によ り 活ﾡ をあげよう と試み た・ このため*ブラク 

旺盔な 発底ば/。ク &にセみろがり 状のエレかっ「»2立話 

しrのてある。いボプ?希を維うマルタ. 人々はにそって 

シィト-ル, ル. フランソにおしむく,訪カニのばタル子ワイ= 

教村所 . こ の 的設工 ﾡは及秋ﾡと合校生浜 をHﾡンする。チにル 

トイテスボブラ*ゲィルザニアナ ・ﾡを一Eする. ニれはシャンビ 

ェ-ル, ド. プリ ニニ イ クール氏の 後皆 にな る もの だエエ 思り 通 M 

にも不. 平してす*れた成長&示す・ このボプラ形ﾡにば,ボ 

打その催み 費活術は *行されていない。 卜Hワーの西ﾡがあ? 

たに時・ ぞの乗レい記合併に感欺したか. こればヂ2の防をそして・ 

ウ長から力く られたものてある。政ﾡのH. ﾡ省たちロセィ ヌチ 

メを可放した。 シマプーレサンーリユックては. 一同 に 我打の用具 

がﾡ示され説呼があっ Tた- ゲこはアルミﾡクﾡ子. アレミバ4ブに 

はめ込工れた小型ﾡ. 特殊の革ﾡその他てあろ。 しかし多くク場合 

フランスては. 逆上からどゞくﾡか.せ ビい 4xまてつ部のに 

っいて りみ放りか経潸的であ る と ﾡわれる。トラクター てすか れた 

裏策肝車輛で. 同係番/にらはYン ノア. シェール・ ゲアズﾡは 

これた- / クタス年にﾡ及せの上に設ﾡレた*アフ天ﾡ床2ク 

ためてあろ- *セロ+ナ. ド・ シマ>パー=ュ" ・セ・ナナ・ ド 

ルル〜ク, " シァ シ=アナ・ ド. フッ=ュィ クール^T と•カ ヴに 

[-ス ﾡがみ とめ られたに ・これら はすべ て 俊秀な 友故て めろが 

・ビィスタ "ﾡの生ﾡは呼らかにガっていた、 終りにラ ・ト ントク 

乂 ダブ 植栽加 を と グねた. この公証人の域区はuミ り1ーシュー 

ルーセィヌの並くにあ! 4o イ ・ ノ プ ン手～ , 夕○午に種ﾡ 

けガーてﾡな幹。 "セロオナ. ド, シャ>バー=> ,後で打 った, 

坂ばよく行われ。曲;隔も足利正しい. 対前式こゝてちこ立われ 

た. 旅行か印象 を発沟する に. 工 くﾡ止し全武的にひろ ゲったボプ 

ラ中はフラ>ス人に多大の門益をあにえたが. ﾡ庁行ﾡから 

Lばボだしのだがあ 今依の企ﾡおゝび朱約化のない可ﾡ性があ 

ろと感われる-ﾡの状ﾡはすぐれ て い るが北部には マドリキ■り 被 

方が兄うけられ る. 順ﾡﾡもﾡられるゲガ ミ りク版にW合に砕ﾡ

い・ イ タリ ーては立年ます すﾡ似ﾡと 卒りニのた め歳出受の 

ﾡﾡ&*0いていろゲ。 フラ> スでは 反対に王 す 工 す我 代料 とな り・ 

&予的付ガ以上に なろため才0不ﾡ化をもた ら している . 校打は 1 

クリーのwくにT年に なすここがない・ ベりす x工りも不足 が多い. 

X作常じ0ﾡ合衣は利なろにも不, さわめて輪だ. ﾡ木クﾡ 

証用に 本株を用いろがこれはﾡだすべそものてはない、 f不.ム 

Eにおいても。 多ﾡにしてﾡ病性の クロ - ン研がす ・ めらてい 

ろがこはイ タリマて ﾡ距 したﾡ ﾡ 新 2 Aﾡﾡ とするもの てある,
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に 多 < のﾡに工 く たす る 1 2 / "ﾡはますはすなくが所る1 

る傾ﾡにある,
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フラ ンスにおけろボラ 者指

シマン, プールテ

ポブラ 林把 外 義婚,それはボプフ救指の特ﾡをあらわすしのだ. 

林也有悟のポ プタ は その敖. 非幣にく,ほとしビがィン立一 

又 の 位痂に限られ ていろ・ ローZのメヤハ1のゼポィラ, ボイゥ 

X然 林分に数百町歩に かぎられ, かム たんな下がみ られろのみ, 

台めは フランスの 系林てはよ く部め られる ものだめ. 殆しご統に 

録を出していないし。 今Fに至る工 て台ﾡは いつれの施ﾡ村 象に b 
なっていない。 エィ ジェ ロスな 匚 属 す る ﾡボ プっは, フランスてポ 

ブ?と奇えばこれるさすのだか,林外て萩され z。○年* 

ェﾡ利刑と してﾡもﾡ受な役納をﾡ じている。

ノ フラ>スボ プ?秋浩長拠

り その支 / ? 紀 中 集 に イ ク り-ポプラ(ボルズニアラ イ 

タカ )のﾡ介ゲあってゝﾡ. ボブラの利益ある ゲわ ハっ て 

とたゲ. プレ・ ド・ サンモーりスがノク«>年に記するところ 

&Xれば. 瑞侯か-ポプラで歯路用を つくり,これは利後てみっ 

たと言う。 /夕。う年・ 高マ ル ヌ系知身, てナギ, ボイラ・ 

トネリ ゴ を 列 植し • 神の扱て価柄すろこビZす、めている. 同 

じ預, m 民 ドウ エ ット, リシアルドは沼を 水 して政ﾡし. 

ボプライグリガそジ万本。 つゞいてど巧本も植救していろ。 / 

・z ○年ﾡ, 7ラン ス土都では, これらの4 タリー系在み 程 

は+ラメ り 7 ナ示交記理 ( 特にルザェネラァタ, セ=ナナバ 

ーナ=マのﾡ報) に上 って事次女べさぜらていった。亦,が 

F ン ヌﾡばひ どいマブてあ ったが。 74 年米4 タ ッ - 

系ボブラケﾡえられてゆ く,こ・ では求水 のため哀 対かでき な 

かったにのてみる。 米画ﾡﾡ部からもたらされたガ ラ ンボフ 

( * プルズ ・ テルナ イデス. ガロリン)は, ノー。年以米 ィ 

タリー系を 配送 して益々そのご要性愛してる. それでもW



のポごは枚章生ﾡに用されていたのてポプラのﾡ秋ﾡはご 

くられにものにしかすぎなかった. 二北ばジz ラ名ゼ了紀の 

戸灰地汚ては1翌なこルて。 そこてロ. みからた種ォヶキ 

う じて午活をﾡっているにす さない状ﾡてあった。かくして 

パリ全逆(セイヌとその支ﾡﾡ・ ゴーヌ・ オブ・ <ルス, エスズ, 

ワズ )てはz ・世任初頭まて天※つ牧ﾡゲ存ﾡし 木とﾡ 

ﾡの設ﾡが どこされ. ﾡ夫そこて辛2Aり取っに,Xは 

盗方からやって末て さこてﾡ2り. かれ ら の 冬百を 愛うク 

てあった, そのWポプラは. y略.W 河.にそって列

に区ﾡﾡ救されたにすざない・ /子の炎リから, 工業" 

発原と 时 じく 責米のﾡ歴がパリ 金地のﾡﾡ経済の #にべさび受 

化2みそるつした。多くの底民は化学肥科,*培したマグウ 

ビート 2取坂 い. それ によっ て以ﾡのをく 流戒にみ ろﾡに択 

在せすとも,ﾡめにかれらのﾡ面 を夕ﾡだﾡる X うになった・ 

そのためこれら牧場は, 内ﾡ着がﾡ方に居住すろものからﾡ* 

又ﾡてられていった。旧 牧場 は 価値 を欠い • 排* 客理. 浜ﾡ 

中止され, 祖枚吹ﾡ生元をつ一ろだけとな". その位米, 

家ﾡにとってﾡ用のキのﾡいﾡ生におおわれ, それは,だん 

だんと木本植め(ヤナ*, ハンノ・ ニレなど)にﾡ化してい 

った, そこ, もやﾡワラの生ﾡしかてき広かったに。z n 5 

Lた何人かのﾡ有者と苗木茶着ば. ポブラの植徴を全画レ 少 

しづ、ボイラﾡをひろげていった。ボ7ラ地ﾡ. よく治め 

られた水ﾡそいIにﾡの本 ト ン ネ ル をﾡいていったのてる。

i そのﾡ
2. バリ 各ク水路に そって,こ ・ のボずラゼ表は, 以に 

長故ﾡてあった所て, 夏の洪水によりﾡ者るうけるところて 

ある。これらﾡ救地は. やゲてはこすてられてのくによ ; 

て分前されているこYが多く ・ 各植救のはﾡのて小さ 

くて 私地 共ホせな公共Yなっているが, T※に
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ふしたことは茶かってない。ﾡる私ﾡ. かは公有てあろ。 

こゝてはﾡ約的なポブラ救ばめったにない。 ボブラをﾡえ 

るH的は ・ どち らかと言え所消着の前企箱をが求すろたの 

て. 不mの友投, ポイラ材協のﾡﾡやﾡ受州大に際してﾡ杯 

利用 とれる. しかしながらﾡ々と, ボ、プ ラ救ﾡの各ﾡ前利送 

が不在旭主にしわかって未たのて. 彼等は牧用 を 安く 負 して. 

ポプラを被えるようになった。 本投下が行われ. ポアウ年 

約救方ﾡﾡが形あ2 れて行 った が开面 当な校灯も, レレば 

見うけられ ろ. 二のパリ各ﾡは. フランスボイラ ﾡ リ タ 

2今んごいる ・

b . 流れク不ﾡ劇 流減諾金地. ・ーヌ ガロン又 差して ビク 

ールﾡﾡ。これらの逆域てはボうは没防刀側にﾡさ

る。 そこてはぶ作物は在営にが長するが, そ0反マ, * 

パチ妄 定 であ り. ボ水におびやかされているの1. 初ロンヌ

加 希に は ローヌ ﾡﾡて は. ボプラ は般てボ作仰ビ

され. 数年前, #ﾡど施ﾡの利益を共有すろ。 フランズボ 

プラﾡ帯のェスがこ、に汚する。

c, 7ランス辻半かE・ こ、ク依. ボプラワ状立ボ。 

符に世賢ぞいのﾡ本てあ る.全な 統計 は 毎いが別ﾡ泳行の際 に 

ﾡ飛の土木謀から採 されたX料はセヌーエーマルヌ※4o.のン。本ワス米 

zzeoc本 エスヌチ 本となフて お り. これらから述条するにﾡ並は

的 チe万本 のポプラ並木 てﾡ られている二とになる。これらゝ 

ﾡ*みの植救は発レつ、あり公域 私当. ﾡ河 水政なビ 

は ・ 非ﾡに多く のボブラてそ ク杯をﾡ っている。 ポワトウガ 

方のﾡ・ ロワールとずロンドのボク芝帯, それらのガカにﾡ 

えたポプラは こ。 さ うに水 yの 係に複救さていろのてある, 

dそり他若手のﾡうては ス○年しから, ﾡク多いないﾡ飛を 

一するﾡ市にポずっそﾡえる ここが試みられている。 そこは 

ﾡのハ ンクーﾡがしさリに佐未する千モり. ﾡﾡど者っ 

ては永ﾡりﾡﾡぐらいなものだ。この計はﾡﾡ神助かわ
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有利のたゲ・ 排ボバ西難なのて 七のク結ﾡは良否廷«にろ 

ものがみろ。 主な地受ビレては. サボイ万のシュター-ュ 

公石活沢旭. ワズﾡ万ワレスル町ﾡﾡ地,ロフレ地方の7 
ヅン私有沼地, ノルマンデイのレロワ世届額令所ﾡm, ォァ 

のウァヌ法城, にY合計すろに台/す。。αにする。

2. あろﾡ"太刊刑エボは会くとかんにボプラ独を監ぶ 

レていろ。これ刊用 工-苜 Tク 賣療/? 備 番 と原料博探ゴ日 

的てみる,その例として. ァバコマwチチ水前分鳥 ルマ 

ンデー・ハリ会ﾡ ロ- ﾡ に存ﾡするﾡ逢*があげら 

ろ ,

f. そのクほハボプラはフマンス全土にわたリ. 年うじて利用て 

きろ小牧乃の 片隅に. ハ、さな来となってﾡ故にﾡ生し A系 

クーﾡﾡとる。 それはぶ都"水飲場にﾡをおY し,成 ゼ 

○ヘロﾡとかこ W的なポプネ立木ばﾡ 作 2式す 

る。 yこにおいてもﾡ作物と ﾡ合 し1-ボ ブジ 級 指形ネ ・ X キ 
されがﾡ形式のボマ本ば多 < クム責全てガカなテに 

列益をもたらすのて, ゴぐれた 工定和用を 可诋にすろもので 

ある .

z フラ:スつポプラ村生ﾡYその利用

ﾡハらボプラ は力経ﾡに洞 用 な 木材を たえてポた。貶じ 

の初く, ビェール・ ド. サ>そーリスは,少の人てあるパ 

*のすてにボラ大から米 訳, ﾡ孤ﾡ&縦打するこ!, 

つなをもったに小ﾡﾡを才。 天柱 称に利川するニビる説いてい 

た- 今Hごし立季新ﾡ着にﾡﾡこれ。 ガﾡ取人に刊脱されろ 

プラォの予ﾡﾡてさんが. 末刑材と してのボフのﾡﾡ催 

強2次し. ﾡ水林局の経ﾡ呼は フランス木物科用一V 
消桜するギブラポ木ﾡ両洲ﾡ登を#え。" 万ガ*と加逃レ 

ている- この利用ボXは イ4きり年長ﾡノ。-,/クギ 

アラ林が/ぶガ～ズ。万 たあればよいこYにる, ニクル・ 

ノノ 0野平ﾡ浜登はﾡyわみられるが, 平して入 
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ばそ当玄ﾡてあろう. ノク+J年の長束権計はボっラ 植我地 

i。4。。。イとレていろ がこれは所甘に量ケ てあ リ・ ボ 

プラ材大生ﾡてあって も林かをががせす。 ﾡ木ビ 広rっていて. 

二i[&林分と しての面稿に検算 レてかえろ 災要クりる場所がﾡ 

ﾡする。 =か二を考ﾡしてもポプラﾡﾡﾡ 項合や は ノ ケ万な 

-,4万 «ﾡさえることはわうまい- そ ニご今H クボプラ☆ 

*を量充ﾡ するポっラﾡ徴ﾡか ら生ﾡ受 2わず かに成地 レ 

ているとぶわれろ. 木ﾡ二*によろ利用りに, 長受のキ 

公をﾡ材 ﾡ工材にあてており.のこリは ﾡﾡ刑材,ベ= 

マﾡ Wろ合ﾡマ〜チ村に不に分配されている。

※材加ﾡ ベ>mェﾡ___ -- -- —— r - - 1 T --- - - T-→ - - -T-- ----I 
※Kオ・ズ来材 度根な ﾡ材 軽ご投材オ ケス A坂 マッナオ 計

クooc。 ろod。 $v,oe。 eopt。 バノの.ッ20 ノノ。/," ダグo。 Zクo:イ 
石表石

河が今方司にわ「ころのご: 取木の合型前刊町りTの. 全求オ 

■ 副 度 物 製 曲 を 火 げ す る e こクにめ ¥材*常と合ﾡエガはゞ 

ﾡ岡エルをう. 感ずﾡば府=者よりも放 ﾡ 形 の 副 注 納 ク「・ 

区じ浜ﾡは=ヤﾡからつくられるゲ. これ は分しに 合 r 
じに伝汚寿扱土決冷し ﾡャにバルプ ード梨品に活用丁 

s, これはﾡおじﾡ全にﾡ合し, *ﾡ世にチェ"高部毛1番ﾡ 

百 じ材頂の 原木 か ら はる かIに 多いﾡ生差めを生み二す ニヒ 

ゲてさる。 門用扱的は歩究承止しめねばならル。 しハレニ 

は 痛 培技 用 の 容 賃 でば よ い. そして救ラﾡ所の歩改長ニそゲ 

s&さ 1tるﾡ預ク般ﾡ Zほ和 する 二こる可ﾡに寸るうてつる。 

ボプラ戒希りﾡはヤゲて消費対大にﾡ乱する ニどになろ うゲ 

ニニそ戦念する危撤なのてある-

3, 7ランスボバラ教のﾡボクき素及未ポ計ﾡ

ボラ は 必連な 质 ﾡをする ﾡ社が, を の 京 我 は 刀弟. 土乱, 

元候, 7u -ン 六 先 常 理 区 ど に •衣 存 ず る もの ご あ る。
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そのたにめ所田かはﾡ任のﾡ大承長曲は所らかに天の形を示 

す. 当初ズ～今ﾡア, 普ﾡ震に上レ・ ﾡ西成受が午子ガ 

約,。c のﾡボ 契 に1E3 ろ ・ こ ﾡ経庶長ら 年子ガ ッ 

cLにﾡ当すろ。この ﾡ府奨ばﾡ年 長くても /○千前つYさ 

そり袋ﾡ次下ﾡするってあみが. ニクンさ杯»※長りや客は大 

てる。 ごさるだけ平く工太のﾡ求す る大径材(小後すo)z 

ﾡ虫するたのには下の母がﾡ 受て あ る ・

の 豊4及受系大に受するまてのﾡ戸を。 てそるだけ足ﾡする

こ と ・

ﾡ求さiれたに径にする ま で 二ﾡ大ア要 & 促す ること. 

二のためキ京や受塚によ) ﾡﾡの協桜前をえらぶじ受 • 

らる .

ハ めたえられ生ﾡﾡ条件下てセっと もﾡ長の F7F-

・ン そしこ刊ﾡ済にもっと も導ﾡさ礼る木材を生みだす ロ 

ーンをそら ・

=)ﾡ木にﾡし 欠系町ろ利用てき部分がてきる =けボyす 

るように, テエしいﾡ刃術をた用問コろこヒ・

上のﾡ区に工 り, フランスボプラ ﾡﾡ会は救ﾡ電Wを斜史 

し, 同型則は治水ル林ﾡの号ガにより通ﾡ, 者及されている。 

イa 当 りﾡ大な救本数 x。。～ xケ。本という天ﾡはとクール 

である.. 同爰員会は,み下ﾡ地に対レ・ 出献的マ 歌により技 

術を何上さ亡るつとを後託レているか, そっ政初りが\として 

ボプ ラ 会w ク上 7ラ >ス4カコ ミ>-クーシヘンビレに全 

系されにもを妥村する と次 * フ になる ・

イ). 地下水るのﾡ止する土ﾡてはﾡﾡ救が刊てある・ o 

校術は伝ﾡ的にがロ ンヌ流戒にのみﾡ行されているが。ﾡモ 

ては▽ー ス走域その他に みろがっ てい る～ こク扱術はス～ ・ 

前, ﾡ休作をつ、ることる可ﾡにする。

w). 系に地下水湿がﾡいﾡてﾡﾡ向所をすっとな", 歯に科 

点を受する。ごこるらﾡ衣面かきお二しばﾡまレいも/

てあ る。

ハ). ボプラ試ﾡﾡご初品ﾡを試ﾡす ろこと。ニれはランスの 

ﾡ示クロ - ンのﾡ位る証明ず ると共に. 外未 グ ロ- ンク橘 

值 e も たしかめる ものてゐる. 狩に項名I-ス 4戒に応 

しては君及を我する. このビガロー-H杯ﾡのもたらしたﾡﾡ 

は. われわれの試称て. iククローンよリ上にあろ方 

受ﾡて ろ :

=). 校ね2添功にするためァルミ 合夕材にﾡゴ するこy・ 

アルミﾡ耕チ アルミ長ﾡノゴ*リ はﾡ 上かうの枝ﾡ介ﾡを 

河ﾡにする。 これは村ﾡを高めるものてあろ。

込上の各方法が広く一般に点刑されるならば, そ場所ここ 

て糸ﾡ歩止 ・) をもっ京木 2生起するために不可欠な効を, 

yくも 今野はﾡ線でさ ろ。 画内ﾡﾡ会のﾡほガ立に工', 水 

此版ﾡヤ言ぶ系林芝金のﾡﾡに より ポプラ極我面我 は 拡大 し, 

この/○済に, ﾡらしく ;す。。。 メユメ上ク直者消が移帰 

された, フランスポラ *指の概てXてﾡ た出 く ・ ボ プラ 科 

の刊 ※はポに ほ埼 ボラ 専 消徴だ ボ ビ ﾡ及る - 

とゞまらナ. 土ﾡの. よりえ会利用. mとしてほ駅ﾡやに 

試係丁る向ﾡてある。ボブラ 微 培の 新む な る活1 Yこ二にa 

ろり てあら うか？. それ流ﾡ楽ヤ大だガ字味つﾡが法 

ェり Eて. 修 口 ーメガテラ > グドック形区をはじめとす る 

に分こるてあろ う ・ 清仏におけ る主愛ﾡ浜ホ式淡はボ ・ 

ラ列*ﾡ救のﾡﾡにつらな ろ . ニのボプラ列ボﾡ科に用さ it 
ろクローンは . ¥とセにすざれ, 対H性ぞ8て. 苗 

ほ っそ リし たも の を使用 す る. こ0ﾡ江ずはス不用にも彩なる 

あたえる。 締ﾡYして ﾡ«はフィ> ズにおけるポブ?世救が 

分氏春杯の外で, その不可欠立受性2ホレ, 土 世の歩大限の 

ﾡ月Ζ許レ, 氏米と士ﾡ所河ﾡへﾡ裂Kを わたら寸み2ホ 

fして米にYﾡずろ。 にアのがレ得ないことば木材の多吹2 

千年 ヘﾡ伏 レているこXてある。 知的経ﾡにしソづそ, 合理 羽
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力法をとリ. ボプラﾡ芳のﾡ及は 短ﾡ 戸にﾡと登ﾡ及2可徒 

ﾡらし』。 こり呼がらこクヤにつせ紀にわたるポプラﾡク 

伝じﾡﾡケあろ こ y る急れてはなら3. 7 ン グドック理期整 

河にそ ってﾡﾡわれら がしフ、あることは, ・747年に4 
グッマボプラを書指した定ユ, ヒェール・ ド, サンモーリス 

の救術こ方式立しウばせるセクがやるこご生区起すべたてﾡろ 

っ。



ンピニニーニ

シャンパ

○ゼア

ビ=ヨン
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・ァンウ-ユ回立ギ ラ式R場

治水山林状師 シャ ン. プールチ 

お」 ボール. キェルバン

ケァンウ -ユ村のべ価ﾡ○上に , タ ・ ァ 設 立でれにグ 7ンウ 

ーュボ プク 試験煬 は. 戒症,ムそあリ. 不千にﾡ電常を 

合tて イく上になるてあるっ. 行政的ラよン地的T 行ﾡば 

ﾡ/ゞ泊水山林ﾡェに及し. アロワク監督ﾡのしとI-ある・ 校揃 

的場は林ずぶﾡ場がたの 任に掛っている。ボプラボﾡﾡはァ 

ンシーユ村有光に置し. それはロワール左ﾡにありリ・ "から 

約ノベ・ ブロワ 市 から クズ次 办 理 規, 平禄督は台7。 "てわ 

ろ.

ラ候. 今洋性をお〜たゴワールﾡガの気候を示し・ 浜林甲は 

カシワ林. これはローニユやブロクネが以型てある。気 

&デークはイロワのもを栄刑すろが. ロ▽の ポ富 は。 4 

てめる。

月スz.s.s.7>ク /。 " /ス.千平 均 

河費メジ 曲.ゅ W " s/ w M 7, 歼 今4 カタ宀ヌ 

ﾡ込zy4ナ Ax & ・ /ア x ®? +y e 44 v/ /o?て 

ノ ナ4年2甲 の本方派低澄震 - zoc
身はかなり拓く, 平くなくﾡるﾡ短作常にﾡて ﾡ在に 

至ろうて軍大なﾡﾡをみこおこしにことはない。

土 ノ〜えの系こに地下水面がありボ表土。ﾡ下水司は 

ﾡヌや気部によりﾡなる。 水ﾡて悠い地ﾡは近水すろ。平 

ﾡ土ﾡの性ﾡはか し

P" ﾡ土 年跡 応 ゲた0 有会 ﾡ

ノ ナc"L 4 / ' 〃ん 7 /4ゞ ノア .7

4 cct 4 ス乙 ク バ ダ #4 ノ・乙 乙ム

/ooc 4.4 / ク o シ , /. z ク.0
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この土ﾡはず分のないﾡ系をそなえている・ 授ずごず 浜く 

ixy今をの亡いてT かに形て 水に 試して も毛む行上専の可 

ﾡ性をっ ていろ.

植生, メﾡからここはﾡ対てみりﾡ刈場てあっfた・ そのにめ・ 

景初の植生はわからない•よ困兄セがっているところは•ガ切と 

してH動工しいﾡ刈がェ. 系本科ゲ主体て功るゲ。これはﾡ 

てば ボプラ政ﾡ上有管菱甲をひ至8つす ・

Z, ﾡ織

4). Xﾡ林

これは約 一+。 イ のﾡ衣を旨の。 / ・ o ・ ヶのE列に村者 

すろ. その中。。。上のこ刻5有2れている。 ここには可 

能ﾡりのすべての*プラ長ﾡ, 7ロ -ン水ﾡのられていろ。 

このレクラg ンは教試ﾡ可に桜供されたものてな、ﾡた 

. ﾡ療順ほえ性, 高推期. 的.痛恠などについて の観票材料として 

め られたものて同- o ? ・ - ンにﾡす ろに もかかわ らず,要 

っていろ混ﾡ合てあっめられたもクを 今yし・ ﾡ系令さtろ 

ことサ可権てあろう。 その他にニア木林は 特にす<たピ 

項ワクー - ン乏をょして, ガﾡの科にす る役Wをﾡす ・ ポ 

ラはァス* ヶルの姿子極徴形式を とってい ろ。 ・▽«クー 

ッテ3年 の材期のﾡ付てﾡﾡ杉てﾡけた, 规則正 レ い 

¥2行い, 下水に正す ◇云て癖くﾡえるのが町山のクて 

今言ては耕返るするに至った- 二の ﾡ枚 は回報すろ ﾡに F 7 
て し, ボ叶計する。 ボプラコレクシ・ ンは 7 列よ り放リ * 

州のの列エィ シェvメ系ﾡ. 面砌 厶 列 げばル-ス 系兔・# バ 

。 , ノ列はそつ他4にタガマ ーカ系及びェ1 ェロスニッロ 

マ-ガ交配程てめられている。 各小E抑庶的としてナ本 

ポァラが桜えられ. 上ノジ◇ク妖にﾡ状に布したペ> " 

のgc. 隣木 ご妙される。 フランス で お 岩す ろ ポプラ 主 境 

品戒にっいて, その話程をﾡ示するベン* Eはえて力らか 

じめさめられていろ. コレクションはﾡ在えスﾡ, そクギ
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ノテノはエィナロス系統・ x*ﾡがロイス系続, の*避 

は主としてカマ ーカ系である。 エイナロス系ﾡのﾡク 9 程

デルトイデス, フ/程が=ラメツカナ・ 37秒が=グラとな 

っていろ-

ロ) ﾡ政林

これはロワールﾡﾡのため. 万的ボプラﾡ形役目4米 

すもりてある。ﾡﾡば7* 7αて又ネ林とﾡ校究て行 

これてい る ・ 試ﾡこ ク 戻優 ゲない に こ ﾡがﾡはボ ﾡ性 

&欠く うらみゲある。試ﾡﾡ面積はおどzチ イ ・ パ ・クローン 

て»。・不上 がぜ 救されていろ・ 

ハ) 試除

" ロ ブス アとヅiルナ=ァーナ. ド・フフリニュイクール 

のz^?ロ -ンをみて. ﾡ老前ﾡ, #1,ﾡ・ハ>ノさ 

とのﾡ敬に日する試ﾡを4っている。 天ﾡ林とH標に・ &クロ 

ーンにﾡし反ﾡ試ﾡ そ行っていいりて諾論は感盛件ﾡ欠くそ 

らいが5ろ。 この試ﾡﾡは 7 イa 約>*"本上"系ろ・ 

つ) 苗国

ﾡﾡ/ な* ・ 本試ﾡホ地ﾡて使W すろも不 を生近 

する. 神木ﾡ試ﾡの役すも系している。

ボ)双極海

ノ9ケノ 候 に設置レたもて, ここから 公私を不ﾡ・ 

生俠 由 に 配布 これる木を生ﾡする- 神木は言外に し記市 さ 1t 

る, o.z イ の○ﾡ積にむz.o。 ○の 基株 か ノ ク * ○・ケにﾡえ 

らこれは ノz のクロー>にﾡレ, 手ケガ～4立の神木を生 

短する。

上のべたy ニろク ﾡ木 項 ﾡﾡ地ては。 ポゲラカ地上 ノ 

oxクYころて ﾡ囲旅長を選刈えする- そク汚米は悩みm 

じじく 土ﾡに記へさ 0る。ネﾡにﾡえたボ プラはノィ

- 今年か ら 枝打 をはじめている。ﾡﾡウ味は城W正しく行わ 

れ, 特に高点についてめてある。 すに対レてはパラナオン
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さ来と活ﾡか らとろ甘い消てあり. 油管に対 してu盗産ﾡ 

来を刑いている・

?. ﾡられたﾡ飛の考朱

・ァ ンゥ- ユ試ﾡ場ク ・にわにろ 取は. 沢そ的区判占を 

下丁には至らなかっ r= r にベ しグク反相る商示する. 試茶 

ﾡの 制合に乏い条作のもゝても. ボ/フは回加ロ配ルバあi( 

ばﾡ又なが長 ・六すつとがわかっ「・ 地下水面のﾡ友と毛部督 

上 り*平活は放ほについて立受ﾡ呼をしっ. こ %入年 

百にﾡってもﾡに版知てこるやでてある。 深ﾡと 逆則 E し く室疗 

さォ- ボイ ボは ・いちじる1く生方 ミォ :亡ろいのてめるこY ば た しハ だ.トボ 

プラはたク化口もた性生 5す ろ.パ ﾡはﾡﾡ除 か ら オ "に わ ハ a 

こYたが. 依新因テ作ガを除去て2ろ」うに大熱片計r 

&つスらばなうA しかしポブラ1 &. 当リ 不サドわプハm 
りて,:。 正成なﾡ服に回地多及Tろ 二Yにiる. iポにつ 

いてのべると バルケムボプラYこク費, ¥ボイ?ににレ 

汚っている。ﾡボプラを同てﾡ"さくきえょう。 フランズ 

の在料ﾡクロ-ンはケく とも外国池クローン に比し. い&y 

るものてない. し例外ビしてボプッI - zノグがみる. 

これはカゾレモン7ェ ラ - 卜のピケロー"ﾡ受の扱に工ろも 

のて こ 北Iエム回在 ポツローンよリすぐ*ていろ。 系負に 

yレては. 手のﾡﾡがべそいとこに・ 滿足な炳和の中によソ 

ラのﾡ生状祖る減するこ. それて十かぞある.
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及示ボプラ的料活にﾡする経営収試ﾡン芳条

ノ・ 営算河ﾡの税ﾡ

ゴ本にわける数文系ポプラ救舟は政に始められたしクて, も 

っと b平く植え られにﾡ 京の歳及次商☆N 内のボプラ(ぱ和 

4卜代杯-こクが長武渕た結米ばﾡ系に示す.)てすらも阪科 

9 ○午ﾡ求Cろ り 植付よ り 代以运の一貫 した空全灰藪塔置例バ 

う近しない・ したがって佐き吹え計算2なすに当り, ﾡ※の予例 

にるものとして, 各被求予式る 添ﾡし・ 各砲彩式をポぶ 

♦ る市因チ i ( 木林. 耕％支金. ﾡ格なY. )に歯加な次 

aをかてウてスて客吹天の試4を行うこYがﾡえらる- ハ 

ような1ﾡから 拝ご地室内前作経前イ作ル。 A剤所に条び 

ボ7は店 P各評叔形式を混文 し. ﾡに丈ﾡのためﾡ刑ﾡ 

&tえモ, その瘠くに 超し縫移収支 を演算 し た. ﾡのKへ女 

てく 文ク政入女な2 たウ・ 各湿徴科式の女部ﾡは2は 

と 個先性り髙 いもの で なく 大ホ2ﾡ村立示丁 に チtない と 区わ

るりご各協永形式内の吹メ土教m算をL憂した, 経YWメﾡ 

の基堂区密は。 ﾡ天択の形式て時表にmえてみる. *試算ては・ 

栗 にだ方 の裒象 が1 Eのﾡ有にボッラ 4何散括を及前するﾡ合 

&考たしたのて. 同作め. 試ﾡ表ﾡ数ﾡはすべてこのﾡﾡよ"浜 

用してある。

dA彩式

EN秘ぶは神影が・ﾡﾡﾡとも音われ. 生海ク& 何r尚所 

と塩受にしたものてあろ。 X体的に就りすると. 植栽 憊の 状況 2 

し こは木ﾡ 谴理畑 ・ ﾡ老前所くﾡ店m)ヒしては4*7" 

(反当こ一本), ケ* ケ(スさッ。本) * ゞ(及当 ・バ本) 

の-理. ﾡ地ンレては大豆.ﾡ鈴嘉. テン ・コ-ン 吹する- 

投性のあるものY して用した・ このほかﾡﾡ生ﾡッの教上・ 

ボプラの商作ﾡど肩じもの。 そのﾡ河て一般的もの(抑ろ多作 

uこ, ) &輪作レﾡX余専刑予式しﾡえた。 #に yの福本予式
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ても,同- 作物 の 取 支にはﾡじ ﾡﾡ察価をあて はめ てず算 しt. 

更に器色に正べるならば各種気影えに次の知くになる。

) 米臺足校用 の傷合の 城,影ざ

. ポプラノ*てﾡ ﾡ 高 E 
二の予式ビプのﾡるニヶZ。. ノ今年のり今は 

不ﾡし ホ毋式について消算した,ニカ無式では初年.鹿にH 

ﾡ共2ふくる にめ ( 三そは未ﾡ述ﾡ用ク際には共ﾡてある 

•J•初期 レ女出はたざあみが. 前のにめにォス4日以会 

は致ヶレ・ 亜年わずハなﾡ投(主 して防除*。R板で.) 

土又るにすごない- 収入 ,, 択性友つ主抜入があろた 

てみる・

H, ボ ? 4 * 7神 大豆一-ﾡ鈴ﾡ-オー4 ▼ードグラスE 

この形式てもェ・ ・テの三戒☆の穴対を介 

ﾡした。 こ北はﾡ型がなボてつ谷ね済式てめろ ヴn 

死/日じ人」,力え目ばﾡ然・ﾡ>坪目ばてろそ 

感#の ボ ばﾡ・4 H以P 河だて わ 8 が, オっ うに ご対 .エ 

が 火受なのて. 牧キ名ﾡ2う wf にとどめ. 話ﾡこして対広 

社クつよい+ーオャードグラスとげした, チ出ロ,初ﾡに 

つい てば祭商よ りも多いが, 向作のなくなる 千ﾡはデ* 

作のガ合Y戸じ!にる。収へは同作がノFハら夕苗入 

り. 派後年長にはﾡ事へがある.

ハ, ポラ4*7 ﾡ デン トコー ンーレドクロ -バ---  

オー今" ドグラスZ

こクE aイ 期 ,タ年の区 だけ を予足した. * を 貝 えて み 

て生すろ炎化に, ﾡ例立大ﾡがないYわる"らてうる, 

これも夕前の声収へがへる.

= ボイラナ*ケ敬 一用鈴獅ーオーオvドゲラス 

このEスナチ, え。年・ ・ ナ年 ・ /。年の4期をオえ 

すろ。翊作期同 ダム年前 ( オーチャードグラスス年戸.)とロ 

り ポプラのﾡへも & * 7枢よリ)ムrる。
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ホ・ボゲララ*ゞ種 ﾡ稲(大工)ーレッドクローバーZ 

二れ区丞ﾡして7年て向公収へ入をあげ, ノ スてま牧へ 

&めげる形契てみり前作ﾡ阿は( レッド クローバーこ 

年前, ) となる。

へ. ﾡ教安

デントコー> 一大ューﾡ稲 (活営紫) 三給 z及し 

/ナ年前体能したをの 系び大ﾡ一大チをX役レノナ午ド佐 

したしの多仮ミレボアラ &この絞に用いた。 ﾡ冬だゲ# 

*ﾡの代ゞﾡて功るンきﾡﾡﾡ打が可ﾡてあり. こtをそ 

。 ・氷還しておいた時の形式し考えるべこてあらう。 そ 

所には,下ﾡや冷業2等年地へに取らせ,その対ﾡる撤し 

/ ○年欲には1がに林とって新炭材ゲじれるものと レた・ 

b) ﾡ仲ﾡﾡﾡつﾡ合の植救形式

永ﾡﾡの合に考えた各ﾡ救彩式る受に ﾡﾡの場合に レア 

リ あ げに- 恒し納のﾡﾡ形ろの中てﾡ 受 0 しいもはﾡい 

た- 赤ﾡだの場合Y工るﾡ。初年友支ムエりﾡﾡ長がﾡか 

るここてある.

以上2各堀救形式について吹支 を試算 し,ﾡ女丈税2行った 

ケ体的な 数は 耐系に該る-

ッ. ポプラ4代期取摂盘, 材 刊.

吹メ以ず及びﾡを行うに営り,敗獲量 と村■節ば故も同罠とな 

るもので万 ろ ・ これら はﾡ在H 本ては未のもてみり 

*定によ ろ外な いが. イタリ -と 同樣の広農堂か.日益において 

も期特しうるものとな受し. イ ク ッ -吹殺表(前の・ボー" 

ﾡ数における区賞系プラクぶ長" ) を 使用； 一期限産量メチ 

剰した。 H本にﾡえたイ ク リーボ プラ の发 及 は称か府 0坊氏. 

▼求にﾡられろ如きHJび長を示しており, 甘本でもイタリ 

一型の生示が可能てあるとﾡわれる。 立な条を止すろと 

讨黄は日本の方 が 多く, しかもﾡ期にﾡるクて有刊てある。 

兄ﾡは平ﾡでは大ﾡいが軟ﾡば戸本のガが大て沢査証/ﾡ



ゆがみる。 しかレ況戒により形型がﾡられろもてある。-な 

ﾡ浸 イタリー てに P"アビ古 本は ア" 4チー , 日不ては石ア 

によろ 塔正 を受すろ。 ご味 レィタリー 報指旭 てﾡﾡﾡﾡえら 

んてい ろようてある。 二れらはい プイ( も 肥に 工神ェレら 

れる もの で, 役合す ろとロ方 "立条件けイ り-に比L千 利 

てないとﾡわ ・ i 紀 の涉 走. ロ そ税される ごわ ろう。 ィィリー 

ワボプフWパ表2 ﾡ用し c 日 みごの倣期ﾡ償 卑 を 予測す る ゆ台. 

商 木 昇々 に ﾡ え亡 ばモらぬ。 イ9 -つﾡ木ロcみ, (ボ 

が 生 ・ 上部 え 4生 ) 目 キ ごば C タ タヾ者泣な nて, 日 

本て zc償ﾡとすれにの北はィ タ リ ールボ系ク 年 

の 撮に示す/迫匚明曲キる- Fがﾡ市ﾡ岡・*ジ7年岡付 

/ 2年主形式に対しこイ ? り -ii ざ求天例 う 状 皮 

材預を求めた こク砂式にﾡ»ルくケァ てはェらめいら 

てある- ﾡにﾡしてはﾡﾡみゴホに 1 Jj バ ラサ カ前 a パ ・ く. 

4 タリ -て力ﾡ催はﾡ w にずをるェうにおる。 FA0ポ 計に工 

AL. /タケン耳灰/イ タリ てワホバラヤ悩けあこそ,

* 工地没ほk
ベーマ刑 ・・。 "/w /ス。。 ・ "

ﾡガ 用 4oo2" よ・oc・

パレ用 〃クク"、 どov»

となっており. その、刑 い姓い。そこて, 林方のお立に」 

り , ボ会て述定 レた ・ 東二地方にあけ」次优カプサ 材M 格： 工 

ﾡ用させていたゞくﾡとした。バルプ材候格日台り /。, ド 

ベ=ャ ﾡぼﾡ戸 当り バ7。eFてある. ﾡし血受ﾡレ九* E 

単価なのて. この単価 を收犧我 ﾡ示す立木材横に そハi、メず 

ろ わけにほ ゆかぬ. ま立木林称にの.よを来じてﾡベ村AYL 

更 に木集材炎 を戸場り /。○Fとみてこて2及所当りﾡよ 

り 減じ,バル プォ 石当り ク。◇F・ ベ=" 石 当り ノAg。H 

これを先のベﾡ預に書けて及 岩り 材ﾡ名呼技 した. 計だはN 

ﾡﾡ材価ﾡにY づる
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表刊汁算に肉用する刊手と して4z &使用 した。 こロ#ボ上 

しにLば用いら.示二の収ﾡ試4○系型ともるうべzイ ・ 

ーボーﾡ氏のポプラ事天計算浜( ニ区立ﾡに"ら4【千*位 

」用いている • )ても4みのP年字をﾡ刑していろからてるろ. 

約乙のギプワWヌ表b洲に記致さている。

グ ブラ※ご事安成扱クモのの諾預様ビビつを弟

&報協R形 系て秋xした吹烈選はﾡ浜に工らてるりてある 

が二 (てば 桜者形永向のﾡあと殺が未ない。吹ま ○ﾡ体系よ 

りし・ 各彩 式 向" 優为を明らかに す る こと が, 本ﾡのHYE 

のてあリ, この 目的かために,、 吹の英ﾡとなる比ﾡ状るﾡ 

め 二のﾡﾡをくらべて.各ﾡ徴形式のﾡ夕を支める以要 

"ろる・比ﾡﾡとして事上げたものは. +ルﾡH. 労地預. 

前丹・ 労カ置•ﾡ幼受学りﾡ得てあるがそのる。について改 

甲しよう・ 

a ) 土報酬 
・

河調べに相台し・ 土生意性を比救する宿ごp る。製式 

て示すと,

多ルーた8.=c cx=2

Az =&年の吹ヘの主ペﾡにおけろ検ﾡ 

=倉 クﾡ○主がﾡに ラける後ル

2 =生#対京 D=土畑領酬

b) の報部

金を说じて何た收入が. すべて物財費天担と流例対節と 

レて天て利益がないものとEたンき, ノゴノ人営りのが 

ゆ対ﾡがこク分例形酬てある。 物許*女払ン労は,いプ 

*も 4 スカ科 率で獲利計 算 す ◇ ・ こては労の生浜性のﾡ指様 

て ﾡ座分が前理どなろところて区食受となろう. 型浜 り 

u, ひしろケﾡに更初すべさ指謀てある。

式て示すと
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全4t-全B=C
こ=/

*C フ=E

A と

p 

c) 前 付

三各入 ク主ﾡにおけろ後ﾡ.

=名年物ﾡﾡての主代堀にちける快ﾡ

一 (へザ受 *後督係 ) り各討

・労例報酬

タ台 年平月狩てある ・ 刊子秀慮それていむい・1ぶガ 

め の対も 電今すろ ・ 派次の中には•勿#。たいなるア xりざ 

g落 も多い と思われ： 各 のて . こも通呼とレて術川した-

担ル入合 -・ ﾡ責え払合
- ﾡﾡ4炎

d) 役入かそ

年千投へ坊ゅてあろ。比、 ぼ: 曲血 は 他に ばして 乏しい M E 
われろが, やり経ﾡてそ埼ﾡてある-

e) 半位ﾡﾡ当 ・ 所铸,額

二(レー大・ ﾡとして の形ﾡを付っ・ 以上ク指ポの"ェ 

り, ﾡ客矛六はﾡタは. 白 己の経務 目的に一政丁 ろし,を 上り 

こに」って各ﾡ称秒ﾡの有P性をゆﾡ討すべとてろろう. 

こて工てボブラﾡ約救培の枚女ﾡ算0対条ど して温作務と笈台 

した形玄けをとりﾡサ, 利状 栽病 膨 技ヤ 林旭原野に紀我丁 る 

形式はとらなかった次こては立刑すべさ吹戒天ゲ子えになく

. が 祭前作城の収夕て. 順推しうろてあろうこ方えたからて 

ある。こクﾡ0終りに, 本営ﾡゲ丁ベて反当りの算てあるこ 

匕を注意してあきたい。 イ当0事ﾡよりもﾡ家らとしては決 

用 し やすいてあ らうと考へる故に反当り て計ﾡしたのてpる.

す. W指像に「ろ各ﾡ徴形永ク所ﾡ

各種徴形 ※の攻支経対ぶは付浜に工る とおり てあろが, 2*出 

単に攻置る示すに»ビエリ. ゆレて 方 を端 じ得ない. *壇書
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秒式の佐そ・ 労位登が異 る からだ. そ故,*下に. る連ﾡ形式 

に劇し算し て#たにﾡ様る 刑いて各形間の吸あを止ﾡする 

ものとする.

2) 一般付ﾡ句
・

永ﾡ既耕ガを通じて一ﾡ的にﾡえる季. こてらﾡ諾 

標八成ば期 パ ナ与上クポプラ極者区が活く . 比数& (ガ) 

て低いことてあろ。 恒しボブ7ﾡ救区ても, z年0畑然 

ﾡてば, も ○様はﾡE上 り悠い置を系す.

b) ﾡg ( ボ )この対比

ネビの光会. 土ゼ報酬てはﾡﾡを取へれたﾡ&が弟/ 

2さゅているが. 二 北は 陸稲 が高次去 2付らてる作 てう り. 

そoﾡ曲はﾡ格支持があるからてあろう。第2～ン付ュボブク 

Eてﾡめられている。これはﾡ稲のあさﾡ吹去を除さ - 

般にボブラロロ。 なよりも杯刊てあるこYを示すレクとEわ 

る ・ 労ガ報酬てはﾡ ノ位～ グ位がボブフ z. 隆岡はチ位とな 

る. ﾡ郷でロ大弘一大夢るゲグにあるろ介はボプラ会 ゲエﾡﾡ 

浮において上位を しる ・ そのの 諦 ﾡてもポラ区がﾡセ 

に立つ・ 指採を比ﾡしてみてボイラ zがﾡに 立つ&田は联ハ 

のWに手労の致がすく ないこ とにある とxわれろ. 任ばて 

も同ﾡの傾ﾡる示し・ 土ﾡ酬のﾡノ位はﾡ所z, ﾡえ～4 

位をボプラ災てﾡめていろ. 物ﾡ書ては矛ノ - ナ位ゲボプラ 

g, 所件ても死ゲ大丘一大秀区てある承のほハはボプラ& 

が俊に立つ, そね以下の指ごもポプラ又ゲ有とな ってい 

る.

c) 植栽周隔, 期. Fダの比ﾡ

アブラ穂戦 £ につ芝, 書桜前岡,方. 商作空をお妖する, 

米ﾡﾡては一搬的にみて 4 *フハﾡがチ*ケ～ﾡしレくは: 

メジの種よりもすくれていろ, ﾡレム* »ﾡ祭N介, 年 

期2は, タ メナ 極ﾡ作 / ;ﾡz よりあろ. このﾡ付はﾡ 

#地てレ耐て・ ﾡ科前ﾡはムy7 植 の方がそて以下 のもの
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よ放いと思わろ。 平及ぢ消てあるのて, ポプラ は その原芸 

初ﾡにﾡの総合 をるために本いぶ長ﾡ前 を 前要すろ からて 

あら, * ジクﾡの各は各ﾡ芝を一ﾡしてわるﾡり, ﾡめ 

て低泣にあろ。 二て低代列のたにめてもあるが. 戸Nるくリか 

へして ﾡ効 ビ して影みぶら広いﾡﾡとしたしのに及ない 

ことアAの 刊行裕 に見られ ろ 通り で,いてにせよﾡい狂な 

可ﾡ千利てあろう,

次に対る考祭すろ。 4* 7協のF. が期はz よ年が*氏 

のﾡを示すが. 材預 千放長受ゲ減 大に正するのはz/年度と 

ﾡ祭2cろので. 2 ダ分卜べ我賞の期とﾡえす ろこYてS広 

い・ 電 しﾡ研だのキガ報ﾡを足る と z ・チ代期の方い=す4穴 

ﾡよりし 有刊ﾡ &系していろ例もあり,パえ。年ての注 

ﾡ様 どzの そm は 割合に,悠血 していろのて, あそらく> 

夕年向徴 が諾ﾡをﾡ じて系高のﾡを示すものと北緊さてる. 

以メ上は 4 X 7ル祝のあ合ごがチ*チル極のル合てば土ﾡ称酬 

ﾡの報例に刺して. x。ﾡﾡのがz 年然期 上 り しゅずか 

なパらが刊な憧をしている・ こてば刊ろかのガmが立木の 

優竹がよりもXなみゲめてあろう。■すろ に 伐期 は z,~N尸 

ダがせとXわてろ。 ﾡダﾡﾡ例が少ﾡなのてMﾡてこo 
ゲ. 幣新ずに秀えてポプラの派ﾡる田をせ段り. W益の高い 

係物を周孫すべ茎であろう.

4 . 院入と向町牧へに対するX家の評価について

数 ¥ マ算 で まわし 難 い が. 経そ芝方としての 政あのﾡ成は ャw 
てき». *ブァ秋区ﾡ物と求なり浜ﾡにわたりﾡへヶE2ろ 

b@て. こによリ生ずる ﾡるの若ﾡのﾡ態( ※*ﾡ). 

本人 の 起ﾡに Fﾡみ ゲー ﾡに値すろしのどﾡう. いかにボプラ 

救による吹去が大てめっても・ 専冢個人 の 健済 が* 划, 悽収入 

にﾡえらそのいな ら ば, かは金袋ツに は耐えられても 主 版的に 照 

牧へ状ﾡ2永後を体乏す ろら. を歌際のﾡ票に点係なくボ 

プラ救方をたにめらうでみろ っ. ボプラに点ﾡ性があろが米金ﾡ*
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いのに反レ・ 海作 ならレ < とも 狩て 吹へゲ得られろ強み 

がある- ﾡの比吹て示さえてたボプクZのﾡ刊性は, ﾡ射にわT 
る魚吹へに よろ若ﾡによっ て 減殺 ち か ど る &い. ボアみ契的 

Rﾡのどこば. 合班的なﾡﾡ企納ﾡに よ『この障番 を 軽贏 する 大

ﾡがみる と思わる ・

7 . 能鈴

上. ﾡ的して次のむく結旅すろこYケてさよう-

a) . 陰ﾡのき項刊r価格天みカろ作物. ヌは*れ上フ*本

があい作め(ﾡヤ血郊の売求. 札赤風賣 など.)に 比 較す" は,ダ 

プラ救培は不利てあ り. こ のじﾡにポプラの入る条地はﾡいと 

当+ x : ・
b) 4モ・ ムを主体じする☆作地滞ては. 夏ﾡが浜のﾡ次へ 

&いこわめ暖り ボプウ救ﾡﾡ利てうる .

○)監6所照は4/ク,似はえ。一zケ年. として前をな 

す価長形が有利てあろう。雨作物は 任 法日 が,ポアラ生ホに 

停書を 手 へ た. しかも高吹益をしたにら丁前休常が好しい。
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る ﾡ受ず章を系表
木想地 の歳合

各年" 1 
入合」

木想地 4 * 7ﾡ 爆商作 マ5 3曲読

パ 4 <。年 Mはタ0
* ・ ・ /ラ年 /ス54・2

♦ ・ 大受一馬遠 - オーチャ ド7 ッス ズ5 47/2e
" ◇ 0 N27多/

J /今年 /474
4 * デ>トゴー>- レッドクロベ- オーチマドアシス ノ5年 /4</sn

s*sをﾡ 大豆一馬芝ーオーチ〜ドゲラス区 ズメ7ラ5パ1
今 » イ スク年 マパラ5バl

夕 ・ / 5年 / ダマ35
ィ ・ / 72メタク

4 み*ヲ"枚 Eﾡ-レンドクロベー因(ベ74F目 /ス 年 2Pel

・ 大ローレドクロバー云(ﾡ7と卜目> ノス 3支3

/ 通 ﾡ デントゴーンー大且一陸福広 ノ52&e

・ デントコーンー大E一意鈴落区 /スヌ75パ

・・ 大 E一大数&

・ <バ

本なにはる形式に対る収えの紀対ﾡを示した。

8水入みん期 
にﾡける 
依 価合計 ※合

各占支出の 
依期におウる 
彼回合

リXどTAレ 8年に支 
されたﾡ敗

点ルルヴYYATu管uI, 
ール*袋価合計 
(収 基

,域期匚力® 
後 危合計

戸
うPタ/PP 4<4ダ2 /アム房布

百 
//マ75 百 /S女ラク タ35

スノ5522 勿アタク "タジタ <2ラマ/ /タ2o ラ853?

/ス5422 46.450 アダママ5 み身な /ヌ452 ス4475

454ラ47 8z/2P マ7メバx4 /タ*/ え5<2 5ヌ+タ/

ヌ/タ52ス 7タ4°0 /ラス345 /ス4<7 スヌ/0 4225ク

x/2705 43/22 /メ27ラス <2ラ73 ス44ee 以次

マ 7/47 4K/2e /ラ<5タ/ 7555ふ /4440 ラみヌ2P/

ラシタ7タ タx742 マアイイラマ 47ララz ス4720 8夕77

74マ&ク ・メタPP夕 <ラ5パ7 &Kス22 4zラ72

/7ス4xズ 4472 /タァ*K 3ス7 スス7ク 4タイマ火

クみマラ 52x2 24.ララP /マ7火 /2～0 タタイ

/3242 <8.<52 /ス5パ47 <ノマ マタ/52 ラ5447

/・6.234 <Kx2 /夕/ママ -/ろ254 P 7K

xマタタム5 タタタク 4タア7/ 727ス4 4～50 ¥<44o

/82タクx 2&202 メタタ/ラ ス4うSP xタ502 244ララ

/44e スマ44=2 タ<7マ/ 一<Z2タ/ 登©4 メイ4ス

48Pe — — 4522 一 一
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各ﾡ教ﾡ式に

救秘デ
る。 

原、合.!

ラSxol

夕 ◇ . ク え。 耳 <パ55バ

◆ メ /5年 /5<バ

・ 4 大受一意A芳 ーオーチドプラスほ ス5圧

夕 ズク 年 <イ5

・ ノ5年 / 7<r^

5x5～連 大E-馬磐-オーイャドゲラスほ マ5 <4スラニ

今 スク年 マパヌ5e

4 夕 /5

み*みス植 ﾡﾡ レッドクロバー区(ば?年助 / タ5クパ

畑地 デントコーン ー大品一馬4ﾡ 区 /ペョアラバ

・ 大豆一大愛区 マパスマ5パ

ク デントコーンー 天豆一ﾡ稲区 /"か

ﾡ新地の 場合

※試ﾡﾡﾡﾡ

g年収入の 
及期における 
な合前 天出合.

各野支の
期におろ 

が価合請

y 入 A
三れた写財氏 
の合計

ータ検価合計 
<収 益>

コスボ平ン 
衣のべ射に 
けるダ価合計

F 円 円 円 円 円
ラパ5/22 4スK52 /52745 "夕方夕 /3452 55/85

マ5520 ラ2250 2443P //ダ34/ /タ25o &2P

/ス542o ラス40 424マ5 44P75 /ヌタ ス4.45)

45&ラ7 "/ク〃 ヌ/4244 #7.吻 マ5くo ax2夕/

ラ/&5ス x4eo ノ5x2&5 /4夕57 ヌえ/2P <4252

マ/27P5
・

5/ee /oスノタx /2ヌ5ラ ス0422 «ーラマ

クア以初幺 <272e マ/イタ7マ /y% ス472e sS77

マタ/タクン 4200 /ラ<255 /257ペ7 4マラ72

/クスどスス 3N7ル /ペ7YY 7ス878 マィ720 咫卯

/4247 5445o アタァマ7 取/〃ヌ 夕/52 s447

/82sox タて 20 /ランラ 5ス2gP スアタル 必“”

/44o ス/*50 ヌタイマ/ ーラヌ4タ/ 5445o タダ*x

ス2545 ”アタク //夕/7/ スく52 勿必

ﾡには各形式に対る妖夫 の相対思 を示 した.
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属支比較ﾡ 本「更 委__
未ﾡ地の場合

ﾡ 旅 ﾡ 式 土地報酬
(地ベ

ま想地
(位 : F

4x7賞植 服’ 尚作 5 4 マノタバ

• ク ス9肝 7 ； スアース

4 ク • /=年 /2 / ア,ノ

* ・ 大Eーバ製署 -オーチドゲスス区 ス5e マ : タマ/7

ャ ? 0 マクり ヲ j ヌマタス

ク 4 ク /sf 5 ; マ・クア

・ デントコーンーレッドクロバーオチリでア ラ 炎 ： タスイP

s*夕x複 狂 -写然密 ーオヘドゲプス区 え5 /ヌ : /ママ4

ゥ ク <ク 弾
s ； 27z4

夕 ・ /5年 ァ/<*4

+ ィ /P年 タ ； ク7

ク ラ*みえﾡ ﾡ用ーレド? uバーで (Wペ7年 > ノス呼 イ ノタ

・ ■ 大E レドmベー区(ベ7日) /ス年 /4 ； - 77と

夕 畑 地 デントコーンー大E 一唯ﾡ& / i ヌグラ"

w ・ デントコーンー畑ー月我新X /ラ : メビ

r ・ 大 受一大ず区 7 -マタタ"

4 雅 水 林 //i/ <タさ

祈
年 

得
耳 

投入位登
学位第得当り

所 将

就；

3 :

円 

夕/

ﾡ位
マ

円
/ 4 4

頃位 ?

/ ;
人

浜位 '=

/ : ヌ3ラろ

4 ss 24 7夕 ヌタ ラ :,

? i
7ララ < ; スケク ヲ\ ? <4ララ

/ i 24 s / /ス ふ40 44 ス ; スククス

ス * "3 ラ /メママク 5ラ マ//7

7 350 4 252P ? ] <ダ ラ : /ララ/

4 !
ふs4 = ヌ?47 み : < /53K

o 4ふ S552 ラ : 44 5 ； スノ//

s : クララ 2夕2お = j s5.o < ； <7く<

? 7" ふク77 7 •: 5< /ク <ダメス

/ス j 5" / <275
/ス 1 s 2 /* ： え5タ

川： マヌ/ /S s4Y4 /ク <s ノス : S32

s;
/クふ 5 /夕 ? ; << /ラ 52 /

5; タ77 ル ふスP2 // ! スタ // : <24P

// <2/ /z <xタラ /ラ : タア /夕 クク5

/3; ラタ ダ /2 ◇=マ / 3 マ 7 /< グクラ

一 z <22 : — —
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ルﾡとﾡ指

当 敍 形 犬

M ・|

土地報酬 
(光代>|

阮粉地 4x 7えﾡ ﾡ高た <5年

項面 : -

今 i ろ/7ラ

夕 夕 夕 さ2年 < • ヌ/ス*

* * /今 夕 ； <クア*

夕 大E一意栄著ーオーチドゲラ ス& <5 火 i ダダe

4 ク 夕 < x ! ¥5e <

* ク /5 ラ 5

伊 *5み植 大五-Sペ場ーオーテャドゲラス 区 必耳 // ■ <ラ/夕

0 ク ～。年 タ スタ=s

* ク /s 7 ヌパタ

み*3スﾡ ﾡ話一-レッド7ロバーロのべ 7年ﾡ /ス年 /ス /クタ7

畑 地 デントコーンー大豆-馬供乗区 /。 ス4ラダ

夕 ク 大豆-大す区 ノラ -/°

ク 夕 デントコーンー太盟一 ﾡ希区 / ※夕75

標 二
ﾡ料地の 最合

男例報酬 加 得
年 

ﾡ入ﾡﾡ量
単位ﾡ仲量ヨり

折 ﾡ

位 円 日 ﾡ位 ： 人 浜 = %
/ /453 ヌ /ヘ44 / ： / ; ダ?ダ

ズ ; <527 ; 夕4ク5 .4 ス ； うラ4ア

3 i <4s4 // ］スク” ラ : マラ 4 , マタ=/

4 <42< / /マ242 今 i 夕 ラ ヌ4=ラ

: /z4e 3 i < ママ2 7 ； 夕? . = <ミ77

7 < x84 ダ j ヌクラシ /〃 ： ダ= s : マノく<

/〃 7 i ろタ50 ヌ2 < i え4ラS

テ //24 ： 352ふ < a4

夕 ; // /2 : ふ77 4/ ア < ラ=メ

/3 ろ 72 /ラ 5444 ? <« // X マ7タ

// 夕77 /ズ ： <マ3マ /ス i ス 55

/ス 女ラグ a i /•久 2S3 クか /ラ : そタラ

4 <xタタ ラ : み マP o < e /e : /35ズ
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ポラ専用 (兵ﾡ

本系には灰ﾡ地に懸戸作でボアヲをぶ岩 した場合の水文試算権果

ﾡﾡ 中新などは&<ア常悪向作みの場合とﾡじでる。ポイ

先作)ボ方収支試ﾡ

そ示す;他の表と危枚するも 9もある.

ラだげの ル支 を更るを めにボ軍 し た。

植救向ﾡ ば 期
冬の 

収入合封

讎

にﾡろ 
条5合計

K入和る分

久 w 4 チ円 彳円 ゴ
今*ゲ /ラ /マ54 / 4

スパ マ255 ズタ5
, -

ク — ラ25./ ラ25/ ー 1

s*x ダ" / 2 <4 マ 4.マ
•

/ /与 /ク2/ /22/ 一

* ヌク /444 4 44 一

ヌタ マ/ダマ マ/イス 一

ラメ *
(内ビグ肝目

/マ <<み • <ス? </

る昇の 

ヌ合計

各占支出の似 
期にゃける 
ﾡ価合計

支出利子分
(蚣髄母骸)

千 千円
ヌス </ ヌタ sZ4

o 夕/ s/ // 5

7 / ろ/ 牙# / クダ/

スタ グラ /二 ヌ

<7 * ダマ/

ダラ ラク s4 <74

5o /ビて アて ス

ダ ク5 ララ - ス/
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ポプラ 当 材ﾡﾡ算表

"--

ダリール、 反 当 i
—

べ 期 ﾡなにる . 1 刑別 名 M 系
Z 羽 妖ﾡﾡﾡ :

」
「ベ = ヤ ヨブ s /3マ

&*7* ノ3耳 /« 町 ダ"

Lパ ル プゃ <7 マ5

「ベ=
夕 ス o /ア 43 1。

・パ ル 7 sか ラ=

=x 5ヌ *
ヌ石 4 牙/

バ ル プ 4ぷ 22

: ベ= s s # *執s* 2 例 /2年 ク年 ノブ/;
♦ パマ ル ス。 アス e

「ベ=x x 4 夕
/ 今 / " 5

しパ ル プ ク

ベ=xx レ / 7
* 2 / ア 夕/

パ ル ズ

「ベニ ス 5
/ マ5 ス 火 < ラ

バ ル プ y s

•
「ベ=x ・ネ*3? 74 <年 7 ラ 1
バ ル プ /20 7
ベ=x / ラ* / ス / / / 今l________ ピル ス ・Z / 3 

---------- —

村 ﾡ
丸大ﾡﾡ

材不石*28
石単価

全 ・

反 当

絶区入
註

47万 <422円 <2320円 円
・/えラ422

アク アヌ

タム 75 ～ダ2パ /マ2 ・2e 1
>マ25540

ノタ s ア ◇o 35522 1

タタ ノx4 <422 ス2<42
・ 多石:/ル

/ バ/5 P22 /パヌラ20
•

4万 ラ石 <<22 F 4ダ22円
j *答ペパ

5 44 ?2 イ/eo

ラ< 4 <422 ダ<<ee
• /Pヌ/eo

7= 475c0 •

4/

/スズ

P 

夕

<<ク2

アクク

724パ2

タ スe
/4.<no

・

タク

/ラ 7

アス

//ク

<422

クク

ノ/タマル

アタ ode
マ/ダズ22

o ・ 2石 << ◇ ◇円 o円 円
周枝快入

クee /& 2

ア < <22 2<o0 卜 咫/クク

Z - うS 222 うダマ00 J
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百本にジる区及

京 ﾡ [-55

系沢みラﾡ長例

ﾡ圧こ径 アィ

長 (> 商 高 名 嵐 ま (co

総版長登 相 1 成低率 ﾡ.圧 &4・ A全

/ ヌ4o え42 え<o — < バS /S

ズ 4 ス/ x4 / そ // アマ5 = マ7 マョ ク

23女 え4z <タテ aてa ヌラ z4 7ョョ

メ /2ス マ7/ 〜グ
1

// 7 ヌ? <? 22

与 /ラ0ラ マス/ x4/ マ2 ダ 4.4 4? ヌラ 2<パ

4 / o /57 ス4夕 /ダ マ/フ 447 <夕 引

Z . スヨ <シラ マ ヲス 2 2 55 22 4 /ss

発 な長 (a引) ﾡﾡ意京長(優/xメKOが端部を除く) 歩

2A4型
迎 毎 
ﾡ長量

平 斉 
必番型

成黄季 献任置
ね告

釈長年

2274 220974 &x74 — 一 一 .— 一

Q054夕 200K7て 以ルス” </2 7 一 — 一 一

&0x/マ 2パ/574 2o7パ2 スタ7 = & ル /3く 290e4s5 —

2s4P4 o03ラ7て 24/37Y /5タ s &0ラ4/5 &パ347ア ・402e4 マ5580

&/x/ラ 22&s/7 oxP/ //ふ4 4クア7/ A04354 /スタタ

ノスクタ5P &2xア4/ 40ヌ4アx Z*ラ a/7545 ペ2P5Pヒ &2ラx4/ %

2ラバラz &バ2バZ2 204#ッ7 ペ/ox/? 224マ55 タママ

受型 I ーマ/ 4

*合
当 百 式 長 ― (_ ﾡ 高 直名成長

---- 1----- , 
(cxt)

番錢 ・
ぶ浜年 総成長型 景央霊 新長 A浜学

/ ヌタマ タタス ヌタマ — ヘラ /ブ

4 25 スララ ヌク3 フ/タ ふ /今一く

ラ タ/4 纟" 5< / ss ス? Sョョ

夕 77 マイz N" N发タ /ヌラ 5 ヌョ ラ</

夕 /4/7 々 o マタみ マ a /アス 5? ヌケ ダビ#

4 /タ52 < 63 4z //夕 今7 纟ス コタ7

Z /Z ヌ <5マ ス 4乙 24 ズタ3 4乙 ダ3

ﾡ恐宣名 ダ7
平 材 ﾡ 成 長 (

................- ー ------ --- 7
ﾡ林積ぶ(径以下ク断賞評&岡く 2

価佚量
更・ 重 A長年 鈴成会量 ※sこ 京長年

44パ272) &4275 220e7s — — -

42パ4マ/ &2パ5ペz o.00ラ// <ァく/ — 一 — 一

40z454 20マタ5 2e3夕5 ラスZ< 2.20タバ/ 220-5// 2e2/7e —

20713P 20507K 20xアタス /タ< 2 20572P Ae5x2S 4"/アヌル /23～5

4/624o 02x/o 2.0夕38 /夕/ 2ラ/54 Aofz&5 42/57z /4ヘ7

ヘ30ララ 2/シ3P3 205ペ5/ ～ア o &x5イ4z 23=2ア &クスマ5ス s夕/

2x3P/ 2パ43xく <S2 2x32 o./K22 2oペラ 52<
(場> 東京・ﾡ区政稼京銀次郎氏邸 (ﾡﾡ状ﾡ> ﾡ太植式

4回に分施 (伏採) 4坪み月/ラ日 (ﾡ菜 /商岡の区分ず

(ﾡべ) 32年ろ月ﾡ苗○%植付 () ﾡﾡ4本、化京料火夕探、 

にぶる。なお、ﾡ氏の評分る除いてある。
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察官收支試算 の基礎数値及 試算明細

i) 不なにﾡ・ 主ぽ混放ﾡ式にﾡし、各ク収支を項目 

に試ﾡ したﾡ求を示 し だ。

ii) ﾡﾡとなったﾡ値はﾡ考にその派と明らかにした.

i) 本ﾡに記ﾡしな(ﾡ系形ﾡにﾡしてち本云と同じ基

義敖値を 用 ハ 岡 じ言算委領で請卒 J た。
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反___ 当 リ

(5*5み所 み 当り ダど0

さ 亮 ヨ 全 取 一交 力
ボ 商 適 /女ク20 マク でう

r 
£ 软 入 大豆収盛

支 • 沢クラ想穴坂 ゼ付 a

• ボ ～ラ首木 代 4ズ020
<,

・

苗 ネ ﾡ 送 ﾡ 32ク

ボみ ラ 町ﾡ料 < て 52

・

数系ズ和 < 50 o
六塁種子

大E雇料 /220 1

六こ坪同作求量 マ220

計 // <20 s

_________________ I

* 用我•&ポスラ；ffi讨⑺桓を含 あ>ス 上小煤貫 (日当720円>にふろいはでみるが、計上これさ

m作 4年. どﾡ ノタ年 )

明 ﾡ ﾡ - ﾡ

ヘ で天々2 人 作業人夫貝ス。 子■務店 でク 雑木林用依英側、ヘ

天ﾡ は時ﾡにこ ッ 類 した。

反当 展菠 //oK子 単 缶 次号は同ﾡ老京択調丞(A 
合送地季市ﾡ> 平価は年0耳 

受走

六壌植付ﾡ度長 /日/ヘマ。ケく 海旨実例 /人 / ヨ功力程姿い 山

クク"X47" 47*2 束数40 ヘ天 地5ケ 7ﾡ地 x»〜xらケ 畑うヶ\
受 722 F日 ・

ア当 «o承 単価 な ﾡ /0円 パル ズ会販志滅悠与ﾡサシ示

ク ○戸。 52円 ィ2日

ノ本当ッセ素ダえ円 トラック 本州殺林英列 但し運炎本※

運質=門 〜v9e本 上

/不当りﾡﾡ々K 応o2 ﾡ原ﾡﾡ例・ ・田氏ﾡ次ﾡﾡ

卓石/542 ﾡ加422 /本当 最なﾡ 推ﾡ/本当リ/クトのみ

ッス0円 石次反当与ﾡ(えタト入)

価 ラ2円

と する例も あリ・

受祭/220. 作業長/人与Po
反当愛〜イK子 単価今5F 岩チ京=ア パイロットファーム 

規部資料

成*//K 登石う4K 複加/2k ク

受当坪向効ﾡ登人力で天 〜0ヘ *

作ﾡ人末賃 のク 門名

ﾡ新作糸ﾡく日当与ク0円>る僕用 した時のケﾡに浜(日当に定止側 して( >内に示した
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1 ﾡ 三 さ 顔 「 力 i

面 入 意公寄夜

1

1-----------------------  
/、320

* \ 出 ボアグ補種 /お52 »s«ク)

酒ﾡ・不 K ク o
苗木-雙貴 ラク

ﾡﾡメﾡ布 < 今2 2 /
意署ﾡﾡ ラ～=2
月、公炎 ﾡﾡ 72e
思典延与河整 ララ22 /2<

• 計 / 559 /〜<6

入 オーネャドグラス関 2 マ52

支 宏 兼兼妝布 <=22
・

オーテ*ド種子 !

オーチ*ド 肥料 500
ォーチード評同作業ﾡ =。 o

< 752

N 収 入 オーチド グラス 牧 震 ふ <与0

夕 * 要※布 /20 /
オーチて ド形料 与2o
オーチャ ド年門作求量 ヌ=20 7
,請 ラ与o0
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i ?_____ 西
及岩 /3<4K 単価 ヲ ウK 商布ﾡ宮来突永西ﾡ

次与友経質の / 割と る.

j ^

ス当所繁タクK 単価 お%

成字/k 武ﾡ5K 遊meK 

ス当同ﾡの登ヘカで至/4く .

作挙へ大受 500

岩チ素ニナ パイロットクム 営惑ﾡ帯資#

◇

反 反 s0o yとしピーター ッン法 

によ り研価ろ。

• L；
X林水産*生ﾡ庄上会送刊 依 
革の料居 にXろル型はﾡ公野 

強の例

初耳灰U団じ

反 当 委 / 守 単価 s2 円 

統ﾡ火K E戸/7K 塩加アK 

ヘカで刈系ﾡﾡ/ロノアメラく 耳〃 

回M 浜 活連施肥に パ ヘ 番ﾡ坪灰 

はﾡﾡ/ラヘ 活種。5人加える。

部ﾡア領総ﾡにぶる-
*

ﾡ木ギ全駅の 東側か麻
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4 属式別 項 百 全 夏 動 2
マ 支 五 本 <220 ス

※ﾡ布 <520 /
t <520 ヨ 1

受 ビ M ※ 受称布 752
新 玄 752 <夕

( ﾡ 打 > ( 々22の (<)
計 /ラ20 ス

くス.50 の) (4)

取 沢 入 主 /クラ /ク2

x 
王ので合

ル 入 • 主 4< 00

•

-- _

人 兼人天質 今20円とする

E示のヤ最とする.

/ヘ/日27夏 作*人天賃

2円 /巨

4 ～ 4年 ﾡに /回ﾡ施

.

却6 金選
ベキ 223<ラ万>ス4五 ど2o "ルク タリールﾡ表で卓払、 本価は木

" ""*E 知行 "パ "でパ" ﾡ枚質を百/2。 円として波じ 

主木屈と したもの

ベ=x /Q (忘ゝ ヲ石 な。 4zo
_

・

•
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当 リ ス支ﾡ

くダx7? 同岡 ノ&当リ ズ50
水ヌ剤 項 目 全 製 夕2

出 商 ﾡ /222 マク(スア>

I 入 実受デ>トコーン僕 彳ルク

夕 出 ボアラ程六姫初付 oo メス(7>
ポみラ 町木べ x =。 o
苗不ﾡ炎質 20
ボみラ用 死 ラ 50
ﾡ察ス源布 < -" 2 /

デントコーンﾡ子 ス0
・ ﾡ# 52 e
・ 門定業量 — o 2

t 、 2 s52 み

I 入 レ ド クロバ ールﾡ ふマ52

* 七 ボ〜 シ神ﾡ /22 ○= (/)
補消館木ベ ス52

5o
※衆メﾡ布 < 0 /

レッ ドクロバー種3 2o

・ 形才 592
・ ・ 午戸作※量 ダ52 o ?

計 Zラ2e //

向作5年 代ﾡ ノラ >

:___ 羽 ___ 网______ ﾡ___________

mi 式

反 当 ラ。 K. 単価 マク「k?

呼 み月ﾡ市ﾡ

単価は4

述 但 し スタ 木植

. ' •

ス当が受7K ﾡ価ラ。FK 

ﾡぼ//K ゴ万/グK 室加ラK 

反号屋前物域人力で3 4< 作へ天ダタの%

受当502* ビーターソ >に

エ り 訴価

・衣零の式ﾡ. ズ保ﾡ原の次

何こよる。

初呼及の そべの ノﾡ

W : '

ﾡ当所愛/K 単点422ァ水 

成来/K 后メド 座加ろ卜 

オーチャ ドに円じ

______________________________

領料微ﾡ (産題)

ク

ﾡ木ﾡ全丸京の天例

に る ・
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え別 ____ 項_______ 目____ 全 昼 防 力

叫 収 入 レwドク7ロ バール受 • 笈 ヌタ0 ---------

夕 製 < 52 0 /

レッドクロバー形料 52 0
・ ・ /作茶型 ヌク20 7

計 552 0 
・

ふ

ャ 入 オーチェ ド ゲラスル影 ろ 50
* 払 ﾡ条スﾡ布 < ラ2 o /

オーチxー ド種る ベ 52
・ • 肥豺

笄冋信禪 イ 今2 2 夕
計 「 <. 75ク / ク

収 入 た―ードブラス服突 5ス52
* 当 /200 ヌ

表乗えﾡﾡ /与20 /

オーネ ド形# 520
・ 年声米量 タ22 ・ 7
/ 計 <.今20 /ク

W、ﾡ * 次 ﾡ業ズ秋布 759
新 裁 752 <夕

■
く炭 ) (<24の (<

計 <520 ベ

く～タ2) (4
枚 入 e α /5<22

--------------
_明________細

ﾡ k
夕

4 ・

バ

ク .

・

◆

・
夕

夕

・

力*42 4句

ベニて /3 為爻4加) ラ8石 <4円 4oao
• ノくル ごーチセg) 夜石 42 4S22
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当

くろ*7n向照 Aa当リ ス50不

タメ別 . 項______ 百____ ___・ま ﾡ カ

出 / 222
-- 

パの

I 双 入 大工原* 42=2
払 2ク2 メマwわ

ボラ宙木ド ～今2ク
苗示ﾡ送質 <22
ポアラ用 形* アヨク

双系ズﾡ布 < 2 2 /
• 大受種子 / ラ2

・ 形 # <222
・ 野門*ﾡ 222 ダ

タマ22
I 入 /.ラク2

夕 宏 ポ ラ神ﾡ /20 (/) 1
補ﾡ協木 バ ～ラク

苗木造送管 3/
共票え系布 < =2 2 /
鳥ペﾡ番 寿 ヌ ケラ 2

・ ﾡ 消 ケグ 2
・ 年門作米 タア / o

計 // 今与ク え

II 入 o・q 収ﾡ
オーヂド グラス

② 50

ﾡ作5年 期 /5 >
西 布

前 述
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夕 ﾡヌ示 項 ヨ e 緊 内 7

受 法 業共系帝 540 /
o・a ボ マ 二2

・ ﾡ # - 52 /
・ 再即 年*起 ケp p

計
* ◇.752 /2

な 入 販 安 タ ラク

* 択 求ス称 =22 /
2a 艰科 今p 0

・ • 岡作※登 らp01
•

計 5522 S
T 入 oa ル残 ぶク

玄 深 仃 / ◇ 2o
ﾡ無ヌ京和 / ケパ o /
2G ﾡ 522

・ 毎商作*ﾡ ヨ 52 2 7
計 <.今22 /4

ﾡ皿 式 米 系 ズ ﾡ ﾡ 752 25
耕 ﾡ 752 /夕

/
(ﾡ 打) (<220) (～)

計 /520 ヌ

く 乙2の )

収
・ 
入 生 ダ /マ今.< 20

明 細

m 述

4 ・
シ

4
イ 

/

4
ク

ク

◆

ク 

- 

ク 

夕

メ,

ク 

ク 

ク

ベ= ノヲ ク, (ク 7 己>

パル g クヲ <アノ 石>

_________________________________
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当リ

(ろ*グ向ﾡ A当り a50本

耳茨 ス河 孫___ 目 全・ ・ 2
用 運 / 420 x。(め

I 支 光 ポアみ祖内北付 220 ハマ (7)
ポメラ語不代 N 与2 2

ス22
ポみラ用ﾡ件 ?5ク• =22 /

新 系 72 5
<.520

I 支 出 ボラ補ﾡ /20 クタ〃)

浦冠雷木代 x夕2
苗不ﾡ送質 今2

承系ズﾡ布 /今22 /

料 ﾡ 759 <5
今2 2 45

計 ヌ/52 イ

m * H ﾡ奈ズ氷 /< 与P 2 /

料 ﾡ 752 /5
20 4s

計 マ 7夕 2 ・

取 支 出 ﾡ紫ス素布 /522 /
料 来 アタ”

」

ポみラ専用ﾡ同ﾡ 期ノ与)

ﾡ

ﾡ ェ
・

ク

今

夕

r
"
*

・

*

ずﾡ時に併用 し て 英施 ブズ叁肥

¥ は任起に ﾡした。

ク

♦

*

・

_-------_---------------------------------
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友 Kメ別 項 百 全 ﾡ 旅 力

限 500 厶—

浜 打 ^200 マ

計 タ 7 se 5

ア〜加 天 a 受 業るﾡ布 7 5o 2 5
ﾡ 52 /夕

計 /520 ヌ

W 打 <2^o ヌ

※ 条ス赤、ﾡ 52

返 ア5ク
=

計 x与2り " I
正匈 支 払 ﾡス旅布 ア5o

.。

羽 72 = 1
计 < 52 2 -I

K 入 主 伐 /マ< o 0

西 ぎ ミ 細 菊 亭

所 汉:

一............ヘ
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当 リ)

くラ*3可ﾡ ん" 当り/ //0示

•灾劑 __ 項引___ 会 頭 回 2 一

* 南 總

---------- - - -
/4ク0 スク初

I 坎 入 ﾡ収スﾡ 
く大豆 杯ﾡ

ノズどpp
くアク

※ 出 不ラﾡ穴ﾡﾡA 
ぶラ ﾡ示代

N ア50
/20

54 (S)

点 ホ運逆ﾡ s20
ポプラ形 ス720
ﾡ票スﾡ布 / 今20 /
ﾡ福ﾡ子 
く大 三 泡 チ> (/夕の

彦ﾡﾡ科 マ・222
く天 " フ

ﾡﾡ呼作X予 う<22 か
(ク20) («

針 スス452 / 7
ダヲヌノク «z)

I 入 レッド・クローバール秩 ふマケ2
出 ポスラﾡﾡ 420 4 (/)

//20
苗示炎 /20
ﾡ寒愛ﾡ布 <52P /
レッドクロバー 程 る 420

・ ﾡ 料 520

・ 年間年求型 452 2 2

ﾡ作3、 ﾡ伏7 主バ/ズ)

明 ・ 楠

K当版ﾡ4ほ 車所 4.400 序郡宅ボスラ 戸年夷例

e”て谡珞を.X亘匸かえだ芮ク*ク

所述み功ﾡと単価 による。

メ宝 単価/20円 

品7F
/不当リﾡ円 戸釈当り4タ円

; 商 迖

; と用坪問午登に合める(定硬玉ネべ 書官奈例

: テ 詳 ◇

ﾡ手べ天調ﾡgく 南栄人 天賃加円 ク

ﾡﾡのバり に大宣を問年した時の計てある。

m 式

m評戻の/ W

i
A t

・
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リ)当

くラ*3高ﾡ hd.当リメノ/0示

取灾別 ___ 項________ 三 全 頭 ﾡ ズ

* * 南 セ /4220 さク (

I 夕 入 ノスどpp
く大上 杯ポフ く « ア 2

※ 出 不ラゼ通ﾡべ マ ア与2 54 (s)

ぶラ 百示代 ノ /20

点 不運逆ﾡ ふ22

がイク用元料 Nアクク

ﾡ素及称布 < ヶ20 /

ﾡ福ﾡ子 —
く天 ご ﾡ子> く/夕の

222
く天豆 " フ

ﾡ稲年店作ﾡ登 
( 入 ・ フ

ど2p
(b.//ク)

か 
(4

試 スス< o / 7

ラ ス。0 (z)

I 収 入 レッド・クローバール僕 ーヌタン

夕 出 ポラ荷ﾡ 422 4 (/)

ﾡﾡﾡホバ //20

語示炎ﾡ /20

ﾡ系愛ﾡ布 <520 /

レッド・クロバー ﾡ る- 420

・ ﾡ 料 520

・ 年向年求型 452 2 2

ﾡ作3、 ﾡ伏7 主バノ)

—

明 制 例 る

Kゴルﾡ4 宇価 .420 ゆぼ 和宅ボスラ戸定例

«”口展塔をK巨匸かえだ语クさク

所述 功ﾡと単価 に < る・

メ芸 単岳/20F

品7H

/不当リﾡH 戸釈ﾡ当リ4ラ円

前 x

宓痛再同保栄堂匚含める(展祺强不代) キ部奈例

テ w ◇

ﾡべ天詞質gへ 耐素人 丈資加円 ク

ﾡﾡのバりに大豆を問した時の計てある。

前 述

m肝戻の / 割

ヽ |



と 収支別 e 要 町 コ

計 s 5 2o //

II 区 入 レットクロベー Kズ長 夕 <52

I ※ * 殺発く称布 <52 P /

レットクロバー 加料 • 今20
・ 南作末登 ヌ与20 7

計 5520 s

取 収入 —

* 幺 枝 打

1

<222

ﾡ楽ズﾡ < 今ク 2 /

計 夕20 ラ

天出 ﾡ系及称布 クタo e i
新 ﾡ 7so ズタ

針 <5P2 < I

W 収 入 商 代 <222

夫 ポ 一兼及演布 750 A 今

75o ス=

就 /今20 < :

四〜x * 当 ﾡ茶ズﾡ和 7タ o e

羽 ﾡ、 752 / s

計 <5o o ス

m 収 へ 主 ベ メヌ 320_J

-139-

西 型
上________ I

前 ﾡ

バルス 7ス ( ～ら活) 加 ﾡ

六戸 単地価
ベズ スシルク石> 今万. <4千ア422円
バレア /みネ() 疹石 4ア ヌメz02
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、当リ

( 作ﾡ用

夏 K文 ﾡ 全 以 ヴ カ

« 火 所 製 /222 
i

ク(8)

I ル 入 とラちろ二 し次ﾡ クタク 2

’ 天 払 とラもろニし理 キ ス20
・ ﾡ 料 与p 2
・ 午作求受 ズ公 2 2

計 ヌ522 54

I 収 入 大受区ﾡ ア 52

夕 # 不長種 /

・ ﾡ 料 /222
・ 野所作ポ量 x220

計 う / 52

m 炊 入 産酒ルﾡ /ス<22

天 宏 ・ 種す —

・ 形 # 〜222
・ 両朱業長 夕< 2 o

計 7<22 今

以下H- 唄 を反板すやち 2 と うる・ <勿能而 超便を除く)

ッ
・

-------------- i
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反 当 リ 原 文 武

(作用 ﾡ 作 >

出次 収刷 項 巨 全 製 帯力

受 出 円 安 / 222 <ク(えぶ>

I 叹入 とうもろこし 収兵 ス520
受 ﾡ とうもろニし型 る- ス22

・ ﾡ 料 52 2
・ 評商1作* x夕 2 s4

許 ヌラ22 54
I 収 入 大受ルﾡ ン ク2

夫 出 大亘麴二 /夕o
・ 肥 料 /222

・ 7作業型 220 <
計 ラ /

I ﾡ 入 意公ﾡルﾡ /ス 322
天 当 ・ 電 寒 ヌ 7ケ

・ ﾡ 料 ア"

・ 呼河作業量 ラ22 /2<
計 2 75 o /24

上述の轴住包反横す る.

---- ----

明 ・ ﾡ

節 述 -
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ﾡ 当 リ 収支ﾡ

畑 作

a及 ク* 列 項 百____ 全 京

※ 对 阳 ﾡ ノa 202 o(S

I 衣 入 大モル程 « 7 5o

支 出 大受子 /52

不 ﾡ ・ -ダ 2

大ェﾡ* 22

大 ほ ・ 250o

六ﾡ年店作素品 ス 0 2 0

大変 ・ 9.。 0 o 4

耕 反夕二, ノ2

L 取 入 大Euﾡ ク52
ヽ
1

大 契 ・ .500

計 ノ・450

支 出 大登種ﾡ /50

大愛 ・ 300

K更理料 ノ,o00

大愛 ・ 250 O

大受作栄髪 ス, 000 必

大 矢 ・ ?.000 /

t ノ,?50 ス

下Iを 反殺才るレ家終ﾡ ﾡの 天 出は大ョ

>

西 担

大多につ0ては承杯ﾡをﾡ本ズのﾡらる 

海もを余ﾡ しだ。

1

1 ※当え万 (ズ82 K>子ダ 円/ と-し三・ 1
1

り作文のみで2ノ=2円 とヶる.
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万当リ

二千 してﾡしバﾡ /0ﾡで

ロス _____ﾡ______ 目 _ : 労 カ i

I ■ 3 束 - o) & ミ —

/
.•

II ・ ■■■■ 1

m ク 4 /222
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